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　第一話　アイス




　六時間目の授業は可哀想だ。みんな、途中から部活や放課後のことで頭がいっぱいになって、授業のことなど考えていない。あるいはそれは自分だけだろうか。

　すぐ後ろの席から、カリカリとシャープでノートに文字を書く音が聞こえる。高校に入って初めての中間試験で学年四位という好成績を収めた絢音あやねは、六時間目だろうと一時間目だろうと同じモチベーションを保っているようだ。あるいは今日は塾がある日なので、六時間目ですらまだ一日の途中なのかもしれない。

　ふと隣の男子越しに窓を見ると、春の鮮やかな緑の頭上に淡い青空が広がっていた。ピクニックやハイキングでもしたくなる天気である。あまりじっと見つめていて、万が一にも隣の男子に意識されると嫌なので視線を黒板に戻した。

　得意でも苦手でもない現代社会。社会主義というヤツはみんな平等でいいと思う。この国は格差が広がりすぎた。そう考えると、誰かがみんな平等だと他の人より頑張らなくなると言う。平等とはいっても格差はゼロにはならないし、仕事が好きで働きたい人もいるのではなかろうか。自分は絶対に嫌だけど。

　チャイムが鳴って授業が終わる。教室に生徒たちの声が戻る。代わり映ばえのしないホームルームが終わって、私は体に一日の終わりを伝えるように伸びをした。今日は掃除もないのでこれで終わりだ。掃除当番の涼夏すずかがやってきて、「待っててね」と可愛らしく手を振った。絢音が席を立って一歩涼夏に近付いた。

「私は今日は塾だから、先に帰るね」

「心得た」

　鮮やかに笑う涼夏の腋わきから手を通して、絢音が涼夏の体を抱きしめる。その背中を涼夏が何でもないように撫なでて、体を離した。

「千紗都ちさとも」

　促されて立ち上がると、絢音が私にも同じようにハグをした。甘い香りが鼻腔びこうをくすぐる。いつもより強めに抱きしめ返すと、絢音が「情熱的だね」と笑った。どっちがだと言いたい。

　ヒラヒラと手を振って絢音が背中を向ける。後ろで一つに縛った髪がピョコンと揺れる。涼夏も掃除に戻って行って、私は退屈しのぎに壁際に移動して窓からグラウンドを見下ろした。

　まだ授業が終わったばかりで、部活動は始まっていない。日も長いし、暑くも寒くもないし、雨も少ないし、日焼けや熱中症にも神経質にならなくていい。体を動かすのにいい季節だ。若者たちには思い切り青春してほしい。自分も帰宅部を満喫しよう。

　帰って行く無数の制服を眺めながら、ピョコンという擬音語について考えていると、やがて掃除が終わったのか涼夏が戻ってきて私の肩に触れた。

「お待たせ」

　パチッとした瞳で私を見つめる。頬や唇の赤みも、自然には出せない色味だ。元々パーツの整った子だが、わずかなメイクがそれに磨みがきをかけている。

「相変わらず綺麗……」

　うっとりするように目を細めて顎あごのラインに指先を当てると、涼夏がその手を取って真顔で私を見つめた。

「千紗都の方が可愛いよ」

「そんなお世辞は要らない。涼夏と一緒だと私は恥ずかしくなるから、今日は一人で帰る」

「私はメイクをして、ようやく千紗都の領域に辿り着けるんだよ」

　絶対にそんなことはないと思うが、涼夏がお世辞や冗談で言っているわけではないのは、これまでの短い付き合いでよくわかっている。好みはまあ、人それぞれだろう。私も不細工ではないと思うが、涼夏は確実に一つ上の領域にいる。

　触れていた手を握って、涼夏がグイッと引っ張った。スクールバッグを肩にかけて、並んで教室を出る。クラスメイトの多くは何かしら部活をやっていて、うちのクラスの帰宅部は、女子では私と涼夏、絢音の三人しかいない。ユナ高は部活動が盛んなことで有名だが、強制というわけではない。

　校門をくぐると、すぐに同じ制服の学生で混み合う道を逸れた。ほとんどみんな、最寄り駅の上ノ水うえのみずまで歩くが、中には一つ先の古沼ふるぬままで歩く生徒もいる。私たちもゴールデンウィークが終わってからはそうしている。かかる時間は十分ほどしか変わらないのに、人も少ないし、駅も栄えている。それに、時間はたくさんある。

「涼夏は社会主義と資本主義は、どっちがいいと思う？」

　最後の授業を思い出しながら聞くと、涼夏はマンガのように噴いてお腹を抱えた。

「ウケた。私とマジメな話をする？」

「働きたくないっていう、怠惰たいだな話だよ」

「働くのは悪くないよ。お金ももらえるし。まあ、バイトだから気楽にそう言えるだけかもだけど」

　涼夏が強気の笑顔で頷いた。涼夏は高校に入ってすぐにバイトを始めて、もう給料ももらっている。ユナ高はバイトを容認しているが、それでも申請が必要で、それなりの理由がないと許可されない。自分から聞いたことはないが、前に涼夏が、バイト代は服とコスメと遊びに消えると笑っていた。それもまた嘘ではなさそうだし、無理をしている様子もなかった。謎多き子だ。

「社会主義になったら、涼夏が働いたお金で、私が遊んで暮らす」

　そう言って真顔で頷くと、涼夏は私の肩にポンと手を乗せて静かに首を振った。

「たぶん、社会主義ってそうじゃない」

「じゃあ、どう？」

「それはわからない」

　その言い方があまりにも重々しかったから、少しだけ見つめ合って、大声で笑った。

「くっだんない！」

　大きな公園に着くと、古沼が最寄り駅の仁町ふたまち女子の集団に飲まれる。受験の時、一応候補に入れた学校だ。制服が可愛かったし、男子がいないのも魅力に感じたが、結局偏差値や学部、設備を考えてユナ高にした。

　どっちが良かったかは両方行ってみないとわからないが、ユナ高に入学してすぐ涼夏や絢音と出会えた。それに、クラスは離れてしまったが、中学から一緒の奈都なつもいる。だからきっと、この選択は正しかった。

「涼夏は他の高校も受験した？」

「急に何？　もちろんしたよ。公立も受かったけど、結波ゆなみにした」

「決め手は共学？」

「そんなわけないでしょ？　評判を調べたら、バイトできるって書いてあったから。設備も綺麗だしね」

　なんでもないようにそう言って、涼夏はリュックを背負い直した。オシャレな涼夏にしては質素な黒のリュックだが、あくまで通学用らしい。ゴールデンウィークに遊んだ時は、白い可愛らしいリュックを背負っていた。

　それにしても、やはりバイトだ。しかし、今のではっきりわかったのは、涼夏は家のためにバイトをしているわけではない。公立に受かっていたのに私立に来たのなら、家にお金はあるのだろう。貯めているようにも見えないし、本当に前に話してくれた通り、服とコスメと遊びのためにしているのかもしれない。

「四月の給料はいくらくらいだった？　あっ、そういうのって、聞いちゃまずい？」

「全然いいけど。四万ちょっとかな？」

「うっわ。私の小遣いの四倍だ」

「ひと月に一万円もお小遣いもらってるって、かなり多いと思うよ？　絢音は頑張って交渉して五千円って言ってたし、私なんてもらってもない」

　ため息混じりにそう言って、涼夏はやれやれと首を振った。私は驚いて顔を上げた。

「もらってないの？　だからバイトしてるの？」

「バイトするならあげない。バイトしないなら五千円って言われて、私は前者を選んだ」

「そっか……」

　呻うめくように呟いた。「それは厳しい」という言葉はどうにか飲み込んだ。何もしなければあげるはずだった十八万円を、涼夏が自分で働くことで親は渡さないで済んだ。それは少しずるいと思うが、涼夏が納得しているなら、家庭の事情にとやかく口を出すものではない。

　どうにかそう思い込もうとしたが、不満が顔に出ていたのか、涼夏がくすっと笑って私の頬をつついた。

「さっきも言ったけど、バイトは楽しいよ。五千円は六時間くらい。一日四時間働いてるから、二日分弱。私にとってそれは大したことじゃない」

　そう言われても咄嗟に計算できなかったが、数字はともかく、そういうことをきっちり考えられる涼夏は純粋にすごいと思った。私は働いたことがないし、一万円ももらっているお小遣いさえ少なく感じているから、本当に子供だ。

「涼夏といると、私は自分の幼稚さに恥ずかしくなるから、今日は一人で帰るよ」

　重苦しくため息をつくと、涼夏があっけらかんと笑った。

「すでに古沼近くだが？」

「それじゃあ、しょうがない。一緒に帰ってあげよう」

「駅に着いたら、今日は何をしよう」

　用水路沿いの遊歩道の向こうに、高いビルがちらほらと見え始める。高いと言ってもせいぜい十階とか十五階とかそれくらいだが、オフィスビルの他にショッピングセンターもあるし、学生の強い味方である安いファミレスやカラオケもある。古沼はそれだけで十分遊べる場所だが、そこからさらにイエローラインで繁華街に行くこともできる。絢音とは古沼から電車が違うが、涼夏とは定期券の区間がだいぶ重なっている。

「何をしようね」

　質問に質問を返してはいけないが、涼夏とはそれでいい。案の定、涼夏はまったく気にした様子もなく、「とりあえず腹ごしらえだ」と笑いながら、私の手を引いてコンビニに入った。

　真っ直ぐアイスのコーナーに来ると、涼夏は目を輝かせてケースを見回した。アイスという気分ではなかったし、そんなにお腹も空いていなかったので、温かい眼差しで見つめていると、涼夏が怪訝そうに顔を上げた。

「千紗都は買わないの？　なんなら奢おごるけど」

「大丈夫。お金もあるし、遠慮もしてない」

　笑顔を向けると、涼夏はわかったと頷いた。付き合いはまだ短いが、ほとんど毎日一緒にいる。私が本当に、単に買うほどお腹が空いていないだけなのはわかってくれるはずだ。

「しょうがない。じゃあ、少食な千紗都には、私のアイスを半分くれてやろう」

「感謝しかない」

　このテンポのやり取りが心地良い。涼夏は真ん中に棒の刺さったアイスを買うと、すぐにそれを開けた。そして何故か遊歩道から逸れて、一本中に入る。ただそれだけで仁町の制服は見えなくなり、まるでどこかに取り残されたように世界が静かになった。

　それは大袈裟だが、涼夏は顔の前に水平にアイスを固定すると、「どうぞ」と意地悪そうに頬を緩めた。アイスを受け取ろうと涼夏の手の上から棒に触れると、涼夏はギュッとアイスを握る手に力を込めた。

「持っててあげる」

「涼夏って、時々わけわかんないよね」

　私は呆れながら、涼夏の手ごとアイスを持って顔を近付けた。アイスの端に唇をつけると、涼夏はもう片方の手で私の頭を引き寄せるように髪に触れながら、同じようにアイスの反対側をかじった。意味がわからない。

　すぐ目の前に涼夏の綺麗な顔がある。上を向いている長い睫毛と、ほんのりと色を帯びたまぶた。そして、からかうようにじっと私を見つめる眼差し。それを真っ直ぐ見つめ返して、私はアイスを飲み込んだ。

「何がしたいの？」

「はたから見たら、キスでもしてるように見えるかな」

「少なくとも、アイスを食べてるようには見えないと思う」

　キスがしたいのだろうか。したことがないのでどんな感じかはわからないが、数センチ先にある涼夏の唇はとても柔らかそうだ。

　吐息を感じながらアイスをかじる。重なる手が熱い。自分の熱だ。さすがに動揺している。そしてそれが手の平から涼夏に伝わっているのが、妙に恥ずかしい。

　目を閉じて髪をかき上げると、涼夏がくすっと笑った。

「今の千紗都の顔、すごくエッチだった」

「友達の奇妙な性癖に付き合う自分の寛大さに惚れ惚れする。でもご馳走様。これくらいでいいよ」

　顔を離そうとしたら、涼夏が私の髪を撫でる手に力を込めてそれを制した。

「そっち側半分食べて。少食な私には、このアイスは大きすぎる」

「よく言うわー。二本くらいペロリと平らげる涼夏さんが、よく言うわー」

　もらえるものはもらっておこう。だいぶ減ってきたアイスをかじる。小さくなるほど、涼夏の顔が近付いてくる。口の中が冷たいので休憩を挟みたいが、一度顔を離したらこの不思議な時間は終わってしまうだろう。それは少しもったいない。

　棒ギリギリまで食べ進めると、いよいよ唇が触れそうになった。これはポッキーゲームの亜種あしゅだろうか。何かで見たのか、それとも涼夏が自分で思い付いたのか。後者ならなかなかの想像力だ。

　コツンと額を合わせてから、私は手を押し退けるように顔を上げた。涼夏がやれやれと首を振って、残念そうにため息をついた。

「惜しかった。ごく自然に千紗都の唇を奪うチャンスを逃した」

「どこがどう自然だった？　っていうか、奪いたいの？」

「溢れる好奇心」

　涼夏が自分の胸に手を当てて、うっとりと目を細めた。どうやら冗談のようだが、本気だとまずいと思って、敢えて冗談めかして言っているだけかもしれない。そうだとしたら、行動の割にチキンだ。

　遊歩道に戻ると世界に声が戻った。仁町の制服に、時々ユナ高の生徒が交じっている。仁町の子はともかく、さっきのを同じ高校の生徒に見られたらさすがに恥ずかしい。

「何も書いてないからハズレだね」

　そう言いながら、涼夏がアイスの棒をゴミ箱に捨てた。元々当たり付きではないのはツッコミ待ちだろうか。意地悪のお返しに、「残念だったね」と慰めるように頭を撫でると、涼夏は無念そうに首を振った。

「そんな反応は求めてない！」

「私は涼夏のその反応を求めてた」

　二人であははと笑って空を見上げる。天空は十分に明るい。まだ駅まで歩いてきただけだ。それは駅を利用している全生徒がしていること。帰宅部の活動はこれからである。

「一、メイクのお勉強。二、カラオケ。三、どっかでひたすら喋る。どれがいい？」

　涼夏が明るい表情で私を見る。選択肢を絞ってくれたのなら、後は私が決めよう。

「一かな。私も、涼夏と並んでも恥ずかしくない顔になりたいし」

「お願いだから鏡を見て。まあ、ナルシストよりはいいかもだけど、自分の顔にうっとりしてる千紗都も、それはそれで面白そう」

　笑いながら、涼夏が私の手を握って引いた。その力強さが心地良い。引かれた反動で隣に並んで、私も自然と微笑んだ。

　さあ、今日は何をしよう。帰宅部の活動開始だ。





　第二話　勉強




　授業が終わって振り返ると、絢音が眼鏡を外して顔を上げた。髪を縛ってスポーティーな印象があるが、目元は優しくて表情は柔らかい。私を見てにっこりと微笑む。

「千紗都は、六時間目が終わった後が一番いい笑顔をしてる」

「だとしたら、一時間目の前が一番憂鬱な顔をしてるかもね」

「かも、じゃない」

　断言された。学校指定の通学バッグに教科書を詰め込む。ユナ高ではリュックが許可されているが、私も絢音もまだ指定のバッグを使っている。せっかく買ったしと思うが、涼夏は早々にリュックに切り替えた。先輩たちはほとんどリュックだ。両手が空くのは確かに楽そうではある。

「眼鏡、コンタクトにしないの？」

　何気なく聞くと、絢音は眼鏡ケースをバッグにしまいながら可笑しそうに頬を緩めた。

「私、目は悪くないから」

「その眼鏡は？」

「なんだろうね。何かが私に眼鏡をかけさせる……」

　深刻そうに呟いて、チラリと私を見上げる。あまりにもくだらなくて思わず噴いたが、結局何かはわからなかった。度は入っていないらしい。気持ちの切り替えスイッチみたいなものだろうか。マンガでは時々見るが、そんなことをする人間が現実に、しかも私の友達にいるとは思わなかった。

　ホームルームが終わって涼夏がやってくると、とりあえず今の情報を共有するべく、椅子に座ったまま絢音を指差した。

「絢音が授業中にかけてる眼鏡、伊達だてなんだって」

「そんな……。私は驚きを隠せない」

「だよね」

「いや、千紗都がそれを今まで知らなかったことが」

　涼夏が目を丸くすると、絢音が口元に手を当ててくすくすと笑った。とても可愛らしい仕草だが、今はそれにときめいている場合ではない。

「私、もしかして仲間外れにされてた？　二人のこと、友達だと思ってたのに……」

　呆然と首を振ると、涼夏がポンと私の肩に手を乗せた。

「千紗都がそんなことも知らなかったなんて。友達だと思ってたのに」

　じんわりと、肩から涼夏の熱が伝わってくる。顔を上げると、涼夏は勝ち誇った表情で私を見下ろしていた。何の勝負かはわからないが、ここは素直に負けを認めよう。

　三人揃って立ち上がると、黒板の方から視線を感じた。目だけで様子を窺うと、チャラい男子が二人、何やらソワソワした様子でこっちを見ていた。帰宅部の男子で、同じ帰宅部の私たちと仲良くなりたいらしい。何度か声をかけられているが、冷たくあしらっている。

　目で牽制けんせいして教室を出ると、涼夏がやれやれと首を振った。

「あいつらも懲こりないねぇ」

「涼夏も千紗都も可愛いから、友達になりたいんだよ」

　絢音がふふっと笑う。その笑顔も、男子を何人か殺せそうだ。うちのクラスは帰宅部が一番豊作だと、男子が品のない評価をしているのは知っているが、生憎こちらはそういうものに興味がない。

　校舎を出ると、いつも通り一つ先の古沼駅を目指して歩き出した。今日は涼夏はバイトがあるが、遠回りして帰るくらいの時間はある。

　周りに人がいなくなると、絢音が右手で私の左手を、左手で涼夏の右手を握って満足そうに頷いた。完全にお父さんとお母さんと手を繋ぐ子供の構図だが、この中ではほんの数センチだが絢音が一番背が高い。子供の手を引く親の構図か。

「それで、あの眼鏡は何？　何かの封印？」

　改めて眼鏡の話題を振ると、絢音は可笑しそうに肩を震わせた。

「千紗都がそんな厨二ちゅうにっぽいことを言うとは思わなかった」

「いや、違う。絢音の行動が厨二っぽいから、それに釣られたんだって！」

「そういうことにしてあげる」

「そういうことだから！」

　極めて遺憾いかんだと強く訴えたが、絢音はふんわりした笑顔で楽しそうに笑うだけだった。この笑顔の前では、ムキになって説明するのがバカバカしくなる。

「私も、なんか伊達かーって流しちゃったけど、理由は知らないや」

　向こうで涼夏が首を傾げる。二人の視線に挟まれて、絢音は困ったように微笑んだ。

「ただの験担げんかつぎみたいなものだよ。そんなに期待されても、面白い話は何も出てこない」

「絢音、可愛いから、勉強してる時の無防備な素顔を見られないようにしてるとか」

「涼夏までそういうこと言うんだ。私はちょっと二人の認識を改める。厨二方向に」

　そっちに改める必要はまったくない。

　三人並んで歩きたかったので、近くの仁町女子の帰宅集団に巻き込まれないよう、住宅街を抜けて古沼までやってきた。バイトに行ってくると手を振る涼夏に手を振り返すと、隣で絢音がいつものハグで送り出した。もはや何の疑問も抱かないくらい当たり前にやっているが、もしかしたらこの子は帰国子女で、情熱的な海外の風習が自然と出るのだろうか。

「今日はどうする？」

　絢音が少しだけ前屈みになって、私の顔を覗のぞき込んだ。この無意識のあざとさは驚異的に可愛いし、ボディータッチも多い子だから、中学時代はさぞモテたことだろう。もちろん、男子にはしていないと思うが。

「勉強か遊びか」

「千紗都の好きな方でいいよ。勉強も遊びの一つでしかない」

「うわー。言ってみたいわ、その台詞！」

　思わず身を仰け反らせて声を上げた。完全に名言だ。勉強も遊びの一つとか、まったく意味がわからない。

　勉強は苦手ではないが、好きでもない。学生の本分として頑張っているが、将来何の役に立つのだろうという疑問はいつだって持っている。それは私だけではないだろう。

「じゃあ、勉強で」

　どうせやらなくてはならないなら、誰かを巻き込みたいし、それを楽しめる人なら巻き込むことに罪悪感を抱く必要もない。だから、絢音と二人の時はよくマックやファミレスでノートを開いている。

　絢音の手を引いて、駅から少し離れたマックに入った。案の定席はそれなりに空いていて、二人用のテーブルを二つくっつけて横並びに座った。バッグから教科書を出しながら帰国子女説を確認すると、絢音は呆れたように首を振った。

「今日の千紗都は、なんか発想が面白いね」

「いや、私は生まれてこの方、あんなにも自然にハグする人と会ったことがないから」

「うん。私も千紗都と涼夏にしかしてないよ」

「そうなの？　なんで？」

　意外に思って眉を上げた。手練てだれの手つきなので、てっきり中学の頃、あるいはもっと昔から自然にしているかと思った。そう訴えると、絢音はシェイクのストローをくわえながら、なんでもないように言った。

「したいと思う子に会わなかったから」

「私と涼夏は、したいと思う子なの？」

「可愛すぎて興奮する。しかも、私のこと構ってくれるし」

「どう反応しろと……」

　絢音は大切な友達だ。構ってあげてるなんて思ったことはないし、むしろ私は、いつだって自分が遊んでもらっていると感じている。

　それにしても、自分が可愛いかはともかく、涼夏は確かに可愛い。美人だ。だけど、ハグをしたいという感情が湧いたことはない。あるいは一度したらそうしたい欲求が出てくるのだろうか。

　首を傾げると、絢音は太ももの横に投げ出していた私の手を握って、うっとりと微笑んだ。

「触れ合うって、気持ち良くない？　ハグは健康にもいいらしいよ？　フリーハグとかしてる人もいるし」

「効果は同意する」

「嫌じゃないよね？」

　そう言って、絢音が言葉にわずかな不安を含ませた。私は慌てて首を振ると、とりあえずぴったりと身をすり寄せてから、女子高生二人がはしゃいでいる風に絢音を抱きしめた。

「嫌なことを我慢する性格に見える？」

「涼夏はともかく、千紗都は少し心配」

「全然。うん。確かに気持ちいい」

　私より少しだけ背は高いが、華奢な体つきをしている。もちろん、女の子特有の柔らかさがあって、いい香りがして、温もりも心地良い。胸部は少々スレンダーだと、冗談で済む口調で言うと、絢音が少しだけ体を離して私の胸に手を当てた。

「千紗都はいい発育をしてる」

　少し揉んで手を離す。何気なくされたが、絢音に胸を揉まれたのは初めての気がする。

　ハグも、会っていきなり始めたわけではない。最初は別れ際に握手をするくらいだった。それから少しずつボディータッチが増えていき、いつの間にかハグするようになって、しかもそれを当たり前のように感じている。今胸に触れたのも、そういうボディータッチ計画の一環かもしれない。怖い子だ。一年後には一体何をされているのだろう。

　改めて教科書を開く。暗記系は二人でやる意味があまりないので、やはり数学だろうか。そういえばふと、先日涼夏と社会主義の話をしたことを思い出したので、絢音にも聞いてみた。

「いきなりだけど、日本は格差が開きすぎたから、社会主義の平等性に、私は強く惹かれてる」

「ああ、こないだの現社の？」

　絢音がぱちくりとまばたきしてから、したり顔で頷いた。

「私もまだしっかりとはわかってないけど、社会主義っていうのは、やる気も出ないし、自由も制限される政策だって認識」

「自由が制限されるのは嫌だなぁ」

「ソ連は崩壊したけど、キューバとかはまだ社会主義で、確か病院とか学校とか全部無料だって。税金もかからないけど、給料はみんな同じですごく安い」

　学年四位らしい知識を披露して、絢音は満足げに頷いた。私など、キューバがどこにあるかも知らないが、地理と歴史の話はしていないのでそれは置いておく。

　今の話だと、社会主義も十分な魅力を感じる。そもそも、確か資本主義の欠点を補うために生まれた政策だったはず。両極端がいけないのであって、取り入れる要素はあるのではないか。

「絢音はどっちがいいと思う？」

「難しいことはわからないけど、私は今に満足してる」

　私の質問に、絢音はさらっとそう答えた。テーブルの上に片肘をついて、眩しそうに細めた目で私を見つめる。まるで恋人の横顔を眺めるような瞳だが、口にしているのは社会主義の話だ。

　私がじっと見つめ返すと、絢音は何か言いたげに唇を動かしてから、微かに頷いて顔を上げた。

「私は勉強が好きだし、教科書の内容は色々覚えてる。テストでいい点も取れる。でも、あんまり自分の意見は持ってない」

「どういうこと？」

「読書感想文みたいなのは苦手ってこと」

　バカにもわかる例え話をして、絢音は眉尻を情けなくゆがめた。それから両手を組んで突き出すように伸ばして、明るい瞳で言った。

「自分で考えるのが得意じゃないってわけでもないけど、ついて行く方が楽っていうか、その方が好きっていうか。だから涼夏や千紗都といると居心地がいい」

「涼夏はそうだね。私も涼夏に引っ張ってもらうのは嫌いじゃない」

　涼夏と二人の時、私はよく涼夏に手を引かれる。あの感覚を、私も心地良いと感じている。「同じだね」と笑うと、絢音は否定するように首を振った。

「千紗都も私の手を引いてくれる。千紗都は人に合わせられるんだよ。私とか涼夏とか、あと今澤いまざわさんとか、一緒にいる人にすごく自然に合わせてる。すごいなって思う」

「そういう褒められ方は初めてだ。自覚はないけど、ありがとう」

　確かに、あまり意識はしていないが、涼夏といる時と絢音といる時とでは、自分の役割が違うように感じる。奈都といる時も、二人といる時とはまた全然違うかもしれない。もちろん、その組み合わせによっても立ち位置が変わる。だけど、涼夏と絢音は、あまりそういうことがない。

「それって、いいことなのかなぁ」

「無理してないならいいんじゃない？」

「無理どころか、意識すらしてない」

　あっけらかんと笑うと、絢音も楽しそうに微笑みを浮かべた。

　すっかり雑談になってしまったが、改めて教科書を開く。数学もそんなに苦手ではない。そもそも絢音ほどではないが、私も成績は悪くない。帰宅部で時間はたくさんある。部活動を頑張っている子には負けられない。

　あるいは、こうして頻繁ひんぱんに絢音と勉強している成果かもしれない。もちろん家でもやっているが、私は誰かと一緒の方が勉強が捗る。勉強に限らず、何もかも、私は誰かがいないと捗らない。

　一時間ほど集中して、その後さらにしばらく喋ってなお、店の外は明るかった。この季節は本当に日が長い。

　トレイを戻して店を出ると、路上にはちらほらとサラリーマンの姿があった。交通量も心なしか増えているように感じる。もう会社も終わる時間だ。

「今日は勉強、付き合ってくれてありがとう」

　ブラブラと駅に戻りながらそう言うと、絢音は私の手を握って大きく振った。

「勉強は遊びだから。お礼を言われることは何もしてない」

「秀才は言うことが違いますなぁ。でも本当に、毎日絢音と涼夏が構ってくれるから助かってる。二人の塾とバイトが重なってないのは、奇跡的だ」

　絢音の塾が火曜日と金曜日、そして涼夏はバイトを月、水、木に入れている。おかげで私は、毎日二人の内のどちらかと遊ぶことができる。それはとても奇跡的だと思った瞬間、初めてそのことに違和感を覚えた。

　思わず立ち止まって顔を上げると、絢音は苦笑いを浮かべて私を見つめていた。私は呆然としたまま口を開いた。

「もしかして、わざと？」

「むしろなんで気付かないのか不思議でしょうがない。涼夏が、千紗都を一人にしないように、わざと私の塾のない日にバイトを入れてるんだよ」

　当たり前のようにそう言われて、私は思わず両手で顔を覆ってしゃがみ込んだ。まだ絢音が塾に行き出してからひと月くらいしか経っていないが、確かにその頃、涼夏は一度バイトのシフトを変えている。能天気に奇跡だと思っていたのは、さすがに恥ずかしい。

　慰めるように私の肩を叩く絢音を、私は恨めしそうに見上げた。

「眼鏡のことと言い、私だけ知らないことが多すぎる。さては二人は仲良しだな？」

　立ち上がって嫉妬を表明すると、絢音が口元に手を寄せてくすっと笑った。

「時々天然なの、いいキャラだと思う。涼夏のことは好きだけど、千紗都が思ってるより涼夏のことは知らないよ」

「そうなの？」

「それも気付かないの？　天然っていうのは、バカの婉曲えんきょく表現だっていうから気を付けてね」

　絢音が同情の眼差しを向ける。気を付けたいが、何のことを言っているのかわからないので降参すると、絢音は仕方なさそうにため息をついた。

「私が涼夏と二人だけで帰ることはないんだよ。さっき色んな組み合わせの話をしてたけど、私と涼夏のいる空間に、千紗都がいないことがない」

　簡単なことだった。三人の中で、私だけが暇している。しかも、涼夏が私のためにバイトのシフトを絢音の塾とずらしているから、三人で一緒に遊ぶこともほとんどない。もちろん、たまにはバイトのシフトがずれて三人で遊ぶこともあれば、私一人の時もあるが、私だけがいないことはない。

「二人はそれでもいいの？　私が、その……邪魔な時って、ない？」

　私がいるせいで二人の友情が深まらないということがあったら、それはとても嫌だ。私が思わず顔をしかめてそう尋ねると、絢音は私の方に身を乗り出して、いたずらっぽく笑った。

「土日は時々千紗都に内緒で会ってるから大丈夫」

「それはそれで傷付くんだけど」

「冗談。ちょいちょい学校で二人だけの時もあるし、それに、私も涼夏も、千紗都が好きなんだよ」

　そんな嬉しいことを言いながら、絢音がグイッと私の手を引いた。絢音に手を引かれるのは珍しい。

　建物の陰に入って、絢音が私の体を抱きしめる。陰と言っても人目はあるが、女の子同士ならじゃれ合っているだけに見えなくもないだろう。

　せっかく好きと言ってくれたので、お返しをするように背中を引き寄せて指を這わせると、絢音がしがみつくように私の制服を掴んで、耳元で熱っぽく囁いた。

「千紗都の手つき、ヤラしい……」

「いや、普通のハグだから。何が普通かはよくわかんないけど」

「自覚なしか。同じことしてあげる」

　そう言いながら、絢音が私の背中を撫で回した。背筋がゾワゾワして、時々くすぐったい。確かにこれは、ハグの域を超えている気がしないでもない。触れ合う胸やお腹の柔らかさが気持ちいい。絢音が少しだけ足を前に出して、私の膝の間に自分の膝を割り込ませた。スカートの布越しに、太ももの滑らかな感触が伝わってくる。

「千紗都のエッチ」

　絢音が片手で私の髪をかき上げて、耳に唇を押し当てた。そして、何を血迷ったのか、舌先を耳の中に入れてペロリと舐める。

「ひぃっ！」

　突然のねっとりとした感触に、私は思わず悲鳴を上げて体を離した。耳に触れると、指先に湿り気を感じた。痛いほど心臓が速く打って胸を押さえると、絢音はちろっと舌先で唇を舐めて、挑発的な目で私を見た。

「千紗都に乗せられて、変なことしちゃった」

「何も乗せてないし！」

「ギリギリを追及してるつもりだけど、もし一線を見誤ったら言ってね」

　そう言うと、絢音はバッグを肩にかけ直して、何事もなかったようにひらひらと手を振った。

「また明日」

「うん。今度、一緒に涼夏を冷やかしに行こう」

「それいいね」

　楽しそうにそう言って、絢音が帰っていく。なんとなくもう一度耳に手を当てて、じっとその背中を見送った。さっき冗談で思ったが、あの子は本当にボディータッチ計画を進行させているのかもしれない。

　ギリギリの追及。確かに、驚いたけど嫌ではない。むしろ、あの秀才がこの先この計画をどう進めていくのか楽しみなくらいだ。

　全身に絢音の温もりが残っている。ハグは健康にいいらしい。

　今日も楽しかった。二人が私のために時間を作ってくれるから、私の帰宅部活動はとても充実している。





　第三話　バイト




　私の高校からの友達である猪谷いのや涼夏は、ショッピングモールに入っている雑貨屋チェーンでアルバイトをしている。遊びに行きたいという話題は何度も出ていて、涼夏も是非来てほしいと応じているが、一度も実現していない。

　そういうわけで、そろそろ本当に一度行く決意を表明すると、絢音が一瞬表情を曇らせた。もしかして行きたくなかったのだろうか。空気がわずかに張り詰める。それを敏感に察知したのか、絢音が慌てて手を振った。

「違う。そうじゃない」

「無理強むりじいはしないよ？　距離もあるし」

　涼夏が心配そうに絢音の顔を覗き込んだ。絢音は涼夏の手を取って大きく首を振った。

「まさにそれ。単にもうお小遣いが残ってないからどうしようって思っただけで、気持ちだけならもう電車に乗ってる！」

　面白い表現だ。椅子に座ったまま頷いていると、涼夏がうーんとわざとらしく目を閉じてから、明るい顔で笑った。

「よし。じゃあ、私が絢音のＩＣカードに五百円チャージしよう」

「それはダメ。一方的にもらうのは、今後の付き合いに影響する」

「じゃあ、体で払って」

　そう言って目を細め、怪しく微笑みながら絢音の顎に手を当てた。そして、柔らかな輪郭を指先でなぞってから、その指をペロリと舐める。まるで意味がわからない。私が呆れながら眺めていると、絢音が微かに頬を染めて頷いた。

「それなら……」

　いいのか。こいつら、レズだな。

　絢音の小遣いは五千円と聞いた。私よりは少ないが、一般的には決して少ない額ではない。ただ、帰宅部の活動は地味にお金がかかる。塾のない日が週に三日。毎回三百円でも三千六百円になる。それに、土日遊んだり小物を買ったりしたら、月末の今、お金がないのは当然だ。

　対して涼夏は、四月の給料が四万円くらいと言っていた。コスメや服に使っているとはいえ、まだまだ残しているだろう。私たちと遊ぶことも、バイトをしている理由の一つだと言っていた。だから、絢音のために少しくらい使うのは、涼夏にとってはどうということはない。絢音もそれはわかっているが、甘えづらい厚意なのも理解できる。

「何してもらおっかなー」

　涼夏が嬉しそうにそう言いながら、リュックを背負って教室を出た。どうやら、絢音の気が楽になるように言っただけではなく、本当に何かしてもらうつもりらしい。絢音と涼夏の仲が良くなるのはいいことだが、関係が深まり過ぎて私が邪魔になる展開だけは勘弁願いたい。

　二つ隣の教室を通り過ぎると、丁度部活に行こうとしていた奈都と鉢合わせた。肩につくくらいのシャギーのかかった髪と、少し着崩した襟元。涼夏と似た雰囲気があるが、涼夏より大人びた顔立ちをしていて、気の強そうな眉をしている。肩にはバトンケース。入学後、色々悩んだ結果、「屋内で」「体を動かして」「あまり本気ではない部活」ということで、バトントワリングを始めた。

「これから帰宅部？」

　奈都が私を見て相好を崩す。私の中学からの親友ということもあって、絢音にも涼夏にも早くに紹介してある。涼夏が「そっ」と頷いて軽やかに笑った。

「今日は私のバイト先に招待する」

「いいなぁ。楽しそう」

「ただいま帰宅部は大変入部条件が厳しくなっておりますが、ナッちゃんなら無審査で入部できます」

　涼夏がそう言いながら、気さくに奈都の肩に手を乗せた。なんだか、中学時代の友人と高校からの友人が仲良くしているのは不思議な気分だ。家に遊びに来た友達が、親と話しているようなむず痒さを覚える。

「前向きに検討するね」

　奈都がへにゃっと情けなく眉を曲げた。私は心配になって顔を覗き込んだ。

「部活、上手くいってないの？」

「全然そんなことはない。ようやくサムフリップができるようになって、楽しくなってきたとこ。苦手な子もいないし」

　奈都が勝ち気に微笑んだ。その瞳に無理をしている様子はなかったので安堵の息をつくと、奈都が優しい眼差しで笑った。

「ただ、私もチサと遊びたいわけよ。二人ならわかるでしょ？」

　奈都が同情を誘うように言って、隣の二人が大きく頷いた。涼夏が無念そうに眉根を寄せて、軽く私の肩を抱き寄せた。

「千紗都のことは任せて、ナッちゃんは部活を頑張って。あっ、帰宅部は絶賛部員を募集中なので」

「それはさっき聞いたから！」

　下まで一緒に歩いて、手を振って別れる。背中を見送ってから、涼夏がニヤッと笑った。

「ナッちゃん、落ちるな」

「落としたいの？」

「帰宅部の強力な戦力になるね。顔面レベルの向上？」

　それはもちろん冗談だろう。いや、決して奈都が可愛くないという意味ではなく、涼夏は単に自分と絢音がいない時に、私が一人にならないように考えてくれているだけだ。もちろん、奈都と一緒に遊びたいという思いもあるだろうが。

「涼夏、愛してる」

　そっと微笑むと、涼夏はぎょっとしたように目を見開いて、一歩後ずさりした。

「いきなり何？」

「涼夏、優しいなって思って」

「これまでの会話で、私が千紗都への優しさを見せたシーンはなかったと思う。何か勘違いしてるなら、せっかくだからそのままにしておく」

　涼夏がふふんと笑うと、絢音が可笑しそうに肩を震わせた。

「今澤さん、帰宅部に入ってくれるかなぁ」

　今日は真っ直ぐ最寄り駅に歩きながら、絢音がふんわりと笑った。心から奈都に入って欲しそうだが、今のところ絢音は、涼夏ほど奈都に心を許していない。控えめだが決して人見知りというわけではない。絢音の距離感はよくわからない。いきなり耳に舌を入れてくるような子は、私には難しすぎる。

「私の予想だと、入らないかな」

「えー！　千紗都からも入るように説得してよ。千紗都と一緒にいたいって想いは本当だと思うし」

　涼夏が不服そうに頬を膨らませた。そんな仕草も実に可愛い。

　涼夏の言う通り、奈都が私と遊びたいのは間違いない。だからこそ毎日一緒に登校しているし、土日も頻繁に遊んでいる。もっと言えば、これは私も本当かどうか測りかねているが、ユナ高を選んだのも私がユナ高にしたからだと言っていた。冗談と笑い飛ばせない程度には、私たちは仲がいい。

　にもかかわらず、奈都はバトン部に入った。バトンに思い入れがあったわけでもないし、知っている友達がいたわけでもない。私は二つの理由から反対したが、奈都は私とは毎朝会えるからと言ってそのまま入部してしまった。

「三年以上一緒にいるけど、奈都のことはよくわからない。まあ、絢音のこともわからないし、わかりやすいのは涼夏だけか」

「心外だから！　私、絶対に千紗都が思ってるより奥深い女だから！」

「私は逆に、千紗都が思ってるほど難しくないよ。ただコミュ障なだけ」

　二人が口を揃える。私は思わず噴き出して口元を押さえた。

　可愛くて面白い仲間たち。ここに奈都が入る光景は想像できる。できるけれど、中二のあの日、それでも部活を続けた奈都が、自分の意志で始めた部活をそんなにすぐに辞めるとは、私には思えなかった。




　上ノ水からイエローラインで数駅。絢音の定期券の範囲外の駅で降りると、宣言通り涼夏は乗り越し精算で絢音のカードにチャージした。改札をくぐってから、絢音がツラそうに首を振る。

「かたじけない」

「かたじけない！　私、現代でかたじけないって言う子、初めて見た！」

「現代って……。生まれ変わりか何かなの？」

「私、先代が徳川家慶なんだよね」

「先代……。前世のこと？」

「それだ！」

　涼夏が明るく笑う。家慶は何代目の将軍だっただろう。覚えていないが、とにかく二人とも楽しそうだ。

　バイトまで時間があると言うので、三人でショッピングセンターの中を見て回った。涼夏は相変わらずファッションに興味を示すが、絢音の反応は薄い。涼夏が服を持って試着室に行ってしまったので、絢音に似合いそうな服を物色しながら聞いてみた。

「絢音は、オシャレしたいとか思わないの？　可愛いのに」

「二強の一角に可愛いって言われてもなぁ。メイクはともかく、服は好きだよ。でも、欲しくても買えないし」

　絢音が切ないため息をつく。それは一理ある。でも、高くて買えないものを眺めているだけでも楽しいのがショッピングではないか。そう主張すると、絢音は困ったように笑った。

「意見の相違だね。わかるよ？　フォアグラの乗ったステーキとか、見てるだけで幸せになるよね」

「それに近い」

　涼夏はさんざん試着して、結局何も買わなかった。なかなか逞しい。私ならあれだけ試着したら、申し訳なくて買ってしまいそうだ。最初から買えないものは試着しない。なるほど、絢音の言っているのは、そういうことかもしれない。

　そろそろ時間だと言うので、また後でと手を振った。絢音も同じようにすると、涼夏がからかうような瞳で絢音を見た。

「今日はハグはしないの？」

「またすぐ会うじゃん」

　絢音がくすっと笑う。どこか勝ち誇ったような眼差し。私はその理由を理解して、思わず笑いそうになって口元を押さえた。涼夏もそれに気が付いたようで、盛大にため息をついた。

「いつの間にか、絢音のハグがないと満足できない体になってしまった」

「パブロフの涼夏。完全に手なずけた」

　絢音がグッと拳を握ってから、ふんわりと涼夏を抱きしめた。学校でするのと同じ、ほんの二、三秒。それでも満足そうにして、涼夏は手を振って走って行った。

「今日は涼夏と絢音、すごく仲が良さそうで妬けるなぁ」

　隣で手を振る絢音に冗談でそう言うと、絢音は私を見上げていたずらっぽく笑った。

「また、耳を舐めてほしい？」

「いや、それはいい！」

　先日のことを思い出して、私は慌てて手を振った。途端に顔が熱くなる。私も手なずけられているのだろうか。

　絢音が私の手に指を絡めて、その手を口まで持ち上げた。

「涼夏とは遊び。本命は千紗都だから」

　まるで似合わない妖艶ようえんな微笑みを浮かべながら、私の手の甲に唇を押し当てる。少しひんやりした柔らかな感触に、背筋が震えた。それだけに飽き足らず、そのまま指まで唇を這わせると、私の親指を口に含んだ。

　チャプンと、親指が絢音の舌の下に溜まった唾液に落ちる。絢音の舌がぬるりと指に絡みついて、私はゾクッとして固く目を閉じた。

「涼夏へのお礼も、こういうことするの？」

　虚勢を張って何でもないようにそう聞くと、絢音は私の指を解放してから、静かに首を横に振った。

「涼夏とは、まだここまでのボディータッチレベルに達してない」

「ギリギリの追及ね」

　笑いながら親指を見ると、べったりと唾液が付着して、館内の明かりを受けてイヤらしく光っていた。せっかくなので親指を舐めてからハンカチで拭くと、絢音が驚いたように私を見つめていた。

「何？」

「いや、舐めるとは思わなかった。動揺を隠せない」

「それは私の台詞だから」

　冷静にそう指摘すると、絢音は何やら嬉しそうにはにかんだ。今の笑顔で、うぶな男子なら五人くらい殺せたと思うが、幸いにも私は涼夏や奈都みたいな可愛い子を見慣れているから、辛うじて生き延びた。

　涼夏がバイトに入ってから十分くらいしてバイト先の雑貨屋に行くと、取り扱っている商品同様、シンプルなデザインの制服を着た涼夏がレジに立っていた。私たちに気が付いて小さく手を振る。邪魔にならないように離れたところから眺めていると、絢音が憧憬を抱くような目で言った。

「働いてるってすごいよね。私たち、まだ十五歳だよ？」

「確かに。あの涼夏が、すごく大人っぽく見える」

「私はもしバイトとかしたら、友達には見られたくないかも。なんか恥ずかしい」

「私もそっちかなぁ。それはもう、完全に性格の差だね。涼夏はいいヤツだ」

　別に見られたくない絢音を悪いヤツだと言ったわけではなかったが、訂正する必要もなく、絢音は同意を示すように頷いた。

　みんな十五歳。私と絢音は二日違いで九月が誕生日。涼夏は十一月。私の友達では奈都が一番早くて来月。そろそろ誕生日プレゼントを用意しなくてはいけない。平日の夕方。客も少ないし、せっかくなので涼夏を捕まえることにした。

「店員さん、友達への誕生日プレゼントを選びたいので、手伝ってください」

「かしこまりました。どんなお友達ですか？」

「体を動かすのが好きで、元気で……雰囲気はちょっと店員さんに似てるかな」

「その子のこと、愛していますか？」

　さらっと聞かれて、変な声が出そうになった。絢音は変な声を出して、両手で顔を押さえて肩を震わせた。突然なんてことを言うのか。他の店員と客に見られないように八〇％くらい本気のデコピンを放つと、涼夏が額を押さえて悶絶もんぜつした。

　シンプルなデザインが売りの店なので、誕生日プレゼントにするにはいまいち見栄えがしない。涼夏は化粧水でも贈ったらどうかと言ったが、奈都はあまりそういうものに興味がない。もちろん、最低限のスキンケアはしているだろうが、今使っているものに十分満足しているだろう。

　アロマディフューザーはどうかと言われたが、予算オーバーだった上、値段の割にデザインに惹かれなかった。今までじっくり見たことがなかったが、私はここのデザインはあまり好きではないかもしれない。いや、自分で使う分にはいいが、誕生日プレゼントには向いていない気がする。

　せっかくなので涼夏に色々な商品を説明してもらってから、結局何も買わずに店を出た。もし説明してくれたのが知らない店員だったら、やはり申し訳なくて何か買っていたかもしれない。

　カフェにでも入りたかったが、絢音が金欠なのでショッピングセンターの外のベンチに腰掛けた。金欠なのは私も同じだ。絢音よりたくさんもらってはいるが、奈都のプレゼントも買わないといけない。

　絢音が私の腕に手を通して、コツンと肩に頭を乗せた。

「色々見たら、色々欲しくなっちゃった」

「すごくわかる。お小遣い勢には厳しいね」

「千紗都は私の倍ももらってる」

「まあ、一人っ子だからね」

　当たり前のようにそう言うと、絢音は驚いたように顔を上げて、しばらくポカンと口を開けたまま私を見つめた。至近距離なので無駄に緊張する。口の中を眺めていたら、親指を舐められたことを思い出して顔が熱くなった。

「そっか。私は上にも下にも兄弟がいるから、親も大変なんだ」

「聡明な絢音さんにしては、気付くのが遅くありませんか？」

　私は一万円もらっている。スマホ代も出してもらっている。西畑にしはた家でもスマホ代は親が出しているようだから、絢音の両親が三人の子供にかけている金額は、うちの比ではない。私が一万円ももらっていながら、時々不満に感じる理由もそこにある。収入が同じだと仮定したら、子供が一人しかいない野阪のさか家は、もっと可愛い一人娘にお金を注いでもいいのではないか。

　もちろん、そんなことは絶対に両親には言えないけれど。

「お小遣いね、最初は三千円って言われて、勉強頑張るからって言って条件付きで五千円にしてもらったの」

　その話は知っている。どんな条件かは知らなかったので聞いてみると、テストの順位だそうだ。二十位以内なら五千円、それより下なら次の試験まで三千円。幸いにも、二十位どころか、初めての中間試験で絢音は学年四位だった。

「絢音とはもっとお金のかからない遊びも考えないと、だね」

　絢音の髪に頬を押し付けると、絢音は私の手を握って小さく首を横に振った。

「今のままで十分。マックやファミレスで勉強する以上にお金のかからない遊びなんて、思い付かない」

「そもそも勉強は遊びじゃない」

「感じ方には個人差があります」

　くすっと笑って、絢音が柔らかく目を閉じる。夕方の風と絢音の体温が心地良い。この子は私や涼夏に甘えながら、対等な立場を保っている。私と奈都の関係とは少し違う。今まで私には奈都しかいなかったから、二人の個性は新鮮だし、とても楽しく感じる。

「ギリギリの追及か」

　呟きながら、指先で絢音の唇に触れると、絢音が眠たそうに目だけで私を見上げた。

「何？　キスしたいの？」

「キス、したことある？」

「ない。私の初めては千紗都にあげる」

「それは有り難い」

　感謝の言葉を述べて、しばらく髪を撫でていると、絢音が何やら難しい顔で私を見た。

「キス、してくれるんじゃないの？」

　真っ直ぐ見つめられて、私はたじろいだ。

「えっ？　いや、そういう意味じゃなかった。してもいいけど、絢音が先か涼夏が先かでモメそうだから」

「モテモテだね。涼夏の後でもいいよ」

「いや、なんか私、変なことを口走ったかもしれない」

　勝手に涼夏が私とキスをしたい設定にしてしまった。そもそも、さらっと「してもいい」とか言ってしまった。恥ずかしくなって俯くと、絢音がくすくすと笑い声を立てた。完全に遊ばれている。

　風も気持ちも穏やかだ。涼夏のバイトが終わるのを待つのはさすがに無理だが、時間の許す限りこうしていよう。

　目を閉じたら、胸に抱え込まれた腕から、少しだけ速く打つ絢音の鼓動が伝わってきた。もしかしたらそれは、自分のものだったかもしれないけれど。





　第四話　部活




　帰宅部というのは、言うまでもなく学校に正式に認められた部活動ではない。部活に所属していない人間の総称であって、帰宅コミュニティーとでもいった方が的確かもしれない。

　部活動が盛んなユナ高において、うちのクラスの女子では私と涼夏、絢音だけが部活をやっていない。涼夏は高校に入ってすぐにバイトを始め、絢音は平日の夕方に塾に通っている。私だけが正真正銘、何もしておらず、帰宅部でも部長扱いされている。部長様に予定を合わせるのは当然だとおどけながら、涼夏が絢音の塾のない日にバイトのシフトを入れてくれたおかげで、毎日二人の内のどちらかと一緒に過ごすことができているが、それでもやはり涼夏のバイトのシフトは他の人の予定に影響されることも多く、一人になる日も時々あった。

　この日も涼夏のバイトが絢音の塾とかぶり、夕方一人になってしまった。二人は駅まで一緒に帰ろうと言ってくれたが、図書室で勉強していくと言って見送った。昨日の時点で聞かされていたからショックはないが、ポツンと一人になって周囲の楽しそうな喧騒けんそうを聞いていると、途端に寂しくなる。私は誰かと一緒にいないとダメな人間なのだ。

　それにしても、あの二人だけの組み合わせは珍しい。私が圧倒的に暇しているせいで、三人で遊ぶことはあっても、二人が私抜きで帰ることは滅多にない。入学してから初めてかもしれない。

　一体どんな会話をするのだろう。距離感のおかしい絢音が、涼夏にどれくらい挑戦するのかも気になる。尾行したいくらいだったが、悪趣味極まりないのでやめておいた。明日聞こう。

　勉強という気分でもなかったが、本当に図書室にでも行こうか。悩みながら廊下を歩いていたら、奈都に話しかけられた。

「あれ？　今日は一人？」

　何気なく一歩踏み込んで、私のプライベートスペースに入ってくる。知らない人や関係が微妙な人だと不快になるが、好きな人だと嬉しく感じる距離。奈都がどちらかは言うまでもない。

「絢音は塾で、涼夏はバイト。駅までどうって誘われたけど、別れた後困るから、図書室にでも行こうかなって思ってた」

「ふーん。じゃあ、今日は私が付き合おうかな。丁度生理で部活どうしようかなって迷ってたし」

「本当に？」

　探さぐるように奈都の目を見つめた。私の友達はみんな優しいから、こういう嘘は平気でつく。奈都の申し出は大変有り難いが、私のために部活をサボって欲しくはない。

　奈都は可笑しそうに笑ってから、前屈みになって私の顔を見上げた。

「ほんとほんと。確認してみる？」

　明るい瞳で私の背中を叩いて、並んで階段を降りた。奈都が部室に言いに行っている間に、私は今の奈都の言葉の具体的な実現方法について思いを巡らせた。生理かどうかを確認する方法など一つしか思い付かないが、頼んだら奈都はパンツを下ろしてくれるのだろうか。それを見たいかと言われると好奇心が疼かないでもないが、いけない地雷を踏み抜きそうな気もする。

「お待たせ」

　戻ってきた奈都が、何も言わずに歩き始めた。許可は下りたようだ。元々緩い部だと聞いている。緩い割には毎日部活があるが、ユナ高の運動部は大体どこもそんな感じだ。

「さっきの話、もし確認するとしたら、私はどうすればいい？」

「さっきの話って？」

「生理の話」

　なんでもないようにそう言うと、奈都は見てわかるほど狼狽うろたえて、私を見て顔を赤くした。

「あんなのただの冗談じゃん！　チサ、どうしたの？」

「どうもしてないけど」

「おかしいって！　ああ、あの二人に毒されて、私のチサがおかしくなった！」

　奈都が片手で顔を覆って、無念そうに首を振った。奈都とは中学三年間一緒だったから、私が変わってしまったというのも説得力がないわけではない。ただそれは年齢が上がったからであって、あの二人は関係ない。たぶん。

　いやしかし、いきなり耳に舌を入れてくる絢音と、アイスを両側からかじり始める涼夏に、まったく影響を受けていないかと言われるとどうだろう。私が悩ましい顔で腕を組むと、奈都がくすっと笑った。

「身に覚えがある？　涼夏は知らないけど、西畑さんがよく二人にハグしてるのは有名だよ？」

「いい意味で？」

「三人が楽しくやってるなら、周りの感じ方なんてどうでもいいでしょ」

「奈都はどうでもよくない」

　真っ直ぐ目を見つめて、手を握る。毎日バトンを握っているせいか、帰宅部勢と比べて皮が厚い。私も、毎日ラケットを握っていた時はこれより厚い手をしていたはずだが、今ではすっかりやわなオナゴの手だ。

　奈都が緊張したように視線を彷徨さまよわせてから、私の顔を見ないで言った。

「嫌悪感はまったくないよ。ちょっと羨ましいのと、私のチサと仲が良くて嫉妬してる」

「羨ましいんだ。二人とも、奈都に帰宅部に入って欲しそうだったよ。そう言うと、奈都を迷わせちゃうかもだけど」

「いい子たちなのはよくわかってる」

　それだけ言って、奈都は私の手を引いて歩き出した。奈都はバトン部を辞めないだろう。入学してすぐ、奈都がバトン部を見つけてきた時、私は反対した。奈都にとって部活がどれだけ大事かはわかっていたので、一緒に帰宅部が無理なのは諦めていたが、バトン部はいささか衣装が可愛すぎる。奈都が少しでも男子や外部の男性から、性的な目で見られるのは嫌だとやんわり伝えたが、奈都は「見るとしても私じゃないでしょ」と取り合わなかった。奈都は自分の可愛さをわかっていない。そう主張したら、「チサには言われたくない。ミス結波とかあったらエントリーしてね」とはぐらかされた。

　活動自体も順調そうだ。時々技を見せてもらうが、あの金属の棒を器用にクルクル回すのは楽しそうだし、むしろ私もどうかと勧誘された。その時もし涼夏と絢音と知り合っていなければ、もしかしたら入ったかもしれない。ただ、私はすでに帰宅部の部長だったので辞退すると、奈都は「私たちの時計の針は、いつの間にかズレちゃったね」と悲しそうにため息をついた。変な子だ。

「今日は何する？　私は帰宅部のいつもの活動が知りたい」

　上ノ水への道を歩きながら、奈都が楽しそうに言った。私はわざとらしく唸ってから、困ったように奈都を見上げた。

「絢音とは勉強ばかりしてる。あの子にとって勉強は遊びらしい。涼夏とはメイク用品を見たり、使い方を二人で研究したりしてる」

　研究といっても、ほとんど涼夏に教えてもらっているだけだ。私は親の反対で学校にはメイクをしていけないし、土日に少し頑張っている程度であまり詳しくない。そして、奈都はメイクそのものに興味がない。私が涼夏に影響されてメイクを始めた時も、「そのままでいいのに」と残念そうにされた。もしそれが原因で奈都が涼夏のことを嫌いになったらどうしようかと心配したが、幸いにも奈都はそんなに分別のつかない子ではなかった。

「どっちも興味がないなぁ。他には？」

「カラオケは時々。新しい遊びも模索中だけど、無理にお金を使うこともないし、うちに来る？」

　そもそも嘘でなければ、生理がツラいから部活を休んだのだ。あまり引っ張り回しても悪いし、奈都は私の家に何度も来ている。もちろん、最寄り駅も同じで、お金が余分にかかることもない。

　奈都はそれは妙案だと頷いて、ニカッと白い歯を見せた。

「よし、そうしよう」

　誰もいない家は好きではないが、奈都が来てくれるのならそれはもうパラダイスだ。私が思わず微笑むと、奈都は照れ臭そうに視線を逸らせた。そんな仕草もとても可愛い。




　マンションの入口を開けて、エレベーターで上がる。部屋の入口も鍵を差して開ける。誰かいる時も鍵はかけてあるが、今は誰もいない。両親は共働きで、先に帰って来る母親も十九時を回る。一人っ子なので、兄弟が帰ってくることもない。

　母親の仕事が遅くなったのは、私が中学に上がってからだ。その時は私も部活で遅かったから気にならなかったが、中二の時部活を辞めてから、この家に一人でいるのがたまらなく苦手になってしまった。つまり、寂しいということだが、それは両親には絶対に言えないし、そういう素振そぶりを見せるわけにもいかない。

　高校でできた友達には、両親が共働きであることと、私が一人っ子であることは話してある。二人とも薄々感じ取っていそうだが、寂しいという感情を伝えたことはない。私がはっきりと寂しいという感情を表に出して甘えられるのは、ただ一人、奈都だけだ。

　部屋に入ると、奈都は無遠慮にベッドに座った。リュックとバトンケースを無造作に床に置いて、不躾に部屋を見回す。そういえば、すでに奈都の誕生日プレゼントは買ってあるが、引き出しにしまっておいてよかった。今日のこの展開は、さすがに予想できなかった。

「クッキーがあったと思うから、持ってくる。奈都、無理してない？」

「何が？」

「何って……生理は大丈夫かってこと」

　呆れながら指摘すると、奈都ははたと思い出したように手を打って、明るく笑った。

「へいきへいき」

「本当に生理なの？　私は、無理に付き合わせたんじゃないかって……」

「大丈夫だから。確認してみる？」

　今度はからかうような目をして、ニタッと笑った。私は無表情で「うん」と頷いて、カーペットの上に腰を下ろして奈都を見上げた。奈都はそれはそれはもう、見たこともないような慌て方をして、弾かれるように腰を浮かせて私を見下ろした。

　視線が絡み合う。くだらないチキンレースだ。私がじっと見つめていると、奈都は時々視線を彷徨わせたり、何か言いかけて口を閉じたり、もじもじと指を動かしたり、せわしなく体を動かした。中学時代は今より髪も短くて、色気のかけらもなかったが、いつからこんな女の子っぽい表情をするようになったのか。

　私がぼんやり見上げていると、奈都は意を決したように頷いて私の前に立った。

「本当に、一瞬だけだからね……？」

「奈都？」

　これはもしかして、いけない地雷を踏み抜いてしまったのだろうか。全然そういう展開を期待していたわけではないが、何やら覚悟を決めた奈都に今さらそんなことは言えない。

　私が息を呑んで見つめていると、奈都は目の前でスカートをたくし上げた。つけている下着を見れば、それだけで生理とわかる。何か言おうとしたが、奈都はそれより先に下着の前側に指を入れると、グイッと下げた。黒々とした茂しげみの下で、生理用品が赤く染まっている。

　もちろん、私も女だからもう何年も自分のは見ているが、こうして他人の生理用品を、しかも友達のものを見たのは初めてだ。当たり前だが同じなんだなぁというチープな感想を抱くと、奈都はすぐに下着を戻して、パンパンとスカートをはらった。

「ねっ！　本当だったでしょ？」

　奈都が顔を耳まで真っ赤にしてそっぽを向く。とんでもないことをさせてしまったが、ここで謝るのが悪手なのは明らかなので、私は平然と頷いて立ち上がった。

「うん。いいもの見た」

「変態！」

「クッキー持ってくるよ」

　自分の部屋を出てリビングに移動すると、途端に胸がドキドキした。奈都に目の前で下着を下ろさせてしまった。しかも生理中にだ。これは間違いなく、二人の特別な思い出になるだろう。内容はともかくとして。

　紅茶を淹いれて、クッキーと一緒に部屋に運ぶ。奈都はカーペットの上に置いた小さなテーブルの前に座って、スマホをいじっていた。Twitterだろうか。私は絢音と涼夏と三人でインスタをしているくらいなので、ちょっとついていけない。私がコミュ障過ぎるだけかもしれないが、友達なんて最小限いればそれでいい。寂しいのは嫌だが、寂しい時だけのために友達を作るのは相手にも失礼だ。

　絢音は私の考え方に近い。人見知りでもないのに積極的に友達を作らないのは、作ったところで遊ぶ時間がないのがわかっているからだ。私と同じで、帰宅部の関係に満足している。涼夏はそんな私たちを見て「不器用だねぇ」と笑うが、結局いつも一緒にいるのは私たちだけだ。

「私、これ好き」

　奈都がクッキーを頬張って、子供のように微笑んだ。バトン部の話を聞こうとしたら、先に帰宅部のことを聞かれた。奈都は絢音と涼夏のことが気になるらしい。意地悪くそう言うと、奈都はあっけらかんと笑った。

「チサが作った友達だからね。チサにはもう、私以外に友達ができないんじゃないかって心配してた」

「それでユナ高に来てくれたの？」

「チサを愛してるから」

「その割には、バトン部に入ってあっさり放置されたけど？」

　ジト目で睨にらむと、奈都はあははと乾いた笑いを浮かべた。ユナ高を選んだのは、本当に私のためらしい。その割にはどうして部活に入ったのか聞いたら、奈都はなんでもないように答えた。

「部活が好きなんだよ。それだけ」

「私より部活を選んだと」

「毎朝一緒に登校してるし、チサと部活は両立できるって思ってね。今さらだけど、チサもやればよかったんだよ、バトン。男子もいないし」

　急に奈都が優しい眼差しを向ける。中二の時、私は男子関係のいざこざがあって部活を辞めた。もしかしたら、奈都はそれもあって女子だけの部活を選んだのかもしれない。そう尋ねると、奈都はあっさりと手を振った。

「いや、それは関係ない」

「私の感動を返して」

　お互いに近況を報告する。もちろん、毎朝通学の時に喋っているから、今さらな話題も多い。私の方で新しいことなど、絢音に親指をしゃぶられたとか、そんな話しかないが、奈都が心配するといけないから黙っておいた。西畑絢音がどんな子かは、奈都がこれから自分の目で見て確認してほしい。

　中学時代の話はしないという暗黙のルールがあるので、今の話題に始終する。元より、過去を振り返るような歳でもない。クッキーも話題もなくなってくると、奈都がうーんと伸びをしてからカーペットの上に寝転がった。最近夏服に替わり、胸部の膨らみがわかりやすくなった。呼吸に合わせて上下する胸を見つめていると、奈都が困ったように微笑んだ。

「ヤラしい目で見てる。襲われるまである」

「私は奈都のことを、そういう目でしか見たことがない」

「逆でしょ！　見てなかったじゃん！」

　奈都がいきなり体を起こして声を上げた。私は思わず噴き出して口元を押さえた。反応の大きさも涼夏に似ている。いや、奈都の方が付き合いが長いから、涼夏が奈都と似ているというべきだろう。私はこういうタイプが好きなのだ。

「絢音にさぁ、なんでハグするのかって聞いたら、気持ちいいし健康にもいいからってさ」

「健康にいいの？」

「心が落ち着いて、ストレスがすーって抜けていく感覚がある」

「ヤバいクスリやってるみたいな表現だ」

　奈都が明るく笑ってから、座ったまま私の方にすり寄って来た。帰り道で絢音とハグしているのを羨ましいと言っていたし、したいのだろうか。もちろん、長い付き合いだしこれまでにも何度もしているが、私のハグスキルは絢音に鍛えられて格段に上がっている。

　それを見せつけるべく、柔らかく抱きしめると、押し付け合う胸の感触が心地良かった。背は絢音よりも少し高く、運動しているせいで、腕や背中ががっしりしている。バトンはこの辺りの筋肉を使うのだろう。

　包み込むように背中を引き寄せて、頬に頬を寄せる。むにっとしていて少しひんやりした感触がとてもそそる。

「チサ、どんどん柔らかくなってく」

　私の腕に触れながら、奈都が耳元で囁いた。運動を辞めてから私の筋肉は落ちる一方だが、どんどん柔らかくなっていくというのも微妙な表現だ。

　髪からいい香りがする。香りというと、さっき目の前で下着を下ろされた時には、なんとも言えない官能的な匂いがした。もう一度嗅いでみたいが、新しい扉を三枚くらい開かないと、もうその機会は訪れないだろう。

　奈都が重力に従うように、ごろんと横向きに寝転がった。カーペットは硬いので、奈都の体を抱き起こすと、そのまま掛け布団の上からベッドに倒れ込んだ。

　仰向けに寝転がった奈都を覆いかぶさるように抱きしめると、奈都が私の背中を引き寄せながら不思議そうに呟いた。

「私たち、何してるんだろ」

「何って、ハグじゃないの？」

「ハグか……。確かに、健康に良さそうな感覚はある」

　全体重を預けるように抱きしめると、苦しかったのか奈都が「んんっ」と色っぽい声を漏らした。脳に響くからやめていただきたい。

　夏服になってから絢音とのハグも気持ち良さが格段に上がったが、さらに重力の力まで借りて、体温も、汗も、息遣いも、弾力も、身じろぎも、匂いも、何もかもが鮮明に感じられる。

「奈都、涼夏に言われて、帰宅部に入るか迷ってたのはどうして？」

　耳元で囁くと、奈都はいつもの声音で「んー」と考えるように言ってから、軽やかに笑った。

「どっちも楽しそうだから。体が一つしかないのが残念だ」

「帰宅部に来て、私と一緒にいて」

　素直に想いを伝える。絢音と涼夏にこの子が加われば、帰宅部は無敵だ。でもそれは、私にとってそうというだけで、奈都にはそれほどメリットがない。今でも私とは十分会っている。

「考えておくね」

　奈都がくすっと笑って、私の髪を指で梳とかすように撫でた。今はこれ以上無理強いはしない。奈都を困らせてしまう。もう一段本気で頼んだら、奈都は自分のやりたいことを一つ、私のために犠牲にするだろう。それは私の望むところではない。

　触れ合う肌が熱い。シャツの前の方は汗で濡れて、肌にべったりと張り付いている。さっきまでいい香りがしていた奈都も、今は少し汗臭い。私も同じだろう。

　ふと時計を見たら、まだ十七時を少し過ぎたところだった。親が帰ってくるまで、時間はたっぷりある。どちらかが飽きるか体が痛くなるまで、今日はこのままこうしていよう。ハグは健康にいいらしい。なるほど、そんな感じだ。





　第五話　写真




　学校が楽しいかと聞かれたら、ひとまずＹＥＳと答えるだろう。涼夏と絢音のおかげで、クラスの中でも放課後もとても楽しい時間を過ごせている。ただ、もう少し何かを両立できた気がしないでもない。部活に励んでいる奈都を見ているとそう思う。

　ただ、その「何か」は青い鳥のようなものだ。入学してすぐ、絢音と二人で色々な部活を見て回った。どこかに入ってみようという気はあったのだが、結果として二人ともどこにも入らなかった。私は奈都とは違う人間だ。羨ましく思ったところで、奈都のようにはなれない。

　今日は金曜日。明日は土曜日。どっちが楽しいかと言われたら、誰かと遊んでいる限りにおいては後者である。勉強は苦手ではないが好きでもない。古文の授業で出てきた言葉を、「今度使ってみよう」とにこにこしている絢音とは、やはり違う人間だ。みんな違うから面白い。

　今日は絢音が塾なので、三人で上ノ水まで一緒に歩いている。ユナ高の生徒がたくさんいるので手は繋いでいないが、いつの間にか手を繋いでいないのが落ち着かなくなっている自分に驚愕きょうがくする。絢音のボディータッチ計画は着々と進行しているようだ。

「そういえば、図書室、どうだった？」

　涼夏が思い出したように顔を上げて、「私、行ったことないんだよね」と付け加えた。絢音とは帰宅部活動の一環として何度か利用しているが、涼夏とはもちろんそんな学術的な活動をすることはない。バイトも忙しそうだし、むしろいつ勉強しているのか心配になるが、実際に中間試験の成績は半分以下だったようだ。

「あの日は奈都が捕まったから、結局二人で私の部屋でごろごろしてた」

　だから図書室には行っていない。そう告げると、涼夏は「千紗都の部屋かー」と呟き、絢音は何やら可笑しそうにはにかんだ。

「今澤さんの正妻感、すごいよね。涼夏はともかく、私じゃ太刀打ちできない感じ」

「私もだって。やっぱり中学から一緒ってのは強いね」

　涼夏がうんうんと頷いて、何やら二人で友情を確かめるように握手をした。私は慌てて手を振った。

「比較するもんじゃないから！　それに、帰宅部の部員は紛まぎれもなく絢音と涼夏だから！」

「ごろごろしてたって、どこで？」

　絢音が私の発言など聞いていないように、探るような目を向けた。私はあの日のことを思い出して、恥ずかしくなって俯いた。

「その……ベッドで……」

「はい、負けー。完全に正妻」

「違うって！　奈都が生理で調子悪そうだったから、休ませてたの！　それに、大体、絢音がハグは健康にいいとか言ったから！」

　誤解を解こうと手をバタつかせたが、二人は生温かい眼差しで私を見つめるだけだった。そもそも誤解でもなんでもない。奇妙な空気の中、一時間以上抱き合っていて頭がおかしくなりそうだった。それを二人に隠すつもりはないし、ドン引きされるよりはいじってもらえた方が有り難い。

「週末のナッちゃんの誕生日会、私たち、お邪魔なら言ってね？　そういう空気は読みたいと思う」

　涼夏が寂しそうな目で言って、隣で絢音も小さく頷いた。私は「もうっ！」と頬を膨らませてから、涼夏の肩をガシッと抱いた。

「企画したの涼夏でしょ？　企画意図を思い出して！」

「はい。わたくし、今澤奈都さんと親睦を深めようと思っておりました。ですが、わたくしの思うよりずっと、千紗都さんと奈都さんの関係は深いようで……」

「深くないから！　浅い。潮干狩りとかできる！」

「それ、意味わからんわー」

　ケラケラと二人が笑う。どうやら大丈夫そうだ。私はやれやれとため息をつきながら、内心で安堵した。もう友達は失いたくない。

「にしても、千紗都の部屋かー。そいや、行ったことないね」

「お金がかかるしね」

「えっ？　入るのにお金取るの？」

「こ・う・つ・う・ひ！」

　冷静に告げると、ツボに入ったのか絢音が噴き出してお腹を抱えた。「今のは反則！」と肩を震わせて涙を浮かべる。絢音が笑い転げるのは珍しい。

「お金持ちの涼夏さんならどうってことないと思うから、来てくれていいよ。両親共働きで、いつも十九時くらいまで帰って来ないし」

「そっかー。一人っ子でそれは寂しいね。うちは妹がいるからなぁ」

「涼夏んとこも共働き？」

「お母さんは千紗都ん家と同じくらいかな。なお、お父さんはいない模様」

　あまりにもサラッと言われたので、思わず聞き流しそうになった。絢音を見ると、こちらも初めて聞いたというふうに、ふるふると首を横に振った。二人でぽかんと口を開けていると、涼夏が驚いたように身を仰のけ反ぞらせた。

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「初耳。でも、無理に話さなくていいよ？」

「今時よくある離婚だよ。生きてるから、湿っぽくならなくていいよ？」

　涼夏があっけらかんと笑う。どうやら本当に大したことではないのか、あるいは自分の中で折り合いのついた問題らしい。とぼけた顔をしたが、恐らく単に話していなかっただけだ。話してもいい仲になったと認めてくれたのだろう。

「それでバイトしてるんだ。私、涼夏のお母さんが、涼夏にお小遣いをあげないのをズルいって思っちゃった」

　しばらく前のことだ。涼夏は月に五千円の小遣いか、小遣いなしでバイトをするかの選択を迫られ、後者を選んだと言っていた。私はそれをズルいと感じた。しかし、あれにも事情があったのだ。私が自分の情けなさにため息をつくと、涼夏が冷静に首を振った。

「いや、実は私もちょっとズルいと思ってる。たぶん、千紗都が思ってるより遥かにまったく、うちはお金に困ってない」

「そうなの？」

「うん。お母さん、会社で偉い人だし、それに慰謝料とか養育費とか……」

「話がグロい！」

　慌てて止めると、絢音が困ったように微笑んだ。涼夏は「もっと話したいのに」と不満そうに唇を尖らせたが、お金の話はやめておこうとなだめた。

　上ノ水に着くと、イエローラインに乗って繁華街を目指した。次の古沼駅で絢音と別れ、空いた席に涼夏と並んで座る。

「妹は、寂しがってないの？」

　電車の音がうるさいので、耳元に顔を寄せて聞くと、涼夏は可笑しそうに顔を綻ばせて手を振った。

「ないない。恋も部活も満喫してるみたい」

　聞くと、今中二で、吹奏楽部に所属しているという。同じ部活の男子と付き合っているが、すでに三人目の彼氏だというから、私には考えられない世界だ。

「涼夏似の可愛い妹なんだろうね。涼夏もモテたでしょ」

「モテたよ。でも、私は男子と恋愛する気はないから」

「どうして？」

　反射的にそう聞いて、愚問だったと反省した。両親が慰謝料が支払われるような離婚をしたのだ。それほどわかりやすい答えはない。

「色々見てたからね。むしろ、妹が平気で恋愛してるのが不思議でしょうがない」

　涼夏が呆れたようにそう言って、投げ出した爪先を組んだ。

　男子とは恋愛しない。では、女子とはどうなのだろう。それはわからないが、涼夏は根っこの部分で私と同じ感情を持っている。

　涼夏はなんでもないように、過去を一つ打ち明けてくれた。私もそれに応えて、中二の事件を話すべきだろうか。

　しかし、それには降りる駅はもうすぐだし、電車の中は深刻な話をするには向いていない。私は涼夏の手をギュッと握ると、唇が触れるくらい涼夏の耳に顔を近付けた。

「涼夏。ずっと一緒にいよう」

　周りに聞こえないようにそう囁くと、涼夏は一瞬息を止めてから、反対の手で顔を覆った。それからニヤけるのを我慢できないように口元を緩めて、せわしなく首を振った。

「ヤバい。今のはヤバい。惚ほれる」

「いや、普通だし」

「完全に不意打ちだった。なんで今の会話からそうなるの？　千紗都の思考回路、謎すぎ」

「普通だって！」

　握った手を振りながら訴えたが、涼夏は駅に着くまでずっと、壊れたロボットのように「ヤバい」と「惚れた」を繰り返していた。




　繁華街といってもいくつかあるが、この街で一番の繁華街は、イエローラインのほぼ中央に位置する恵坂えさかである。名前に坂がついているが完全な平地で、南北に切り裂くように作られた大通公園から東西に、オフィスビル、デパート、ショッピングセンター、カフェ、レストラン、居酒屋、カラオケ、漫画喫茶、映画館、ボウリング場、商店街、家電量販店、あらゆるものが建ち並んでいる。それを目的に学校を選んだわけではなかったが、ここが私も涼夏も定期券の区間内というのは本当にラッキーだった。

「今日は何するの？」

　部員に問いかけると、涼夏はスマホを取り出してニッと笑った。

「写真撮ろ、写真。映えるスポットでも行って」

「待って。メイクして完全体の涼夏と、私はすっぴんで撮るの？　新手の拷問ごうもん？」

　思わず悲鳴を上げると、涼夏はキョトンとしてから、なるほどとしたり顔で頷いた。

「道具を貸してあげよう。まったく同じメイクする？」

「それは面白そう」

　実際には肌の色が違うから上手くはいかないだろうが、何にしろすっぴんよりはましだ。強くそう訴えると、涼夏はうーんとわざとらしく腕を組んだ。

「千紗都は本当に自分の可愛さをわかってないのか、それとも謙遜けんそんで言ってるのか」

「不細工だとは思ってないけど、涼夏はレベルが違うから。絢音も奈都も可愛いけど、涼夏は一つ上の領域にいる感じ」

「それは単に、私の顔が千紗都の好みなだけだよ。それか、メイクスキルだね」

　カラカラと笑うが、どう考えても涼夏は顔のパーツが整っている。

　コスメの話をしながら、最近改装されたデパートの化粧室に入った。要するにトイレだが、化粧室というくらいだから、化粧をしてもいいのだろう。

　たくさんある鏡の一つに陣取ると、涼夏がポーチを取り出した。私も一応持って来てはいるので、バッグから引っ張り出す。家の方針で学校ではメイクをするなと言われているが、放課後なら構わないだろう。

「とにかく目だよ、目。千紗都は肌綺麗だし」

「なんか、全然できるようになる気がしないんだけど。マスカラとか、肌につかない？」

「慣れだよ。色々試して、失敗もして、上手になっていく」

「道具に関しては、失敗できる財力がない。プチプラでもそこそこするじゃん？」

「何かを諦める」

「ハイライト？」

「それは諦めないで」

　下地、コンシーラー、アイブロウ、アイシャドウ、アイライン、ビューラー、マスカラ、ファンデーション、チーク、ハイライト、そしてリップ。こんなことを毎日していたらうんざりしそうだが、自分が可愛くなるのは楽しい。絢音も奈都も理解してくれないので、この点では涼夏がいてくれるのはとても嬉しい。

　完成した顔を鏡で眺めていたら、隣で涼夏が奇妙な声を上げた。

「可愛すぎ。私みたいな汚物が千紗都様の隣に並ぶなんて、許されない気がする」

「それ、学校中の女子を巻き込む発言だから。学年の頂点が何言ってんの？」

「今日は千紗都の引き立て役に徹しよう」

　まるでそんなつもりなどなさそうに、ケラケラと笑いながら、涼夏が私の手を引いた。デパートから外に出て、大通公園を歩く。どこかインスタスポットにでも連れて行ってくれるのかと思ったら、歩きながら適当にツーショット写真を撮るだけだった。呆れた顔で見ると、涼夏は「まあまあ」と私の背中を叩いた。

「これも青春」

「まあ、いいけど」

　涼夏のスマホの中に、どんどん写真が増えていく。私は後からもらうことにして、被写体に徹することにした。

　少し疲れたので、オシャレな雰囲気のカフェに入った。ケーキセットだと千円もするので、私はケーキだけにして、涼夏のジュースにストローを二本差してもらった。

「こういうのもいいね」

　ジュースを手に、片方のストローをくわえる。手招きされたので、身を乗り出してもう片方のストローに口をつけると、Ｖサインして写メを撮った。なかなか青春の一枚だ。

「これは勝った」

　よくわからないことを言いながら、涼夏が少し加工して絢音に送り付ける。絢音と何か勝負をしているのだろうか。呆れながら聞くと、涼夏は「してないけど」と明るく答えてから、ケーキも同じように顔の前に掲げてスマホに収めた。手慣れたギャルのムーブだ。

　なかなか食べる機会のない、一つ五百円もするケーキは、クリームが少し甘すぎると感じた。涼夏の方はどうだろう。一口頼むと、後で半分こしようと言われた。自分が好きで頼んだのに半分あげるなど、なかなかできることではない。

「涼夏は器が大きいね」

「待って。今の会話の、何からその発言が出た？」

「敵かなわないって感じがする」

　質問には答えずに、ケーキにフォークを突き刺した。半分食べて皿とケーキだけ渡すと、涼夏はフォークごと皿を私の前に置いた。そして、私の手からスッとフォークを取って、ケーキに突き刺す。

「フォークは良かったのに」

「ほら、味が変わるでしょ？」

　楽しそうにそう言いながら、ジュースを一口飲んで私のケーキを頬張った。口にした瞬間、「甘いなぁ」と呟いたので、感想は同じらしい。涼夏の方のケーキは普通に美味しかった。元に戻す提案もしたが、器の大きい友達は、結局私のケーキを最後まで食べてしまった。

　向かい合わせはジュースが飲みにくいからと、涼夏が自分の隣をポンと叩いた。ジュースはもうあげるつもりだったが、持ち主がそう言うなら拒否するところでもない。大人しく従うと、涼夏は何を思ったのか、突然ケーキの皿に残ったクリームを指先に取って、それを私の頬につけた。

　まるで意味がわからない。正直私も含めて三人の中で一番まともそうに見えるが、やはりこの子は独特の感性を持っている。

　私が呆然としていると、涼夏はスマホのカメラを起動しながら、にっこりと笑った。

「千紗都、ほっぺにクリームついてるよ？」

「ちょっと、意味がわからない」

「取ってあげる」

　そう言うや否や、人目がないことを確認してから私の肩を抱き寄せた。そして、自分でつけたクリームに唇を当てる。

　むにっとした独特の感触。絢音がハグをする時よく押し付けて来るので、頬に唇を当てられること自体は初めてではないが、涼夏にされたことはなかった気がする。

　涼夏が写真を撮ってからペロリと私の頬を舐めると、満足そうに頷いた。

「壁紙にしよう」

「どうせなら、メイクする前にすればいいのに」

　私がやれやれと首を振ると、涼夏が驚いたように眉を上げた。私は慌てて手を振った。

「いや、それだと私がすっぴんで写真を撮ることになるか」

「そこじゃない」

　涼夏が呆然と私を見つめたまま呟く。

　それなら一体、どこだろう。私が首を傾げると、涼夏はやれやれと首を振ってから、からかうような眼差しで私を見た。

「私がこんなにもドキドキしながらほっぺにチューしたのに、やっぱり正妻とベッドの上で一時間もまぐわう手練れの千紗都さんは違いますなぁ」

「あっ、そこ？　まぐわってないし！」

　ようやく意味がわかって、私はポンと手を打った。要するに、今の涼夏の行動を平然と受け止めすぎたということだ。それにしても、ドキドキしていたのはなんともいじらしい。今の一連の行動の涼夏の心境を考えると、可愛らしくて悶絶しそうだ。

　私がニヤニヤしていると、涼夏はむすっと唇を尖らせて私を睨んだ。

「じゃあ、次は千紗都の番ね」

「何その流れ。クリームは要る？」

「要らない」

　投げやり気味にそう言って、涼夏が自分の頬を指先で叩いた。ジュースもご馳走してもらったし、ケーキも半分もらったし、それくらいはしてあげようと、同じように周囲の視線を確認してから、涼夏の頬に顔を近付けた。目を閉じて唇を突き出すと、むにっと想像とは異なる感触がした。

　パシャっとカメラの音。目を開けるとすぐそこに涼夏の顔があって、私は思わず息を呑んだ。離れそうになる頭を抱え込みながら、涼夏が私の唇を吸い上げる。

　十秒くらいか、二十秒くらいか、やがて涼夏が顔を離して、熱っぽい息を吐いた。とろんだ瞳で私を見つめて、唾液の付着した唇を開く。

「これは、違うの……」

「どう違うの？」

「ごめん。千紗都が、可愛かったから……。ごめん」

　涼夏がシュンと項垂うなだれる。こんなにも気弱な涼夏を見るのは初めてだ。私はなるべく大袈裟にため息をついて、せわしなく動かしていた涼夏の指を握った。

「まったく何も怒ってないから謝らないで」

「そ、そう……？　そっか。千紗都くらいになると、私と違って、キスなんて星の数ほど……」

「初めてだし」

　きっぱりそう言うと、涼夏は驚いたように顔を上げて、可哀想なくらい狼狽えた。面白いし、可愛い。

　涼夏を見ていると、自分にはこういう乙女な感情がないように感じる。もしかしたら、絢音のせいで感覚がおかしくなっているだけかもしれない。あるいは、私も心のどこかで涼夏とキスしたいと思っていたのかもしれない。対等な友達のままでいたいけど、絶対に失いたくない。

　このキスは、意外と乙女な涼夏には枷かせになる。

「ちゃんと、ずっと私といてね？」

　そう言って、涼夏の顎を引いて唇を重ねた。私からもしておけば、涼夏が無用な罪悪感に苛まれることはなくなるだろう。

　ジュースを二人で飲んで、生ぬるい空気のまま店を出た。涼夏がまだどこか陶然とした顔で、自分の唇を撫でる。

「千紗都さん、大人だわー」

「前に絢音が、先に涼夏としていいって言ってたよ。キス」

「一体どうするとそんな話になるの？　じゃあ、絢音にもキスしておいて。私たち三人はそういう関係であるべき」

　どういう関係だろう。みんなでキスをし合うのなら、絢音と涼夏もするのだろうか。冷静に突っ込むと、涼夏は可笑しそうに頬を緩めた。

「それは考えなかった。でも、望まれればしてもいいかもしれない。私は今日、一つ大人になった」

「記念日だね」

「写真も撮ったし。記念日っていうと、正妻はどうしよう。千紗都とキスしたなんて知られたら、恨まれそうな気がする……」

　急に涼夏ががっくりと肩を落とした。笑ったり落ち込んだり、忙しい子だ。

「そもそも正妻じゃないし。奈都と私は、どういう関係なんだろう」

「知らんし。わかった。舌を入れて。千紗都の初めての舌はナッちゃんにあげて！　うなじも舐めてあげて！」

「初めての舌って……」

　なんとも卑猥ひわいな表現だ。奈都と舌を絡める想像をしたら、顔が熱くなった。相手が奈都だからではなく、さすがに涼夏とでも恥ずかしいので、奈都にだけ特別な感情があるわけではないだろう。

　奈都と私は対等な関係ではない。私には奈都しかいなかった。奈都に依存し、奈都に甘え、奈都にすべての感情を押し付けた。奈都はそれを全部受け止めてくれた。一番大事な友達だけど、涼夏や絢音のような対等な関係にはなれない。なりたいと思っているのかも、よくわからない。

　乱暴に涼夏の肩を抱き寄せると、涼夏がよろめきながら非難の声を上げた。

「何？　酔っぱらいのおっさんみたいだったよ？」

「涼夏のせいで頭がごちゃごちゃする！」

「知らんし。私もさっきのキスのせいで冷静じゃないから」

「いつまでだよ。もうだいぶ前じゃん！」

「ついさっきじゃん！」

　帰宅部は居心地がいい。関係が壊れないのなら、それどころか深まるのなら、キスだってなんだってどんどんしたい。とにかくもう、私は誰も失いたくないのだ。





　第六話　誕生日




　六月第二週の日曜日。奈都の誕生日。中三の去年は平日で、学校帰りに二人で過ごしたが、今年は涼夏が誕生日会を企画してくれた。企画と言っても四人で集まって遊んで、プレゼントを渡すだけだが、それでも十分嬉しい。肝心な本人はどう思っているか、涼夏自身も気にしていたが、聞いてみたら素直に喜んでいた。

「バトン部でも私の誕生日を知ってる子はいるけど、わざわざ休日まで使って祝ってくれる子はいないしね」

　涼夏に誘われた翌日の朝、奈都はそう言って声を弾ませた。もちろんそれは、バトン部の子が単に迷惑ではないかと気を遣っただけかもしれないが、涼夏のように一歩踏み込まなければ仲は深まらない。涼夏は絢音とは別の意味で距離感が近い。私にはそれがとても嬉しい。

　日曜日当日、大人っぽいブラウスに可愛めのスカートを穿はいて外に出た。微妙に合っていない気もするが、所持しているアイテムが少ないから仕方ない。メイクは目はいじらずに肌を整える程度で。主役がすっぴんなのに、私たちが気合を入れるのは良くないと、涼夏と事前に取り決めた。

　駅で先に待っていた奈都が、私を見て顔を綻ばせた。

「おはよう。スカート可愛いね」

「おはよ。まあ、一応、ちょっとオシャレを？」

「チサがスカート穿いてるところなんて、見たことがない」

「いや、結構穿いてる。なんならワンピースとかも着る。っていうか、学校じゃいつもスカートだし」

　奈都のよくわからない振りに冷静に返すと、言い出しっぺは楽しそうに微笑んだ。調子も機嫌も良さそうだ。

　格好はパーカーにショートパンツにスニーカー。素材がもったいなくて仕方ないが、似合っていないわけでもないのがまた悔しい。この子は一生、ガーリーな格好をしない気がする。

　待ち合わせの恵坂までイエローラインで一本。絢音と涼夏は先に来ていて、私たちを見つけて手を振った。絢音は意外と短いスカートと、底が厚めの靴を履いて、いつもより少し視線が高い。涼夏は元気なパンツルックで、約束通り目力弱めなメイクだが、それでもやはり圧倒的に可愛い。

　私がじっと見つめると、涼夏は恥ずかしそうに顔を隠した。

「なんか、いつもメイクしてると、メイク無しで人と会えなくなる」

「私は涼夏もチサも、そのままで十分可愛いと思うけど」

　奈都が呆れたようにそう言って、隣で絢音が苦笑いを浮かべた。すっぴんでも高校生としては可愛い部類だろうし、男子にモテたいわけでもない。ただ、可愛くありたいという自己満足だから、こればかりは他人からの評価はあまり関係がない。

「まあでも、私もいつかは必要になるだろうし、その時は教えてね」

　涼夏に余計な言い訳をさせることなく、奈都が見事に話を終わらせた。「もちろん！」と頷く涼夏を見てほっと息をつく。こういう自分経由で知り合った輪を繋げるのは緊張するが、この二人に関しては心配する必要はなさそうだ。

「西畑さん、学校とは印象が違うね」

　奈都が絢音に微笑む。私は絢音とも休日に何度か遊んでいるが、このメンバーで会うのは今日が初めてだ。絢音は服を見せるように半身だけ振り返るポーズをした。

「今日はちょっと女の子。今澤さんは印象通りボーイッシュだね。いい意味で」

「いい意味でって、いい意味なの？」

「いい意味で」

　絢音がくすっと笑って、奈都も可笑しそうに顔を綻ばせた。そんな二人の様子を見ていた涼夏が、笑顔でポンと手を打った。

「名前の呼び方、今日から変えたら？」

　唐突な提案。

　絢音が「あー」とふんわりとした相槌を打って、私はゴクリと息を呑んだ。まだ付き合いの短い奈都と絢音は、お互いを苗字で呼び合っている。涼夏にはそれが少し他人行儀に感じたのだろう。

　ただ、絢音は抱き付いて耳に舌を入れてくるような子だが、すべて考えた上で距離を縮めている。奈都との距離だって考えていないはずがない。涼夏もそれはわかっているはずだ。それでも敢えてそう言ったのは、絢音が思うより行けると考えたのか、それとももっと踏み込んで欲しいというただの希望か。

　いずれにせよ、奈都の前で言われた以上、絢音にそれを拒否するという選択はない。ハラハラしながら見守っていると、絢音は明るい笑顔で奈都を見つめた。

「どうしよっか。ナッちゃんは二番煎じだから、カタカナでナツにする？」

「カタカナとか平仮名とかわかるの？」

「奈都とナツじゃ、響きが違うでしょ？」

「私には違いが微妙すぎてわかんないけど、カタカナでいいよ。私はアヤにしようかな。千紗都はチサだし」

　そう言って笑う奈都に、絢音が握手を求めるように手を差し出した。奈都がその手を握って、絢音が満足そうに頷く。ボディータッチ計画の第一歩だ。私や涼夏とも、この握手から始まった。

「その流れだと、私はスズじゃないの？」

　涼夏が不満げに唇を尖らせた。涼夏だけは何故かそのまま涼夏と呼ばれている。奈都が困ったように笑った。

「えっと、スズって響きが、これは私のとっても個人的な意見なんだけど、あんまり可愛く感じなくて」

「わかる。ちょっとおばさんっぽいよね」

　せっかく奈都が十枚くらいオブラートに包んだのに、本人がはっきりとそう言って、奈都があははと乾いた笑みを浮かべた。とりあえず全国のすずさん、うちの涼夏がごめんなさい。帰宅部の部長として、私は心の中で陳謝した。




　遊びの一発目はカラオケである。昼になると混むし、午前から入ると安いと言って、涼夏が意気揚々と私たちをカラオケ店に連れて来た。混むからと言いながら、ちゃんと予約してあるのがこの子の偉いところだ。私はお店に電話をするとか苦手なのだが、客商売のバイトをしている涼夏にはどうと言うことはないのだろう。こういう些細ささいなところでとても大人に感じる。

　カラオケは帰宅部でも定番の遊びである。三人で来ることもあるし、涼夏や絢音と二人だけの時もある。いずれにせよ利用頻度は高いが、奈都と二人で遊ぶ時に選択することはほとんどない。別にお互い歌が嫌いでも苦手でもないのだが、あまり話せないし、お金もかかる。それに、曲の趣味にもズレがある。

　カラオケという場所は、交流を目的に入るには、若干不向きだと感じる。一体涼夏はどうするつもりなのだろう。ドキドキしながら成り行きを見守っていると、絢音が小さく笑って私の耳に顔を寄せた。

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

「たぶんね。でも、私の友達をくっつけるのに、私が自分で動かなかったのは失敗だった」

「こういう時は自分で仕切った方が安心かもね。今日は涼夏に任せてみたら？」

　絢音がそう言って、二人に気付かれないように私の背中を柔らかく撫でた。その言葉と手の温もりに、私は少しだけ安心して息を吐いた。絢音がそう言ったということは、少なくとも先程の呼び方の提案は、絢音的にはＯＫだったということだ。

　ドリンクを持って部屋に入ると、涼夏がどっかりと腰を下ろしてリモコンをテーブルに置いた。

「リモコン、回す？　適当に入れて適当に歌う？」

「適当でいいよ。私、そんなにレパートリーがない」

　真っ先に奈都が答える。奈都がそれを自然に主張できる流れを作ってくれたことに、私は内心で感謝を捧げた。奈都のことはまだよく知らないだろうに、涼夏は大雑把を装いながら、すごく繊細に事を進めている。しかも、恐らく無意識に。涼夏が普通に振る舞えば、当たり前にこうなるのだ。

「ナツは何を歌うの？」

　絢音がリモコンをポチポチしながら聞くと、奈都はほんの一瞬考える素振りをしてから、何でもないように言った。

「アニソンとかかな」

　言うんだ。空気がピリッと張ったのは、私が息を呑んだせいかもしれない。もちろん私は知っていたが、それをまだあまり仲が深まっていない二人に、いきなり言うとは思わなかった。いや、そもそもそう考えてしまう時点で、私がアニソンが好きだという人に偏見を持っているのかもしれない。

　涼夏が「へー」と呟いてから、まばたきをして奈都を見つめた。

「今日は意外なナッちゃんが知れて楽しいよ」

「よく言われる。アニメをそんなに見るわけでもないんだけど、声優さんとかアニソン歌手とか好きかな。涼夏は？」

「アニソン好きって友達もたくさんいるから、何の偏見もないけど、私は聴かない」

「じゃあ、チサと同じだ。涼夏とチサは、色んなところが似てる」

「それなら、私とナッちゃんも愛し合えるね」

　そう言って会話を締め括った涼夏の見事さに、私は拍手を贈りたくなった。私なら今の会話を、ポジティブな内容で終わらせる自信がなかった。

「涼夏、抱きしめていい？」

　私が感動に震える声でそう言うと、涼夏がギョッとした目で私を見て体を震わせた。

「いや、マジで意味わからん。千紗都の思考回路って、一体どうなってんの？」

　隣で奈都も、何言ってんだこいつという目で私を見ている。絢音が一人平然とリモコンを掲げて、曲を入れてマイクを取った。

「じゃあ、アニソンにも理解のある私が歌おう」

　誰もが聴いたことがあるが、曲調も年代も古くないアニメソング。奈都もよくカラオケで歌っているが、果たして絢音と一緒に歌う気になるか。

　絢音が歌い始めた瞬間、奈都が驚いたように目を丸くした。

「えっ？　うま……」

　思わずというように漏れたその呟きに、私は自分のことのように鼻を高くした。絢音は歌が上手い。音程の正確さに加えて、日頃の絢音からでは想像もつかない声量。低音は太くて落ち着きがあり、高音はファルセットから透明に抜けていく。私も涼夏も最初は面食らったし、一緒に歌うのが恥ずかしくなったが、もう慣れた。奈都にも慣れてもらおう。

「めちゃめちゃ上手いじゃん。びっくりした」

　歌い終わった後、小さく拍手する奈都に、絢音は満足そうに笑った。

「ボーカルだからね」

「何のだよ」

　涼夏がくすくすと笑いながら、動画サイトで話題の有名曲を入れた。奈都の言う通り、私と涼夏は好きな曲も、音楽との接し方も似ている。動画サイトで再生数の多い曲を聴く。だから、テレビでよく耳にするアーティストではないが、何百万回再生というような、ややサブカル寄りの選曲になる。

　最近の中高生はみんなそんなものだ。ＣＤは高いし、動画サイトには素敵な曲が溢れている。ＰＶ・ＭＶ付きでフルで聴ける曲もたくさんある。それも、違法アップロードではなく、公式チャンネルで公開されているものだ。アーティストも最初から私たちのような人間をターゲットにしているし、結果的にそれで収入も得ている。

　涼夏の歌が普通だったからか、奈都がほっと息を吐いた。「失礼だなぁ」と涼夏が小突くが、それで奈都も歌いやすくなっただろう。

　初めての四人でのカラオケは、私の心配とは裏腹に、和やかに進んだ。絢音の言う通り、涼夏に任せておけばいいのだ。この子は私が考える以上にすごいのだと、改めて思い知った。

　カラオケの最中、奈都がトイレで席を外した時に、涼夏に「今日、どう？」と短く聞いてみた。涼夏は私の質問の意図を汲み取ったのか、ニタリと笑って言った。

「今日は本気でナッちゃんを落としにいく。私はあの子が帰宅部に欲しい」

「トップヒエラルキーの涼夏に本気で落とされるとか、奈都は幸せ者だ」

「だったら千紗都も幸せ者でしょ」

　おどけるようにそう言って、涼夏が明るく笑った。すでにキスのことは知っているらしく、絢音が笑いを堪えるように肩を震わせる。まったく変な子たちだが、とりあえずいつもの帰宅部の空気が何も変わっていないことに、私はほっと胸を撫で下ろした。




　カラオケは三時間で打ち切って店を出た。四人もいるといつまでも歌っていられそうだったが、今日の目的は奈都の誕生祝いであり、親睦会である。歌って終わりではもったいない。

　お腹が空いたので、いつもと同じファミレスに入って、いつもとは違うものを注文した。

「それだけで溢れる特別感」

　涼夏が満足そうに言いながら、ドリンクを取りに行った。奈都がヒラヒラっと手を振ってから、可愛らしく眉尻を下げた。

「涼夏って勢いがあるよね」

　そう言って苦笑いを浮かべるが、表情は柔らかく、困っている様子はない。奈都も元気で求心力のある子だが、性格がぶつかるタイプではない。その点では、涼夏の方が付き合う相手を選ぶかもしれない。

　ジュースで乾杯すると、改めて奈都の誕生日を祝った。引っ張ってもしょうがないと、涼夏が真っ先にプレゼントを出して奈都に渡す。すぐに開封を要求するのがいかにも涼夏らしい。箱を開けると、シンプルな白のハンドタオルに、奈都の名前が刺繍してあった。

「何これ、可愛い。涼夏が刺繍したの？」

　奈都が驚いたように目を丸くする。私も隣からまじまじと覗き込みながら、思わず感嘆の声を漏らした。「当然」と胸を張る涼夏が眩しい。この容姿、この明るさ、この気遣いに、この女子力。

「涼夏って欠点はないの？」

　私が遠くに行ってしまう恋人を見送るように、寂しそうに目を細めると、涼夏はつまらなそうに手を振った。

「運動は全然だね。よく誤解されるけど」

「確かに、すごく速く走れそう」

「走るなんて文明人のすることじゃない。ナッちゃんはずっとバトン？」

「中学はバドミントン部だったよ」

　サラッとそう言って、涼夏と絢音が「へー」と感心したように相槌を打った。その様子を見て、奈都が二人に気付かれないように、チラリと私を見た。話していないのか、どこまで話していいのか。目でそう訴える。

　私と奈都はそもそも同じバドミントン部で仲良くなり、今に至っている。ただ、私は大した成績を残していないし、途中で辞めたこともあって、二人には積極的にその話をしていない。

「中学、同じ部だったんだよ。私は中二で辞めたけど、奈都は三年の時、部長をやってた」

　なんでもないようにそう言うと、涼夏が驚いたように身を乗り出した。

「えっ？　六月にもなって、何その新情報」

「奥深さの演出だから」

「要らんわー、それ。私が実は料理部でしたと同じくらいの新情報」

「涼夏、料理部だったの？」

「私の話はいいから。千紗都がバドミントンねぇ……。まったく想像できない」

　涼夏が同意を求めるように絢音を見ると、絢音もその通りだと大きく頷いた。失礼な連中だ。

「まあでも、試合に出たこともないし、いただけだよ」

　私の話はいい。私が話題を変えたがっているのを察したのか、絢音が話を断ち切るようにプレゼントを取り出した。

「これ、私から」

　同じように包みを開けると、中身は手帳だった。絢音らしいと言えば絢音らしいが、デザインがなかなかガーリーで、奈都のために買ったようにも、絢音の趣味で選んだようにも見えない。「ありがとう」と顔を綻ばせる奈都の隣で冷静にそう指摘すると、絢音は可愛らしく首を傾げた。

「私の趣味だよ。今日の格好には合いそうでしょ？」

「そう言われるとそっか」

　普段が大人しいのでギャップがあるが、確かに絢音は派手で可愛いものが好きかもしれない。ただ、学校でもシンプルなアイテムしか使っていないし、やはり西畑絢音という人間は私にはいささか難しい。

「それで、正妻は？」

　涼夏が身を乗り出して、ニヤけた顔で私を見た。無造作に私のファーストキスを奪っておきながら、あくまで自分は愛人扱いらしい。私がさらっと流してリュックを開けると、奈都が私を見てはにかんだ。

「私、正妻なの？」

「そうらしいよ？　幸せにしてね」

　冗談めかしてそう言いながら、プレゼントを渡す。選んだのはブレスレットで、大人っぽくなりすぎないよう、奈都が好きなクマをモチーフにした可愛いものにした。同じものを色違いで二つ。奈都が片手に一つずつ取ると、絢音が艶つやっぽい微笑みを浮かべた。

「まさかのペアアクセサリーで、正妻感を出してきたね」

「あー、二つあるの、そういうこと？」

　涼夏がようやく気付いたと、手の平をパチンと合わせた。私はなんだか恥ずかしくなってそっぽを向いた。

「買ったのが、涼夏が誕生日会をするって言い出す前だったの」

「ひっそり告白する予定が、公開処刑になったわけだ」

　涼夏がマンガのようにカッカッカと笑って、意味もなく隣の絢音の肩に額をグリグリと押し付けた。見ていて恥ずかしいアピールだろうか。

「涼夏が言った後だったら、違うのにしたの？」

　奈都が両方とも手首につけながら、いたずらっぽく笑った。少し日に焼けた奈都の手首で、二色のブレスレットが光る。色味以前に、そもそもアクセサリーをつける子ではないので違和感を覚えるが、それは私が奈都の習慣を知っているからだろう。似合っていないわけではないはずだ。

「それはわかんない。どっちがいい？」

「私にはよくわかんないから、チサが似合うと思った方で」

「じゃあ、オレンジが奈都で、シルバーを私のにする」

　奈都の腕から片方外して自分の腕につけた。もう少し何でもないイベントになるはずだったが、友達の前だと妙に恥ずかしい。こうなることは少し考えれば予想できたから、何かもう一つ、みんなの前で渡す用のプレゼントも用意すればよかった。そんな予算はなかったが。

「みんな、ありがとう。私、涼夏とアヤの誕生日、知らないや」

「教える教える。ついでに連絡先も交換しよう！」

　涼夏がスマホを取り出してテーブルに身を乗り出した。隣で絢音もＱＲコードを表示する。

　本当に、私が想像した通り、奈都はこの輪にとても自然に馴染んでいる。ここが仲良くなってくれると、色々な組み合わせで遊びやすくなるから嬉しい。

　少しだけ私だけの奈都が知られていくのが寂しいけれど、そもそも奈都は部活もしているし、私よりずっと友達が多い。正妻と言われて笑ってくれる関係をこれからも築いていかなければと、奈都の笑顔を眺めながら私は改めて決意した。




　時間を忘れて遊んでいたら夜になっていた。もう何年も一緒にいるかのような奈都の馴染み方に、涼夏が得意気に言った。

「帰宅部、居心地いいでしょ」

　随分直接的な勧誘だ。

「そうだね。土日は私も暇してるから、また遊んでほしいな」

　奈都がにっこり笑って、するりとかわした。バトン部は辞めない。遠回しな宣言を、もちろん涼夏も理解しただろうが、残念がる素振りも見せずに「じゃあまた遊ぼう」と笑った。さっぱりした子だ。

　絢音が「またね」と手を振ると、奈都がいたずらっぽい目をした。

「私にはハグはなし？　帰宅部オンリームーブ？」

　らしくない、と言うと奈都に失礼かもしれないが、意外な発言だったので驚いて眉を上げると、絢音はくすっと笑ってふわりと奈都の体を抱きしめた。

「してもいいなら、しようかな」

「ハグは健康にいいってアヤが言ってたってチサが言ってた」

　奈都が優しく絢音の背中を抱きしめる。それを見ながら、涼夏が小さく噴いて奈都の背中を軽く叩いた。

「聞いただけじゃなくて、実践したんでしょ？　千紗都とベッドで一時間以上抱き合ってたって！」

「ちょっ、チサ、何話してるの!?」

　奈都が絢音の体を離して、顔を真っ赤にして私に詰め寄った。私は両手を広げて非難げに涼夏を睨んだ。

「なんで言うの？」

「それは私の台詞だから！　なんで言うの!?　恥ずかしいじゃん！　っていうか、だから私正妻扱いなの？」

　奈都が私の発言にかぶせた上、一人でベラベラ喋りながら、両手でくしゃっと髪を掴んでブンブンと頭を横に振った。カラオケでの涼夏の発言ではないが、今日は色々な奈都が見られて楽しい。

　二人と別れると、イエローラインで家路についた。ブレスレットをつけた手を握り合って、最寄り駅まで何を話すでもなく、ぐったりと肩を寄せ合って過ごす。電車の騒音から解放されると、奈都が星空を見上げながら気持ち良さそうに両腕を伸ばした。

「今日は楽しかった」

「それなら良かった。二人はどうだった？」

「いい子たちだね。あの二人になら、安心してチサを任せられる」

　奈都が明るい声でそう言った。私はピクリと眉を動かして奈都を見た。

「それは、どういう意味？」

　思わず声が低くなる。奈都は「ん？」と不思議そうに私を見て首を傾げた。

「いや、別に、あの子たちがいたら、もう私はいなくてもいいのかなって」

　いきなり、顔面を思い切り殴られたようなショックを受けた。今日楽しかったすべてが台無しになるような発言だ。私はそんなつもりで奈都を二人と引き合わせたわけではない。

　感情的に怒鳴りつけてやろうと思ったが、言葉が出て来なくて、代わりにボロボロと涙が溢れてきた。嗚咽おえつが漏れて、奈都が驚いた顔をして私の手を取った。

「ちょっと待って！　何か勘違いしてる！」

「あんまりだよ……。せっかく、楽しかったのに……」

　情けないほど声が震えて、大粒の涙がアスファルトの上に点々と染みを作った。奈都が完全にテンパった様子で、私を駅から離れたところに引っ張って行くと、勢いよく私の体を抱きしめた。

「ほんとに、待って。チサ、ずっと私しかいなくて、でも私部活やってるし、仲のいい友達ができて良かったねって……」

「意味わかんない。涼夏だって、私だって、奈都に帰宅部に入って欲しくて……もっとそばにいたくて、だから今日だって一緒に遊んだのに、奈都は私から離れることばかりする……」

「誤解だから！　大体、チサに友達がいないから、私はユナ高にしたんだよ？　そんな私が、チサを見捨てると思う？」

　奈都が励ますようにそう言ったが、私はその言葉に眩暈めまいがして、膝から崩れ落ちそうになった。

「私に友達がいないから、奈都、ユナ高にしたの……？」

「あー、違う。違う。さっきから私の使ってる言葉が悪い。私が悪い。ごめん。全然真意が伝わってない」

　ガクガク震える私の体を、奈都が苦しいほど強く抱きしめる。体が熱い。しかし、心が冷え切ってただ涙が溢れて来る。

　しばらく泣きながら奈都の胸にすがりついていると、少しずつ気持ちが落ち着いてきた。奈都が私の髪を撫でながら、大きく息を吐いた。

「えっと、私はチサが大好きで、チサに新しい友達ができて、ちょっと寂しいっていうことが言いたかったの」

「全然、違うじゃん……」

　にわかには信じられない。私を傷付けたから、調子のいいことを言っているだけに聞こえる。涙目で睨み付けると、奈都は困ったように表情を曇らせて私の顔に頬を寄せた。

「単なる嫉妬だって。もう私なんて必要ないんだね、なんて、完全にツンデレのテンプレートじゃん。笑い飛ばして欲しかったのに号泣するとか、ひどくない？」

「私は一ミリも悪くない」

「はい。全部私が悪いです。ごめんなさい」

　奈都が素直に謝ってしゅんとする。私は体を離して涙を拭った。鼻をかんで呼吸を落ち着けると、改めて奈都を睨んだ。

「今度また一時間ハグね。それくらいしないと、私の傷付いた心は回復しない」

「わかった。それは、喜んで」

　奈都が顔を赤くして頷く。本当に大丈夫なのだろうか。もう一度、ブレスレットをつけた手を握り合って歩き出す。

　奈都が私を好きなのは嘘ではないと思う。ただ、私が奈都を好きなほどではない。私は勝手にそう思っているが、意外と奈都も私のことが大好きなのだろうか。

　今度部屋でハグしてる時、涼夏の言っていた初めての舌を捧げてみようか。いや、それは急すぎるか。

　そんなことを考えていたら、不意に絢音の顔が頭に浮かんだ。なるほど。ボディータッチ計画とはこういうことかもしれない。絢音もこんなふうに、どこまで相手に触れられるかを考えているのだとしたら、相当私のことが好きということになる。

　ぼんやりそんなことを考えていたら、奈都がほっと息を吐いた。

「もう大丈夫そうだね。いつものチサの顔になってる」

「うん。奈都なしで生きていく決意をした」

「そんなこと言わないで。今度は私が泣くよ？」

「私、奈都が泣いてるとこ、見たことがないや。私ばっかり泣いてる気がする」

　それは随分と不公平ではないか。号泣している奈都を見てみたい気もするが、悲しい思いはして欲しくないし、可哀想な目に遭って欲しくもない。

　別れ道で一度だけ聞いてみた。

「帰宅部に入らない？」

　もちろん、答えはわかっている。

「私、部活動がやりたいんだよ」

「帰宅部じゃダメ？」

「それは部活じゃないでしょ。帰宅コミュニティーみたいな？」

「まあ、そうだけど」

　私が俯いて拗ねたように唇を尖らせると、奈都はくすっと笑って私の手を引いた。そして、よろめく私の頬に唇をつけて、甘い声で囁いた。

「でも、本当にチサがあの二人に取られそうになったら、奪い返しに行くから」

　トクンと胸が高鳴った。惚けている私を軽く抱きしめてから、奈都が笑顔で手を振った。

「プレゼントありがとう。今度、少しくらい女の子っぽい格好もしてみるよ！」

　照れ隠しか、奈都が元気に走っていく。その背中をぼんやりと見送りながら、頬に手を当てた。

　まだ奈都の唇の感触が残っている。ああいう行動をする子ではなかったと思うが、もしかしたら本当に、私を涼夏と絢音に取られると焦ったのかもしれない。

　取るも取られるも、友達を一人に絞る気などさらさらないのだが、余裕のない奈都も可愛い。泣かされた仕返しに、少しいじめてやろう。正妻だし、それくらいしても罰は当たるまい。





　第七話　雨




　雨は好きじゃない。制服は濡れるし、髪の毛はごわごわするし、日の入り前なのに暗いし、気が滅入ってくる。傘の下から陰気な顔で空を見上げると、隣で涼夏が困ったように微笑んだ。

「そんな顔しないで。今度遊んであげるから」

「私たちも、ずっと千紗都といたいと思ってるんだよ？」

　絢音が同調して、傘を持ってない方の手で、軽く私の腕を掴んだ。私は思わず顔を赤くして首を振った。

「いや、違うし！　雨でうんざりしてただけだし！」

　今日は絢音は塾、涼夏はバイトで、駅までしか一緒にいられない。それは実際寂しいのだが、ため息をついていたのは空模様に対してだ。本当なのに、二人はまったく信じていない瞳で、両隣から挟み込むように私を見つめた。

「無理して強がってる千紗都に、私は涙が出そう」

「雨でうんざりしてたんだね。わかるよ」

「ねえ。二人とも、どうしても私を、友達のいない寂しい女の子にしたいんだね？」

　ジトッと睨むと、絢音が可笑しそうに肩を揺らした。

「千紗都が私たちなしじゃ生きられない設定は、面白いと思う」

「わかる！」

　涼夏が全身で同意して、力強く頷いた。愛情の裏返しだろうか。有り難いが、できたらもう少し素直な表現をして欲しい。

「私が一人遊びが得意すぎて、二人の欲求を満たしてあげられないのがツライ」

　無念そうに首を振ると、涼夏が「よく言うわ」と軽く小突いた。

　雨だったので上ノ水から電車に乗って、古沼で絢音と別れる。電車の中なのでハグもなしだ。遊んでいくからと恵坂で席を立つと、涼夏が開いた手を可愛らしく振った。

「寂しくて死にそうだったら、バイト先に遊びに来ていいから。私を眺めるだけならプライスレス！」

「はいはい。考えておく」

　涼夏と別れてホームに降りると、まずスマホを確認した。まだ十六時前。二時間くらい暇を潰そうと思ってスマホを仕舞おうとしたら、丁度メールが飛んできた。母親からで、今日は帰りが遅くなるから、食事は外で済ませるよう書いてあった。

　私はしばらく絶望的な気持ちでメールを眺めていたが、明るい文面で「千円だからね、千円！」と返した。ご飯が用意できない時は、外で好きなものを食べろと言われている。千円以内でお釣りはもらえるから、貴重な臨時収入だが、今日は一人なので家で食べたかった。

　周囲では中高生のグループがワイワイ楽しそうに喋っている。雨なのに上機嫌で何よりだ。思わず漏れた感想があまりにも陰気だったから、自分で虚しくなった。自分とて、いつもは涼夏や絢音と楽しく過ごしている。

　とりあえず何をしようか。前に絢音に勧められてヒトカラを試したら、想像以上に楽しくなかった。私は歌うのが好きなのではなく、みんなと一緒に過ごすのが好きなのだと分析したら、絢音が「あー」と納得したように頷いていた。

　自分でも無趣味だと思う。絢音は一人の時は時々カラオケで歌っていると言っていたし、涼夏はウキウキしながらショッピングを楽しむと言っていた。一人で店に入って店員が寄ってくるのも、涼夏は刺激があって好きらしい。静かに服を眺めたい私とは違う人種だ。

　前に買った小説は途中で挫折した。話題作だったが、人が死ぬことで泣ける話は好きではない。明るい恋愛小説にも挑戦したが、なんだか見せつけられているような気持ちになって読むのをやめた。小説にしろドラマにしろ、私は他人の人生で感動するより、自分で動いて感動したい。そう分析したものの、特に何もしていない。

　元々バドミントンをしていたし、何か体を動かす趣味でも作ろうか。ただ、一人でできることには限界があるし、何をするにもお金がかかる。やはり部活に入るべきだっただろうか。奈都と一緒にバトンを回すのも、今思えば楽しそうに感じるが、さんざん涼夏や絢音と楽しい時間を過ごしておきながら、たまにこうして一人になっただけでそんなことを考えてしまうのはあまりにも情けない。

　私は人間のクズなのではなかろうか。こんな日は、考えれば考えるほど憂鬱になる。

　街角で雨を見ながらぼんやり立っていたら、突然声をかけられた。

「ねえねえ、一人なの？　誰か待ってる？」

　顔を上げると、大学生くらいの男が二人、爽やかな笑顔を浮かべて立っていた。わかりやすいナンパだ。適度に置いた距離に、上から目線にならないよう、おどける振りをして姿勢を低くしたりと、なかなか手練れの動きだ。私も全然誇りたくはないが、ナンパされた数は両手で足りないのでよくわかる。

「誰も待ってない。黄昏れてただけ」

「何かあったん？」

「別に何も」

「暇してるなら遊ばない？」

「暇してるけど、遊ばない。彼女に悪いんで」

　思わずそう口走って、自分で自分の発言に首を傾げた。自分でも意味がわからなかったくらいだから、当然男たちは面食らった顔をして、好奇心に満ちた目で私を見た。

「彼氏じゃなくて彼女なん？　付き合ってんの？」

「そう。ラブラブ」

　誰とだろう。架空の彼女を想像したら、帰宅部の二人と奈都の顔が浮かんだ。勝手に彼女にして申し訳ないが、もう少しそういう設定にさせてもらおう。

「女の子同士って何するん？　女友達と遊ぶのとは別なの？」

　男たちが楽しそうに声を弾ませた。いつの間にか、ナンパモードから、動物園で珍しい陸の生き物を見るモードに変わっている。

「別に普通。手を繋いで歩いたりとか」

「それ、女の子ってみんなするじゃん。キスとかするん？」

「キスはした」

　そう言ったら、三人いた候補が涼夏一人に絞られてしまった。仕方がないので、涼夏を彼女という設定にして、男たちの好奇心を満たしてあげる。随分話が弾んでから、男の一人が笑って言った。

「キミ、面白いわ。普通に友達にならん？　奢るから飯行こうぜ。不安だったらファミレスとかでいいし」

　そう言われて、私は一瞬心が揺れた。死ぬほど暇しているし、どうせご飯は食べないといけない。それに、少なくともこれまで十分以上喋っていてつまらなくはなかったし、悪い人たちではなさそうだ。

　その逡巡を男たちは見逃さなかった。相手は手練れだ。だが、こっちもナンパされた経験だけは豊富だった。男が肩に手を伸ばそうとしたわずかな動きに反応して、スッと身を引いた。

「彼女に悪いから、ご飯は付き合えない。アンタたちが女なら友達になれたかもね」

　ヒラッと手を振って、人混みの中に逃げ込んだ。男たちはしばらく後をついてきたが、完全に無視を決め込んだらやがて諦めて去っていった。




　さっきのは危なかった。マックでシェイクを飲みながら、私は一人で反省した。

　女の子が寂しさのあまり男とどうとか、話には聞いたことがあったが、まさか自分が一瞬でもそんな気持ちになるとは思わなかった。もちろん、相手がやり手だったのはある。ただ、一番は私の心が弱っていたせいだ。いつもの私なら、そもそも最初から話に乗っていない。

　涼夏からもらったキスの写真を眺めながら、ため息をつく。彼女に悪いことをした。いや、彼女ではないが、叱って欲しい。目が覚めるよう、頬を叩いてくれてもいい。むしろ叩いて欲しい。

　無性に涼夏に会いたくなって、バイトをしているショッピングセンターに行ってみることにした。定期券範囲内でいつでも行けるのだが、頻繁に行っても迷惑だろうと、基本的にはバイト中には行っていない。ただ、今日は冗談でも会いに来ていいと言われているし、行ったら呆れながらも喜んでくれそうな気がする。

　まだ十八時前。バイト先の雑貨屋に行くと、涼夏は制服姿で店内を歩いていた。いつもの笑顔に、なんだかほっとする。せっかくだから声をかけようと店に入ると、涼夏が驚いたように眉を上げて、自然な動きで近付いてきた。

「本当に来てくれたんだ。寂しかったの？」

　涼夏がいたずらっぽくそう言ったが、目はどこか真剣だった。私が来るとは思っていなかった。そう顔に書いてある。それは私に期待していないからではなく、私が気を遣ってなるべくバイト中は来ないようにしていることを知っているからだ。

「別に。バイト終わるまで待っていい？」

「いいけど、まだ二時間以上あるよ？」

「今日、家にご飯がないから、買い物したりフードコートでご飯食べてるよ」

　私の言葉に、涼夏は納得したように頷いた。私の両親が共働きなのはすでに知っている。その上で家にご飯がないということは、つまり両親の帰りが遅いということだ。涼夏がそれに気付かないはずがない。

「じゃあ、待ってて。私はご飯はうちにあるから、悪いけど一人で食べてね」

「そのつもり」

　小さく手を振って雑貨屋を後にする。

　外はどんよりと雨が降り続けていたが、ショッピングセンターの中は白くて明るい。それに、声と音に溢れている。いつの間にか気持ちが穏やかになっているのは、それらに加えて、涼夏の声を聞いたおかげもあるかもしれない。癒し系美少女だ。

　シェイクを飲んだばかりで、まだそれほど空腹ではなかったので、若者向けの服を見て回ることにした。二時間はなかなか長いが、やることのない退屈で孤独な二時間と、涼夏を待つ二時間はまったく別のものだ。

　なんとなく服を試着したり、帽子をかぶったり、靴を履いたりしてから、フードコートでかつ丼を食べた。安く済ませるとそれだけ臨時収入が多くなるが、それを目的に食べないようならこの制度を止めると言われているので、サラダもつけた。私は自分で考えるより真面目なのかもしれない。

　食事の後は涼夏に本屋にいるとメールして、立ち読みして時間を潰した。やがて涼夏がやってきて、「お待たせ」とあくびをしながら私の肩に手を乗せた。

「眠そうだね」

「眠いよ。楽しくても仕事は仕事。結構疲れるんだよ」

「涼夏は偉いね。私は働ける気がしないから、将来養って」

　手を握ってなるべく可愛く微笑むと、涼夏は実に冷静に私を見ながら目を細めた。

「とんでもなく可愛かったけど、そのご要望にはお答えできません」

「涼夏の愛なんて、そんなもんだよね」

「愛には見返りが必要です」

　くだらない話をしながら外に出る。せっかくだからフードコートでお喋りでもしたいが、もう二十時を回っている上、まだ火曜日だ。涼夏も疲れているようだし、早めに解放してあげるべきだろう。

　雨はいつの間にか上がっていた。ショッピングセンターから駅までは少し距離がある。しばらく手を繋いで喋っていたが、ふと会話が途切れた時、私は深く息を吸って本題を切り出した。

「涼夏。お願いがあるんだけど」

「んー？　何？」

「私を叩いて」

　静かにそう告げて顔を上げると、涼夏は足を止めて、見たこともない顔で私を見つめていた。じっと見つめ返すと、涼夏が我に返ったようにまばたきをして、ゆっくりと私の手を振り解いた。

「急用を思い出した」

「今、大事な話をしてるから」

「急いで帰らなきゃ。千紗都、今までありがとう」

「真面目に聞いて」

　解かれた手をもう一度握ると、涼夏が大きく首を振って額を押さえた。

「千紗都の思考回路には何度も驚かされてるけど、群を抜いてる。私と別れてから四時間の間に、何があった？」

　涼夏が呆れた顔で私を見た。

　何かと言われると、ナンパをされて、思わず心が揺れた自分を叱って欲しいだけだが、ナンパをされた話をしたら涼夏は心配するだろうし、心が揺れた理由を言うわけにもいかない。言えば涼夏は、絢音の塾の日にシフトを入れてしまったことに責任を感じるだろう。私は、私の子供じみた感情で、涼夏の行動を制限したくない。

「ただ、目覚めただけ」

「いや、目覚めるな。戻ってこい」

「頬をね、叩いてくれない？」

「嫌だし。っていうか、私の話を聞いて」

　涼夏が慌てた様子で手を振った。なかなか可愛らしい仕草だ。私は涼夏を軽く抱き寄せながら、もう片方の手で涼夏の手を取って私の頬に当てた。

「痛みを知りたいの」

「ウケるわ。とにかく、世界で一番可愛いと思ってる千紗都の顔を叩くなんて、絶対に無理だから」

「涼夏にしかこんなこと頼めない！」

「私にも頼まないで！」

　涼夏が漫才のようなスピードでそう言ってから、ピチッと私の頬に手を当てた。

「はい、叩いた。これでいい？」

「ダメ。涼夏に叩かれないと、私は心に傷を負ったまま生きて行かなくちゃいけない」

「意味わからん！　むしろ私が心に傷を負うから！」

「その傷は私が癒してあげるから。思い切って。人助けだと思って」

「えーん。絢音、助けて。この人、怖いよ……」

　とうとう涼夏が嘘泣きを始めて、助けを求めるように周囲を見回した。雨上がりの夜。ショッピングセンターから駅までの道には人の流れがあるが、一本入ったここには誰もいない。人が見ているからという退路を断つと、涼夏はしばらく挙動不審に手や首を動かしてから、がっくりと肩を落とした。

「私は愛する千紗都の頬を、意味もわからず叩かなきゃいけないの？」

「そうしてくれると嬉しい。私は罰を受けなきゃいけない」

「何したの？　万引きでもしたの？」

「いや、そういうのじゃないけど」

　涼夏の発想に目をパチクリさせると、涼夏は疲れ切った表情でため息をついた。

「いつか話せる日が来たら話してね」

「うん」

「叩いても、関係は変わらないよね？　ぎくしゃくしたりとか、嫌だよ？」

「大丈夫」

　力強く頷くと、涼夏は怯えた顔で手を上げた。怯える涼夏というのもなかなかレアだ。知り合ってから丸三ヶ月経つが、私の前で涼夏が怯えるようなシーンはなかった。

　じっと見つめていると、涼夏は震える手を私の顔の横に持って来て、荒い息を吐いた。どれくらいの位置から、どれくらいの力で叩けばいいか迷っているようだ。マンガだと、力いっぱい振りかぶって叩くシーンがよくあるが、あれは普通に治療が必要な怪我をするだろう。たぶん手首のスナップだけでも十分痛い。

「私、誰かを叩いたこととか、ない」

「私も。叩いたことも叩かれたこともない」

「本当の本当に、私を嫌いになったりしないでよ？」

「それは大丈夫。涼夏こそ、叩く快感とか覚えないでね？」

「それは約束できない」

　冗談めかしてそう言うが、目は真剣なままだった。やがて涼夏が何度か深呼吸して、意を決したように強く息を吐いた。体をひねるように手を引いて、手首をしならせて私の頬を手の平で打つ。

　まるでラケットを使う競技のプレイヤーのような動きだった。元バドミントン部だからわかる。たぶん、涼夏が想定したより強く入った。

　パシンと痛々しい音が響くと同時に、頬に強い痛みを感じた。時が止まったように静まり返る。じわじわと痛みがやってきて、頬を押さえると、生理的に溢れてきた涙が零れた。

「えっと、あの……私……」

　涼夏が親の顔色を窺う子供のような目で私を見上げた。

　頭がクラクラして思考が定まらない。何か喋ろうとしたら、口の中に痛みが走った。叩かれた衝撃で切れたようで、口の中に血の味が広がる。

　飲み込まずにいたら、だんだん鉄臭い唾液がいっぱいになってきた。怯えてる涼夏に一歩近付き、頬に手を当てて口を開かせると、溜まった唾液を全部流し込んだ。

「んっ、んん……！」

　涼夏が苦しそうに呻いてから、私の唾液を全部飲み込む。それから顔をしかめて私を見た。

「すごい血の味がした」

「口の中が切れた」

「ごめん。たぶん、千紗都が思ってたより強かったよね？　ごめんね」

「私が頼んだんだからいい。顔は痛いけど、心の痛みはなくなった」

「私は心に深刻なダメージを負ったんだけど……」

　涼夏がしょんぼりとそう言って、私の手を取った。駅に向かって歩きながら、私はやれやれと首を振った。

「今、キスしてあげたじゃん」

「唾液を飲まされただけって感じだった」

「また一つ、私たち二人だけの秘密が増えたね」

　私がうっとりと微笑むと、涼夏は全力で首を振った。

「いや、別れたらすぐに絢音にメールする。こんなの、私一人で抱えたくない！」

「ちぇっ。まあ、絢音ならいいよ。帰宅部限定コンテンツってことで」

「ナッちゃんには内緒ってことね？　聞きたかったら帰宅部に入れって脅す」

　そう言って、涼夏がようやく笑顔を見せた。

　別れ際、せっかくなのでちゃんとしたキスをしたら、涼夏が見たこともないほど顔を赤くして、俯きながらせわしなく指を絡めた。途方もなく可愛い。

　電車に乗って一人になると、だんだん頬が痛くなってきた。明日腫はれたら、学校を休もうか。奈都に追及されたら、私は事の発端から全部話してしまうかもしれない。奈都には甘えてしまう。

　口の中も痛い。しばらく口内炎に苦しむかもしれない。でも、怯えていた涼夏は可愛かったし、あの涼夏が私を叩いたという事実に、奇妙な喜びを覚える。何気なく唾液を飲ませたが、今思い出すと大胆なことをした。苦しそうに飲み込む涼夏の顔を思い出したら、胸がドキドキした。今さらだけど、私はあの子がとても好きだ。

　帰ったら両親に心配された。娘が遅くに頬を腫らして帰ってきたら、心配もするだろう。それだけが本当に余計だったが、悪くない一日だった。小さな氷のうの下で、頬がずきずきと熱を帯びる。その痛みさえ、なんだか心地良い。





　第八話　バンド




　ユナ高の昼食の時間は十二時半から十三時。言うまでもなく、同じクラスの帰宅部三人で食べることが多いが、涼夏は他の子に引っ張って行かれることもある。絢音とは席が前後だし、狭くて深い人付き合いをしていることもあって、毎日一緒に食べている。

　食事の後は、五時間目が始まるまで喋っていることもあるが、仮眠を取ることもある。今日は食べ終わってすぐ、机に突っ伏して休んでいた。今日は絢音の塾がない日なので、どうせ授業が終わったらまた何時間も一緒に過ごすことになる。残り二時間の授業のために、ここは睡眠の一手だと睡魔に身を委ねていると、背中から絢音を呼ぶ聞き慣れない声がした。

「絢音、今ちょっといい？」

「ん？　いいよ」

　声だけでは断言できないが、絢音と同じ中学出身の子だろう。私でいうところの奈都のような存在だ。絢音は私と同じで、クラスに名前で呼び合うような友達を、私と涼夏の他に作っていない。

　机に突っ伏したままなんとなく耳をそばだてると、女の子がいきなりおよそ絢音とは縁遠い単語を口にした。

「まだギター弾いてるよね？　ちょっとバンド手伝ってくれない？」

「詳しく」

「夏休み入ってすぐに、サマセミがあるじゃん？　そのステージ企画で演奏するんだけど、絢音の力が借りたい」

「ギターで？」

「出来ればボーカルも。むしろメインで」

「ボーカルはバンドの顔でしょ？　飛び入りの私がセンターで歌ってたら変でしょ」

「私たちの真ん中に絢音がいることの、どこに違和感があるっていうの？」

「ありまくりだから」

　なんだろうこの会話は。私は頭に千個くらい疑問符を浮かべた。本当に今、後ろの席に座っているのは、私のよく知っているハグ魔の友達だろうか。もしかしたら、絢音は席を外していて、全然別の子が座っているのではないか。

「演奏の質は上がってきたけど、ボーカルが一番弱いっていうね。なんか、絢音がいないから仕方なく代理で歌ってる感」

「まだ朱未あけみが歌ってるの？」

「ぶっちゃけ、そう。下手なわけじゃないんだよ？　ただ、絢音と比べるとさぁ、どうしても」

「いい音楽を聴かせたいの？　それとも、自分たちの演奏を聴いてほしいの？」

「言いたいことはわかる。自分たちのバンドでいい音楽を聴かせたい」

「私はもうバンドメンバーじゃない」

「リーダーは休止中なんだよ。とにかく、今回だけ。一回来てみて。塾のない日は暇してるんでしょ？」

「全力で帰宅してるから、暇はしてない。わかった。ちょっと考えて連絡する」

「ありがとう！　絢音、愛してる！」

　不穏なことを言い放って、女の子は教室から出て行った。私はそれを気配で感じながら、顔を上げるか迷っていた。情報量が多すぎて混乱している。絢音が今もギターを弾いているとか、バンドをしていたとか、聞いたことがない。涼夏は知っているのだろうか。伊達眼鏡の時のように、また私だけ知らなかったのだろうか。

　ドキドキしていたら、いきなり背中を指でなぞられて、私は悲鳴を上げながら体を起こした。弾かれるように振り返ると、絢音が机に肘をついて、にこにこしながら私を見つめていた。

「聞いてたんでしょ？」

「まあ……。バンドやってたの？」

「カラオケに行くたびに、私はボーカルだって言ってたと思うけど」

「いや、そこから推測するのは無理だから！」

　思わず声を上げると、絢音は可笑しそうにふふっと笑った。確かに絢音は歌がめちゃくちゃ上手だし、自分はボーカルだからと笑っていた。ヒトカラにもよく行っている。だが、それだけでギターを弾いてバンドで歌っていたなどと、今の絢音からどうしたら想像できるというのか。

「また帰りに話すよ。千紗都に相談せずに決めたくないし」

　絢音がそう言うと、丁度チャイムが鳴った。私は釈然としないまま、一旦その話は保留にした。




　帰り道。今日は涼夏はバイトがあり、当初の予定では図書室で勉強しようと話していたが、涼夏にも聞いてほしいと絢音が言って、古沼まで歩くことにした。

　絢音がバンドをしていたことは涼夏も知らなかったが、私より驚いた様子はなく、「歌上手いもんね」と笑顔を輝かせた。柔軟で好奇心旺盛なのか、それとも絢音に興味がないのか。恐らく前者だろう。

　絢音は相変わらず子供のように両手で私たちの手を握りながら、懐かしむような目で言った。

「歌が好きだったし、家にギターがあったから、私がバンドを作ったんだよ」

「絢音が作ったの？　メンバーの一人とかじゃなくて？」

「そう。中学の時は自分から積極的に色々やってたんだけど、だんだん自分はこうじゃないってわかってきて、卒業と同時にバンドを辞めて、今に至る。私の話はこれでおしまい」

「いや、短いでしょ！」

　涼夏がそう言って、自分の言葉にウケたように肩を震わせた。確かに短いが、要約としては完璧だった。前に絢音は、自分で決断するのは苦手だと話していた。意見を言うことが苦手、だったかもしれない。読書感想文に喩えていた。

　実際、今まで一緒にいて、絢音は私や涼夏についてくるだけだし、それを心から楽しんでいるように見える。改めて尋ねると、絢音は肯定するように頷いた。

「そう。涼夏や千紗都に手を引かれてると、ああ、これが私だって感じる。やれることとやりたいことは違う」

「でも、音楽は好きなんでしょ？」

「そうだね。今でもギター持ってカラオケに行ったりするし。だから、ちょっと迷ってる。自分から率先してやらなくていいバンド活動なら、しかもお試しの一回なら、手伝ってもいいかなって」

　絢音がギターを弾きながらセンターで歌う。それは見てみたい気がする。サマセミは参加する気はなかったが、もし絢音がバンドで出るなら、涼夏と一緒に行ってみるのも面白いかもしれない。

「じゃあ、考えることないじゃん」

　応援するようにそう言うと、絢音が心の奥まで見透かすように私を見た。

「ＯＫしたら、しばらく帰宅部の活動に出られなくなる」

　冷静に告げられたその言葉に、私は思わず息を呑んだ。涼夏はこの流れを予想していたようで、心配そうに私を見つめていた。

「そんな、私のことは、別に……」

　恥ずかしいほど動揺しながら言葉を絞り出すと、絢音が射るような視線を私にぶつけた。

「千紗都がまた一人で寂しくて、涼夏のバイト先に押しかけて叩いてほしいとか懇願するトンデモ展開も、まあ私はそれはそれで面白いとは思うけど……」

「全然面白くないから！　ホラーだったから！」

　涼夏が声を荒げて顔を赤くした。あの日は寂しくて涼夏に会いに行ったわけではないが、寂しかったせいでナンパに引っかかりそうになり、それを叱ってもらうために行ったので、大して変わらない。結局二日ほど頬の腫れが引かず、奈都にも泣きそうな顔で心配されるし、クラスでは色々噂うわさされるし、涼夏にもこのままだったらどうしようと泣かれるし、もう二度と叩かれるのは止めようと心に誓った。

　絢音はくすっと笑って続けた。

「私も千紗都と一緒にいたいよ？　でもまあ、たぶん夏休みもいっぱい遊ぶことになるだろうし、千紗都が良かったら、ほんの数週間、帰宅部を休部してもいいかなって」

　サマセミまでもうひと月を切っている。出演するなら、相当練習しなくてはいけないだろう。だから恐らく、平日私とは遊べなくなる。

　だが、たった数週間とも言える。バイトのない日は涼夏と遊べるし、それくらい我慢できないようでは、この先、生きていけない。

「私は大丈夫だよ。私はちょっと、二人に甘えすぎてるし……」

「そうじゃなくて！」

「それはいいから！」

　二人の声が綺麗に重なった。驚いて顔を上げると、涼夏が慌てた様子で口を開いた。

「どんどん甘えてくれていいよ。私はむしろ、千紗都に私たちが必要なくなるのが嫌」

「うん。もし千紗都に、私たちの他に心の拠より所ができちゃうなら、私は今回の話を断る」

　二人が鼻息を荒くして、私は思わず頭を抱えた。

「一体私はどうすればいいの？」

「それを今日、協議したい」

　絢音がにっこりと笑って、涼夏が任せたというように絢音の背中をバシッと叩いた。




　バイトに行く涼夏と別れて二人になると、絢音はいつものように私の手を握って、餌を欲しがる猫のように私を見上げた。今日は絢音から話をしてくれるのではないかと、無言で絢音の顔を見つめていたら、しばらく睨めっこした後、絢音がほのかに頬を染めた。

「やっぱり千紗都の顔、可愛い」

「いや、今そういうのはいいから」

　冷静に手を振ると、絢音がいたずらっぽく笑った。私はやれやれとため息をついてから、適当な道を歩き出した。

「帰宅部のことは置いといて、絢音の演奏とか歌とか、ステージで見てみたいよ？」

　それは偽りのない感想だった。そもそも、絢音と涼夏には、私が寂しいかどうかで何かを決めて欲しくない。二人にとって大事な存在にはなりたいが、それは重荷になることとイコールではない。

「私も今のところ、帰宅部のこと以外に、誘いを断る理由はないかな。勝手に作って勝手に辞めた身だけど、向こうから出てほしいって言うなら、久しぶりに人前で演奏するっていう刺激もいいかも」

「私の知ってる絢音さんの発言じゃないわー。人前で演奏する刺激とか」

　想像してみたが、何も思い浮かばなかった。そもそもバンド演奏というもの自体、画面の中でしか見たことがないし、それもほとんどがプロの演奏だ。ステージで歌うのはどんな気分だろう。私は注目されるのが好きではないし、たくさんの視線を受けたら逃げ出したくなりそうだ。

「やっぱり見てみたいな。私のことはいいから。幼児じゃないんだから、別に一人で暇くらい潰せる」

「ならいいんだけど。でも、プロの演奏しか聴いたことがない人には、退屈なレベルだよ？　所詮素人なんだし」

　そう言いながら、絢音が私の手を引いて道を折れた。どこに行くのか聞いたら、近くに楽器屋があると言う。私が人生で一度も足を踏み入れたことのない場所だ。

　店に連れていかれると、ガラスの向こうにズラリとギターが並んでいた。雰囲気からすると中古店のようだ。縁のない店には入りづらい。迷うことなく自動ドアの前に立った絢音に、大人しくついて行く。

　二人でギターを眺めていると、店員さんがやってきた。絢音が試奏をお願いすると、店員さんが快くギターを取ってアンプにケーブルを差した。絢音が椅子に座って、借りたピックで弾き下ろす。スピーカーからグワンとうなるような音がした。

　演奏のテクニックはわからないが、絢音はピロピロとメロディーを奏でてからジャカジャカと弾いて、よく聴く歌を歌った。絢音の歌は相変わらず上手いし、カラオケ音源ではなく、ギターも自分で弾いているのがとにかくかっこいい。

　二番を飛ばして一曲弾き切ると、店員さんが口笛を吹いた。

「いいねぇ。バンドやってるの？」

「中学の時に。高校で辞めちゃったから、新しい友達に見せつけてみた」

「へぇ。どうだった？」

　店員さんが楽しげに私を見る。私は壊れた人形のように単調に頷いてから、どうにか喉から声を出した。

「すごかった。いつもは勉強しかしてないような、大人しい子だから」

「惚れてもいいよ？」

　絢音が誇らしげに胸を張る。もう二台ほど試奏してから、何も買わずに店を出た。いきなり行って、弾くだけ弾いて、何も買わずに帰るとか大丈夫なのかと思ったが、店員さんは「またいつでも来てね」と手を振っていた。音楽系の人のノリはよくわからない。

　なんだか胸がいっぱいで、言葉もなく歩いていたら、絢音が大きな目で私の顔を覗き込んだ。

「イメージ、湧いた？」

「うん。歌が上手なのは知ってたけど、なんか、ミュージシャンって感じだった」

「やったね」

「私の絢音が遠くに行っちゃった……」

「行ってない」

　コンビニでアイスを買って、食べながら歩いた。腰を落ち着けられそうな場所があったので座ると、私は胸に溜まった息を吐き出した。

「私さ、一人だとやることがないの」

　静かにそう話し始めると、絢音はアイスモナカをかじりながら私の横顔を見つめた。

「一人だと寂しいっていうのは、別に私だけじゃなくて、涼夏や奈都にだってあると思うし、絢音も少なからずあるよね？」

「まあ、一人は一人だけど、千紗都や涼夏といる時間の方が好きだね」

「カラオケもショッピングも小説も、何をしても一人だとダメ。音楽だって、私は音楽を聴いて楽しむっていうより、聴いた音楽の話を誰かとしてる時間が楽しい」

　何をやっても楽しめない。ため息混じりにそう独白すると、絢音は複雑な顔をした。

「そういう子は少なくないと思うよ？　趣味もなくて、家ではＳＮＳとかゲームばっかりやってるような」

「ＳＮＳか……」

　私は苦い顔で呟いた。奈都がTwitterをやっているが、私は会うつもりもない知らない人たちと交流しようという気持ちがまるで起こらない。それならまだ、クラスメイトと仲良くした方がだいぶいいが、過去のトラウマもあってそれすらしていない。

「もっとたくさん友達を作った方がいいかな」

「私と涼夏はそれを望んでないけど、涼夏も時々一緒にご飯食べる友達とかいるし、止めはしない。ただ、もう七月だけどね」

　絢音が冷静にそう告げた。入学してから丸三ヶ月が経ち、グループは完全に出来上がっている。クラスの中で部活に入っていない三人は無事に仲良くやっているし、今さらどこかの輪に入るのは、私の動機とコミュ力では難しいだろう。

「さっきの絢音、すごかった。私には何もない」

「そう？」

「そうだよ。絢音は勉強もできるし、歌も上手でギターも弾ける。涼夏はコミュ力があって、バイトもしてて、それに料理も裁縫もできる。奈都だって部活頑張ってるし、中学の時は部長だった。前に胸張ってアニソンが好きだって言ってたのも、すごいなって思った。私はそんなに、自信を持って好きだって言えるものがない」

　今日何度目かのため息をつく。ダメだ。どんどん思考がネガティブになっていく。こういう愚痴は奈都にしかしなかったのに、いよいよ我慢ができなくなってしまった。これでもし絢音に、「こっちまで気が滅入るからやめてほしい」と言われたら、すべてが終わってしまう。

　一体どうすればいいのだろう。思わず頭を抱えると、絢音がそっと私の腰に手を回して、うっとりと微笑んだ。

「うじうじ悩んでる千紗都も可愛い」

「いや、可愛くないし。嫌いにならないの？」

「なんで？　自分の前で弱音を吐いてくれるって、すごく嬉しいことだと思うけど」

　当たり前のように絢音がそう言って、私は呆けたように絢音を見つめた。その発想はなかった。確かに、もし絢音や涼夏が何かを悩んでいたら、私に相談してほしい。たとえそれが取り留めもない愚痴だったとしても、聞いてあげたいと思う。

「私は千紗都の悩みを解決できない。全部捨てて千紗都のそばにいることはできるけど、千紗都はそれは嫌でしょ？」

「絶対に嫌」

「じゃあ、やっぱり自分で一人の過ごし方を見つけてもらうしかない。あれしたらどうとか、これしたらどうとかいう提案はできるけど」

「それだけでも、十分嬉しいけど」

　私が弱気になってお願いすると、絢音は私の体にぴったり身を寄せて、至近距離で私を見つめた。そして、どこか冷たい微笑みを浮かべて言った。

「私はナツみたいに優しくないし、ナツみたいな冒険もできない」

「奈都？　冒険って？」

「ナツは千紗都が私や涼夏と仲良くしてることに感謝してるけど、私はもし千紗都に新しい心の拠り所ができたら、絶対に嫉妬する。それなら、一人の時は今みたいにうじうじ悩んで、寂しがって、泣きついてくれた方が嬉しい」

　私はゴクリと息を呑んだ。絢音がグイッと顔を近付ける。腰に回した手に力を入れて、もう片方の手を私の頬に添えた。吐息が顔にかかる。

「涼夏も私と同じはずだけど、私の方がもう少し独占欲が強いかもしれない。私は千紗都を、帰宅部の外に出したくない」

　そう言って、絢音は目を開けたまま、私の唇に自分の唇を押し付けた。ぷるんとした柔らかな感触。私も目を閉じられず、キスをしたまま見つめ合う。

　通行人がいない場所でもないのに、絢音は挑発的な目で私を見つめたまま私の唇をむさぼって、やがて顔を離した。

　絢音が私の隣に座り直す。私は唇を指でなぞりながら、顔が熱くなるのを感じた。元々絢音も私とキスしたがっていて、私もいつしても良かったが、絢音はまるでこの時を待っていたかのように、記憶に残るキスを演出した。

「最後にもう一回聞くけど、私は帰宅部を休部してバンドの協力をした方がいい？　それとも、断って千紗都といた方がいい？　千紗都が決めて」

　これは枷だ。私が涼夏につけたのと同じ類の、相手の心を束縛する枷。

「バンドを手伝ってあげて。私はその心の穴を、少なくとも他の人には求めない。それで、もし寂しくなったら、絢音と涼夏に泣きつけばいいんだよね？」

「うん。ナツでもいいよ。正妻だから」

　そう言って、絢音がいつもの笑顔を浮かべた。それを見て、私も少しだけ笑った。大丈夫。このキスも、私たちの仲を深めるだけで、壊しはしない。

「絢音、怖い子。私と涼夏についてくるふうを装って、心は完全に掌握してる」

　元々自分たちの方が上だとは思っていなかったが、ここまで強い子だとも思っていなかった。十二歳で自分のバンドを作るような子を、私なんかがどうこうできるはずがない。

　私が感嘆の声を漏らすと、絢音は少しだけ照れたようにはにかんだ。

「そんなことないよ。本当は結構ドキドキしてる」

「よく言うわ」

「前に言った通りだよ。ギリギリを追及してるつもりだけど、もし一線を見誤ったら言ってね」

　ほんのわずかに、怯えたように眉をゆがめる。本当にドキドキしているのなら、随分と可愛い子だ。

「大丈夫。超えてないよ」

　そっと抱きしめて、私からもキスをした。涼夏の時と同じ。私からもすれば、絢音も安心できるだろう。

　もうじき梅雨が終わって夏が来る。奈都も夏休みは大量に時間があると言っていた。大好きな友達と存分に楽しむ想像をして、これからしばらく、平日の寂しさを乗り切ることにしよう。

　私だって、出来れば新しい心の拠り所など作らずに生きたい。





　第九話　料理




　今年は梅雨が例年より早く、夏休み前に明けた。ギラギラ眩しい空を見上げて、涼夏がうんざりしたように呻いた。

「暑いの無理」

「涼夏、夏は強そうなのに」

　腕に日焼け止めを塗り直しながら言うと、涼夏はげんなりした顔で私を見た。

「なぜ？　元気だから？」

「いや、名前に『夏』が入ってるから」

「よく見て！　涼しい夏って書いてある！」

　何を見ればいいのかわからないが、突然涼夏が真顔でそう訴えて、私はそのバカバカしさに思わず噴き出した。相変わらず愉快な友達だ。

「ナッちゃんなんて、名前がもうサマーって感じじゃん。ザ・サマーって呼ぶわ」

「実際、夏は好きそうだよ。でも、バトン選んだのは屋外スポーツは嫌だからって言ってた」

「あの女、根性を叩き直してやる」

「涼夏がそれを言うかー。そっかー」

　憐みの眼差しを向けると、涼夏は頭の上にタオルを乗せて無念そうに首を振った。

　古沼への途中にある大きな公園に足を踏み入れると、すぐに木陰に入った。いつの間にか蝉が鳴いている。

　期末試験も終わって、夏休みまで後数日。つまり、絢音がバンドで出演するサマセミも後数日。今日は絢音の塾のない日だが、もうここ二週間、一緒に帰っていない。涼夏が、私が孤独死するといけないからと言って、土日にバイトを入れて平日を減らしてくれた。過保護極まりないが、正直助かっている。

　ちなみに期末試験だが、絢音は学年六位だった。二つ順位を落としたが、本人は小遣いが減額されずに済んだと胸を撫で下ろしていた。悔しくないか聞いたら、「別に有名大学目指してるわけでもないし」と笑っていた。大学のことなどまだまるで考えていないが、いつか二人と離れ離れになることを想像したら、思わず泣きそうになった。

「涼夏は、高校を卒業したらどうするの？」

　前を歩く仁町女子の制服を眺めながら聞くと、涼夏は驚いたように眉を上げた。

「話が飛んだねぇ。蝉みたいに」

「その比喩、初めて聞いた。実際、蝉が飛ぶのって、あんまり見ないよね」

「んだね。何も決めてないけど、大学に行って遊びたいね」

「絢音はいい大学に行きそうだけど、涼夏は私と一緒にいてね」

「千紗都さん、順位差を見て話そうか」

　涼夏が冗談で私の肩に腕をかける。しかし、暑苦しかったのかすぐに放して、風を送るように手で扇いだ。

　涼夏は成績が芳かんばしくない。直前に帰宅部で勉強したこともあって、期末では半分より上の成績だったが、私は学年三十三位で、その差は歴然としている。要するに、三人が全力で受験をしたら、涼夏では私の大学に届かないという意味だ。

「私が涼夏に合わせてもいい。遊ぶのに一番大事なのは、気の合う仲間だと思う」

「大学行くかもわからんしね。お金に困ってないのと裕福なのは違うし、妹まで私立の高校に行ったら、猪谷家は破産するかもしれない」

　そう言って涼夏は明るく笑ったが、他人には笑えない内容だったので黙っていた。両親が離婚し、片親ながらお金には困っていないと言っていた。それでもやはり、両親がフルタイムで共働きの上、一人っ子の野阪家と比べたら厳しいのだろう。絢音も三人兄弟だし、お金の話はなかなかしにくい。

　それにしても、テスト前は結構真面目に勉強をやっていた。にもかかわらず、涼夏の成績は私が思うより低かった。

「涼夏は頭が悪い」

　冷静に呟くと、涼夏が目を真ん丸に見開いて私に詰め寄った。

「なんでいきなりディスられた!?」

「ううん。涼夏は完璧ガールだから、私は常に涼夏の欠点を探してる」

「そんなの探さなくていいから！」

　涼夏が子供のようにポカポカと私を叩く。この子の精神年齢は、十二歳から十八歳くらいまで振れ幅があるように思う。もちろん、どの涼夏も可愛い。

　公園を出てからも、なるべく西側の壁にへばりつくようにして歩いた。奈都が部活の後だと日差しも柔らかいと笑っていたが、十五時はまだ地獄の時間帯だ。

「日差しが憎い。バンパイアの心境だ」

　涼夏が私の前を歩きながらそう言って、ごくごくとお茶を飲んだ。横に並ぶと日向に入ってしまうので、汗にシャツの張り付く涼夏の背中を見ながら歩いている。

「バンパイアって、吸血鬼？」

「そう。日光に弱いって」

「涼夏、私の血を美味しそうに飲んでたもんね」

「飲んでないから！　飲まされただけ！　別に美味しいなんて……」

　勢いよく振り返ったが、だんだん言葉が萎んでいく。ついに、恥ずかしそうに俯いて視線を戻した。別にタブーではないので、あの日のことは時々話題に出すが、涼夏の中では、私を叩いたことよりも、唾液を飲まされた方が強く記憶に残っているらしい。

　あまりにも可愛かったから、後ろから抱きついて耳元で囁いた。

「美味しかったの？」

　触れ合う肌が熱い。胸やお腹に、涼夏の熱を感じる。暑い。

「美味しくないから！　っていうか、暑い！」

「本当は美味しかったんでしょ？　また私の血が飲みたいんでしょ？　バンパイアだもんね」

　ふっと首筋に息を吹きかけると、涼夏が背筋を震わせた。

「もう、ほんとに謎すぎ！」

　涼夏が体を振り解ほどく。私があははと笑うと、涼夏は満更でもないように、ふんっとそっぽを向いた。

　古沼の駅が近付いて来る。外は暑すぎるから、今日はカラオケか、恵坂まで行って涼しい屋内でショッピングか。私がぼんやりそんなことを考えていると、涼夏が「そういえば」と前置きしてから私を見た。

「テスト終わってから、家で何してるの？　一人の過ごし方、多少はましになった？」

「どうかなぁ」

　私は腕を組んでうーんと唸った。シフトをずらしてくれたとはいえ、平日も週に二回はバイトが入っている。涼夏がバイトの日は、私は一人だ。それに、土日も常に誰かと一緒にいるわけではない。テスト前はひたすら勉強していたが、元々そんなに好きではないし、今はまったくしていない。

「雑誌見たり、動画見たり。YouTuberっていうの？　メイクとかスキンケアの動画とか、よく見てるよ」

　奈都に勧められてアニメにも挑戦したが、小説同様はまれなかった。私はフィクションがあまり好きではないのかもしれない。

　私の答えには興味がなかったのか、涼夏は「そっかー」と相槌を打ってから、明るい笑顔を浮かべた。

「私、自分が千紗都だったらって考えたら、絶対に料理すると思うんだ」

「料理？」

「うん。だって、お父さんもお母さんも遅いんでしょ？　千紗都が作ってあげたら、親も喜ぶんじゃない？」

　その言葉に、私は思わず遊歩道の真ん中で立ち尽くした。急に止まったからか、後ろを歩いていた仁町の子が、怪訝な顔で避けていった。

　私が呆然と涼夏を見つめると、涼夏は不思議そうに首を傾げた。私は震える唇を開いた。

「私が、親にご飯を作るの？　ご飯って、親が作るものでしょ？」

「別に決まってないと思うけど。私、よく作るよ？」

「涼夏、それで中学の時、料理部に入ったの？」

「まあ、興味もあったし。子供のご飯の心配がなくなったら、お母さんも全力で仕事ができると思って」

　そう言って、涼夏が恥ずかしそうに微笑んだ。

　この子は天使だ。人々が心を失い、争い、憎み合い、荒廃したこの地に降り立った神の使いに違いない。ミリエル司教から燭台を渡されたジャン・バルジャンの心境で、私は感動に打ち震えながら涼夏の肩に両手を乗せた。

「この荒み切った世界で、それでもあなたは希望を語る。天使のようなその微笑みで」

「はぁ？　何？　得意の謎思考回路発動？」

「ああ、私はもう、あなたを愛さずにはいられない」

　道の真ん中でいきなり抱きしめると、涼夏がマンガのような悲鳴を上げた。

「ひえーっ！　何だ!?　どうした!?」

「涼夏、愛してる。誰よりも一番、世界で一番愛してる！」

　汗だくの背中に撫でるように手を這わせ、全身を強くこすり付ける。涼夏の体温と汗の匂いに頭がくらくらする。涼夏はじたばたもがきながら、喘ぐように私の肩から顔を出した。

「場所を考えて！　暑いし！　熱で頭がやられたの!?」

　涼夏が喚いてくれるおかげで、周囲にも何かの冗談だと伝わるだろう。これで涼夏まで大人しく私に抱かれたら、完全に変態カップルの所業だ。

　しばらくもがく涼夏を抱きしめて悦に浸っていると、聞いたことのある笑い声がした。

「涼夏、楽しそうだねー」

「三組の帰宅部はスキンシップが多いって有名だけど、思った以上だね」

　何人かの女の子。同じ学年の違うクラスの子だ。私は恥ずかしくなって涼夏の肩に顔を埋めた。涼夏は両手をぶんぶん振って叫んだ。

「違うから！　この子の頭がおかしいの！　私は無罪！」

「大丈夫。見ればわかるから」

「絶対わかってない！　学校で変なこと広めないでよ？」

「広めない広めない。見たままのことは話すかもだけど」

　楽しそうに笑いながら、女の子たちが去っていく。声がしなくなったので腕を離すと、涼夏は疲れた顔でがっくりと肩を落としていた。

　さすがに悪いことをしたが、噂になるのは私もだし、一蓮托生ということで許して欲しい。ハグ魔と噂されても平然としている、絢音のような逞しさが必要だ。

「強く生きよっ？　ねっ？」

　私がポンと肩に手を置くと、涼夏は絶望的な表情でため息をついた。




　イエローラインに乗ると、真っ直ぐ私の家に行くことにした。先程の話は前振りだったのか、涼夏が一緒に料理を作ろうと言い出したのだ。正直あまり興味がなかったが、作れるに越したことはない。それに、涼夏の手料理は食べてみたい。

　空いていたシートに並んで腰掛けると、涼夏が明るい声で言った。

「たまにご飯がない時があるんでしょ？　そんな時、自分の分だけでも作れたらいいじゃん？」

「外食命令が出ると、千円もらえるの。お釣りは自分のものになるから、自分で作るメリットを感じない」

　私が淡々とそう答えると、涼夏は私の顔を見て何か言いかけて、口を閉ざしてふっと視線を逸らせた。微妙に傷付く動きだ。呆れられただろうか。涼夏の顔の横に、「この子、ダメだな」という吹き出しが見えた。

　涼夏はしばらく無言で足元を見つめてから、ぽつりと呟くように言った。

「今日は、和食と洋食、どっちがいい？」

「それより、今の私の発言はスルーなの？　なじってくれてもいいから、無視はやめて」

「ハンバーグとか作ってみる？」

「ねえ、お願い。私をなじって。つまらなくて卑しい女だって罵って！」

　そう懇願すると、涼夏は口を半開きにして、ドン引きしたように身を引いた。もうダメだ。私が両手で顔を覆って首を振ると、涼夏が隣でくすくす笑った。

　最寄り駅で降りてスーパーに寄る。せっかくだから両親の分も作り、それを事前に伝えろと言われたので、気が乗らなかったが母親にメールすると、レンチンできるものを作れとか、冷ましてから冷蔵庫に入れろなど、淡々と指示された。自分から食事を作るなど、一度も言ったことがないから、ひょっとしたら驚かれたり喜ばれたりするのではないかと期待したが、そんなことはなかった。

「私のやる気は失われた……」

　メールを見せながら肩を落とすと、涼夏は材料をカゴに入れながら「ドンマイ」と肩を叩いた。

　家に帰ると、とりあえず食材を冷蔵庫に入れた。今から作るとまだ早いので、少し部屋でくつろぐことにする。エアコンを入れながら適当に座るよう促すと、涼夏はテーブルの前にちょこんと座って、ポンポンと私のベッドを叩いた。

「これが愛のベッドか」

「愛のって？」

「ナッちゃんと一時間以上、ハグしたベッドでしょ？」

　私を見上げて、涼夏がからかうようにニッと笑った。私はやれやれと首を振って、涼夏の隣に腰を下ろした。

「涼夏、そのネタ大好きだね」

「いやー、なんか衝撃的だったから。一時間ってすごくない？」

「試してみる？」

　そう言って真顔で見つめると、涼夏はごくりと息を呑んで、わかりやすく顔を赤くした。動揺する涼夏をふわりと抱きしめる。まだエアコンもかけたばかりで、私も涼夏も汗でベタベタだ。湿度を感じながら涼夏の髪に顔を埋めると、甘い香りがした。

「えっと……あの……」

　涼夏が困ったように手を動かして、たどたどしく私の背中に置いた。鼻息が荒い。体が怯えたように強張っている。

「深呼吸して力を抜いて」

「本当にするの？」

「今十六時半前だから、十七時半までだね」

　いつもの声音でそう告げながら、涼夏の体を抱きしめたまま、ゆっくりとカーペットの上に横たわった。布団の上の方が体は痛くならないだろうが、さすがにこんな汗まみれで寝たくない。そう思っての行動だったが、仰向けに寝かせた涼夏に体重を預けた瞬間、失敗したと思った。

　床が硬い分、涼夏の体の柔らかさと弾力が、ダイレクトに私の体に跳ね返ってくる。二人の間で押し潰される胸、呼吸に合わせて上下するお腹、汗ばんだうなじ、擦れ合う太もも、苦しそうな吐息、むせ返るような匂い。顔の横で両手を握り、一切床に触れないように全体重を乗せると、涼夏が濁点のつくような呻き声を漏らした。

「千紗都、苦しい……」

「このまま一時間」

「無理、死ぬ。すでに息が苦しい」

　仕方がないので体を離して涼夏を抱き起こすと、押し倒すようにベッドに転がした。もう一度上に乗って、片腕を細い腰に巻き付けて、もう片方の手で髪をくしゃっと撫でた。

「ほら、これでもう奈都だけのものじゃなくなったよ？」

「千紗都、どうしたの？　なんかもう、一線どころか百線くらい超えてる気がするんだけど」

「涼夏がいけないの」

「一体私の何がいけなかったのか。キスか？　あのキスのせいか？」

　おどけたように涼夏が言ったが、私は無視して涼夏の輪郭を手でなぞった。顔を上げると、涼夏が目を閉じて色っぽい顔をしていた。わずかに開かれた唇が色っぽい。可愛いというレベルを超越している。容姿だけでも天使なのに、性格までいいのだから、神は一体この子に何物を与えたのだろう。

　後頭部の下に手を入れながら唇を押し付けると、涼夏は微かにまぶたを開いて、潤んだ瞳で私を見た。

「ナッちゃんとも、こんなふうだったの……？」

　キスをしたまま、涼夏がかすれる声を漏らす。私はあくまで冷静に告げた。

「いや、奈都とはキスしたことがない」

「正妻だから、大事にしてるんだ……」

「私は涼夏のことも大事にしてる。本気で言ってるなら怒る」

「ごめん……」

　弱々しく謝って、涼夏は私の背中に両手を絡めて目を閉じた。遊びに行く時はどんどん決めてグイグイ引っ張って行くくせに、抱きしめている時はしおらしい。そのギャップがまた可愛い。

　そういう意味では、絢音は反対かもしれない。いつもはにこにことついてくるが、ハグの主導権は常に向こうにある。そもそも今私と涼夏がこうしているのも、絢音が私たちにハグの文化を植え付けたせいだ。

　せっかくだから、キスも一時間してみるかと、角度を変えながら唇をむさぼる。舌を絡め合ったり、唾液を飲んだり飲ませたり、時々体勢を変えてごろごろしていたら、あまりの気持ち良さに頭がおかしくなりそうだった。

　そのまま一時間。体を起こしてベッドの端に座ると、涼夏は仰向けに倒れたままぜぇぜぇと荒い息を吐いた。汗で額に張り付いた前髪が色っぽい。

「初めての舌は、ナッちゃんにあげるんじゃなかったの……？」

　涼夏が熱にうなされるように言って、唾液でベタベタになった口の周りを手で拭った。

「うん。涼夏が可愛すぎたし、奈都とはなんか、キスとかしない気がする」

　生理の日に下着を下ろさせておいて何だが、やはり奈都とは絢音や涼夏とは付き合い方が違う。それは恐らく、中学から一緒だからではなく、奈都が帰宅部ではないからだ。奈都のことは本当に好きだが、絢音や涼夏には感じる運命共同体のようなものを、奈都からは感じない。

「ダメだよ、正妻なんだから」

　涼夏がゆっくりと体を起こして非難する。何か必要のない罪悪感でも感じているのだろうか。

「じゃあ、奈都には何か別の初めてを捧げるよ」

　適当にそう言うと、涼夏は何を思ったのか、両手で顔を覆ってブンブンと首を振った。何を想像しているのかはわからないが、そろそろこの生ぬるい空気を断ち切らなくてはいけない。

　手を引いて無理矢理起こすと、キッチンに引きずり込んだ。綺麗に手を洗って材料を並べる。

「さっ、ハンバーグの作り方を教えてくれるんでしょ？」

「今日はもう無理。千紗都、可愛くて、柔らかくて、いい匂いがした」

「親に作るって言ってあるし！」

「コンビニで買って、レンジでチンしよ？」

　腑抜けた顔で涼夏がそう言って、うっとりする眼差しで私を見つめた。古沼の遊歩道で、親にご飯を作ってあげたらどうかと言っていた天使はどこに行ってしまったのか。感動を返してほしい。

「ご飯炊く？　おかずはハンバーグだけ？　親にがっかりされそうだから、何かもう一品欲しいけど」

　なんとなく何をすればいいかはわかるが、何からすればいいかわからない。涼夏がぼんやりと私を見つめながら言った。

「ポテトサラダでも作ろっか」

「それいいね。そうしよう」

「じゃあ、私が作るから、ビデオでも撮ってて。教えるの面倒くさい」

　発案者のくせに怠慢だ。だが、ビデオ撮影というのは悪くないアイデアである。メモには限界があるし、工程もわかりやすい。料理部の時にも使ったのだろうか。

「文明だねぇ。涼夏のお料理チャンネル作ろう」

「私は体中がジンジンして興奮冷めやらないのに、千紗都さんは大人だから全然平気そうだ」

「目指せチャンネル登録者数一万人！」

「髪はボサボサだし、メイクもボロボロだし、嫌だよ」

　疲れた表情で包丁とまな板を準備する。炊飯器の使い勝手も家とは違うだろうに、さっさと米を研いでぶち込むと、材料を切り始めた。一瞬でも余所見をしたら、二つくらい作業を見落としそうな見事な手際だ。

「涼夏って、もしかして神なの？　柱なの？」

「意味がわからない。玉ねぎは先に炒めます」

　あっという間にみじん切りにした玉ねぎをフライパンに投下する。工程に一切の迷いがない。弱めの火でじっくり炒めながら、涼夏が世間話を始めた。プロの余裕だ。

「千紗都はいつも何食べてるの？」

「週に半分くらいは、お弁当かな。親が、家に帰ってから料理するのが面倒だって」

「そっか。まあ、うちも私がしなかったら、もしかしたらそうなったかもだね」

　火を止めて粗熱を取る間に、他の材料を用意する。サラダ用のジャガイモの皮も、あっという間に剥いてしまった。

「なんでそんなに出来るの？」

「そりゃ、料理部に三年もいたら、出来るようになるでしょ」

「私もラケットなんて振ってる場合じゃなかった。涼夏は頭は悪いけど、生きるために必要なことをたくさん覚えてる」

「それ、絶対に褒めてないよね」

　いつの間にか興奮は冷めたのか、いつもの調子でそう言いながらハンバーグのタネを作った。中央部は少し凹ませるらしい。料理は無数にあるのに、この子はそんなワンポイントを全部覚えているのだろうか。

　タネを火にかけると、その間にジャガイモをレンジにかける。当たり前のようにしているが、私だったらハンバーグが完成するまで、ポテトサラダにはお待ちいただくか、先に作って置いておくだろう。

　ハムとキュウリを切り、ハンバーグを引っくり返して蒸し焼きにする。レンジが音を立てると、潰したジャガイモにハムとキュウリを投下して、マヨネーズと合わせて混ぜる。最後に胡椒をかけたら完成だ。

　ハンバーグも焼けたので皿に盛り付ける。一度に四つは出来なかったから、残りは親が帰ってきてから焼けと言われた。肉を焼くだけなら出来そうな気がする。

　先程までハンバーグを焼いていたフライパンでソースを作ると、あっという間に料理が完成した。ご飯が間に合わないくらいの手際だ。

「ビールでも飲みながら、ご飯が炊けるのを待とう」

　涼夏が冷蔵庫から父親の飲んでいるビールの缶を取り出して、キッチンに置いた。私が「うん」と頷いてテーブルに運ぼうとすると、涼夏が顔を赤くして声を上げた。

「冗談だから！」

「なんとなくそんな気はしたけど、ご飯作ってくれたし、いいのかなって」

「良くないから！」

　ビールを冷蔵庫に戻して、ポテトサラダを盛り付けたハンバーグをテーブルに運ぶ。とりあえず写真を撮って絢音に送り付けると、いただきますしてハンバーグを口に入れた。

　大体予想はしていたが、美味しかった。普通に美味しかったが、飛び抜けて美味しいわけでもなければ、独特の個性があるわけでもなかった。ポテトサラダも同じだ。うちでは胡椒をかけないから、その点だけが新鮮だが、予想の範囲内の味だった。

「どう？」

　涼夏がじっと私を見つめる。不安がっている様子はないので、美味しいかも、口に合うかも心配してなさそうだ。ハンバーグが苦手でなければ、万人受けする味だ。

「普通に美味しいよ」

「うん。普通が一番」　

　涼夏がハンバーグを頬張って、満足そうに頷いた。

「高級料理店のハンバーグとか、たぶん毎週食べてたら飽きるけど、これなら飽きない」

「なるほど」

「家庭料理だしね。凝ったのも作れるから、もっと時間がある時に作ろうか。夏休みとか」

「それはいいね。全力で食べるよ」

　ご飯が炊けたので茶碗によそった。こちらも当たり前のように美味しく出来ている。全部何気なくやっているが、私はどれだけ水を入れたらいいかも、いちいち調べないとわからない。ハンバーグにしても、涼夏は一度もレシピを見なかった。本当に、十五歳にしてもう、料理の基礎が身についているのだ。

「涼夏、結婚して」

　ご飯と一緒にハンバーグを楽しみながらそう言うと、涼夏は一瞬箸を動かす手を止めてから、何でもないようにサラダを口に入れた。

「いいよ」

「よし。これで私の将来のご飯の心配はなくなった」

　胸を撫で下ろしながら顔を上げると、涼夏は何やら恥ずかしそうに俯いてご飯を頬張っていた。いつどんな時でも可愛い子だ。

　食事中に母親が帰ってくることはなかった。そろそろ帰るという涼夏に、駅まで送ると言ったら、肉でも焼いていろと言われた。来てもらってご飯まで作ってもらって、玄関でバイバイはいくら何でも心が痛むと訴えると、涼夏は明るく笑って言った。

「じゃあ、キスして」

「さっき、いっぱいしたのに」

「あれはあれ」

　涼夏が物を移動するように両手を動かした。やれやれと肩をすくめて、そっと涼夏の体を抱き寄せる。優しく口づけして顔を離すと、涼夏は嬉しそうにはにかんだ。見ているこっちが恥ずかしくなる笑顔だ。

「涼夏、本当に私のこと、大好きだね」

「バレてる!?　秘密にしてたのに！」

「はいはい。私も大好きだよ」

　適当にそう言って、涼夏の背中を見送った。いくら何でも不義理だから、今度ちゃんとお礼をしよう。

　キッチンに戻ると、涼夏の動画を見ながらハンバーグを焼いてみた。丁度焼いている最中に母親が帰ってきたので、熱々を提供したら、「普通に美味しいね」と血筋を感じる評価を口にした。

「普通が一番だから。お父さんのはお母さんが焼いてね」

　最後の一つは押し付けて部屋に戻る。乱れた布団を直すと、まだ涼夏の匂いが残っていた。すっかりご飯に上書きされてしまったが、そういえば一時間抱き合ってキスをしていた。

　思い出したら顔が熱くなった。私とてずっと平常心だったわけではないが、涼夏があまりにもしおらしかったから、意味不明な余裕をかましていた。

　妄想でもなければ、相手がぬいぐるみでもない。意思を持った生身の人間と舌を絡めながら抱き合っていたと思うと、急にうるさいくらい心臓が大きな音を立てた。「今さらかよ」と呆れる涼夏の顔が目に浮かぶ。

　百線を超えた。それでもきっと、高止まりした関係は何も変わらない。帰宅部の活動は順調だ。

　夏休みまで後数日。暑いのは私も苦手だが、とにかくたくさん遊びたい。





　第十話　ケンカ




　運の良し悪しがもし本当にあるとしたら、私は運がいい方ではないだろう。そんなことを言ったら怒られるだろうか。そこそこ人に好かれる容姿で生まれ、高校でも、入ってすぐに涼夏や絢音のような友達が出来た。十分に幸運だと言う人もいるだろう。

　ただ、サマセミで絢音がバンドを手伝うと言い、その日程を聞いた時、私には嫌な確信があった。三日間に渡って開催されるサマーセミナーの中で、ステージ企画でバンド演奏が行われるのは初日の土曜日。それは丁度、奈都から部活で地域のイベントに出るから見にきて欲しいと言われていた日だった。

　その日程は随分前に決まっていて、私は二つ返事でＯＫした。その時はまだ絢音が音楽をすることすら知らなかったし、サマセミの日程を聞いた後も、何とかなると期待していた。会場は遠いが、例えば絢音の出番が午前なら十分はしごできる距離だった。言ったところでどうなるわけでもないから、私はそのことを絢音のタイムテーブルが確定するまで誰にも言わなかったのだが、それがいけなかったのだろうか。

　終業式まで数日になり、絢音から出演時間を聞かされて、私は思わず頭を抱えた。どう考えても間に合わない時間。嫌な確信は現実に変わった。

「どうしたの？　もしかして、何か予定があった？」

　絢音が心配そうに私の肩に手を乗せる。私は涙目で首を横に振った。

「いいの。絢音は悪くない。全部私の業のせい」

　絶望しながら奈都の部活の話をすると、絢音は眉根を寄せて険しい表情をした。

「それは、残念だけど仕方ないね」

「うん。奈都に謝る」

「えっ？　そっち？」

　絢音が驚いたように顔を上げた。私はキョトンと首を傾げて絢音を見つめた。

「どうして？」

「先にナツと約束してたんでしょ？」

「私は先か後かだけで、優先度を決めないけど」

　極端な例を挙げれば、友達とカフェに行く約束をした日に結婚式が入ったら、結婚式に行く。同じ帰宅部の絢音が、センターでギターを弾きながらステージで歌うのと、元々入ることすら反対したバトン部の発表を比べたら、当然絢音の方が楽しみだ。そのために絢音のいないぼっちの日々も我慢してきた。

　何でもないようにそう伝えると、絢音は難しい顔で唸った。

「バンドとバトンのどっちが大事かはわかった。でも、バンドとナツのどっちが大事かは考えてね。私はその理由で千紗都が来れなくても、一ミリも千紗都を非難しない」

　絢音が重苦しい息を吐く。そんな絢音を見ながら、私はまだ、心のどこかで事態を楽観視していた。




　翌朝、いつものように奈都と駅で合流して学校に向かった。奈都は夏休みになったら一緒に宿題をしようと、明るい顔で笑っていた。バトン部は元々そんなに本気の部活ではなく、夏休みの部活も週に二日しかない。まるで長く入院していた子が病院から出て来たように、最近は夏休みに遊ぶ話ばかりしている。奈都も私と遊びたがってくれるのは、本当に嬉しい。

　だから、大丈夫だと思った。上ノ水で電車を降りて騒音がなくなると、私は静かに切り出した。

「奈都、土曜日なんだけどね」

「うん」

「行けなくなっちゃった。ごめん」

　胸の前で軽く手を合わせてそう告げると、奈都はパチクリとまばたきしてから、微かに首を傾けた。

「用事が入っちゃったならしょうがないけど、どうしたの？」

「うん。話してた絢音のバンドの時間が決まって、奈都の方に行けそうにない。ほんとごめん」

　きつく目を閉じて謝ると、奈都が足を止める気配がした。そして、私の想像とはまったく違う言葉が私の耳朶じだを打った。

「どういうこと？　意味がわからないんだけど」

　いつもより低くて、ゆっくりな口調。弾かれるように顔を上げると、奈都は可愛らしく小首を傾げ、しかしまったく笑っていない目で私を見つめていた。私は思わず息を呑んで背筋を伸ばした。

「その、同じ日なのは知ってたんだけど、時間が確定してなくて」

「私の方は日程も時間も確定してたよ。だいぶ前から」

「そうだね。だから、本当にごめんね？」

　謝る以外に出来ることはない。悪いのは完全に私であり、弁明の余地もない。私が頭を下げると、奈都は目を見開いて、いよいよ余裕のない顔で歩き始めた。

「全然意味がわからない。後から入った予定を優先するの？」

「もちろん、奈都の演技だってすごく楽しみにしてたよ？　私が一番悔しい感じ」

　首を振って無念を訴えたが、奈都は見たこともないような冷たい眼差しで私を睨んだ。

「言ってること、わかってる？　私よりアヤの方が大事ってことだよね？」

「そんなこと言ってない！　絢音のバンド演奏の方が楽しそうっていうだけで、絢音と奈都の優先度じゃない！」

「私の方は楽しそうじゃないってこと？」

「だから、比較の話だって」

「チサ、元々私がバトン部に入るの、反対だったもんね。いいよもう。二度と誘わない」

　怒りを隠すことなくそう吐き捨てて、奈都がスタスタと歩いて行く。私は思わず眩暈がして、慌てて追いついて奈都の手を取った。その手を、奈都が乱暴に振り解く。

「今日は一人で行く。明日の朝もいいや」

　そう言って、奈都は私の顔も見ずに小走りで行ってしまった。私は呆然と立ち尽くし、それからゆっくりと歩き出した。




　教室に入ると、涼夏が私の椅子に後ろ向きに座って、絢音の机に突っ伏していた。その髪を絢音が苦笑しながら撫でている。

「おはよ。どうしたの？」

　私がバッグを机に置くと、涼夏が顔を上げて私にすがりついた。

「前髪切りすぎた。もう人前に出られない！」

　そう言って顔を上げる涼夏をじっと見つめたが、確かに切った分短くはなっていたが、切りすぎたというほどでもなかった。

「大丈夫。可愛いよ？」

「でも、昨日より短い！」

「そりゃ、切れば短くなるでしょ」

　呆れながらそう言うと、絢音が笑いを堪え切れないように肩を震わせた。涼夏を押し退けて座ると、椅子が生温かかった。夏には要らないサービスだ。

　通学路での奈都との喧嘩を思い出してため息をつくと、涼夏が「ん？」と首を傾げて私の髪に指を滑らせた。

「どうした？」

　顔を上げて二人を見ると、絢音は何かを察したように、真剣な目で私を見つめていた。私はもう一度ため息をついてから、絶望的な声で言った。

「奈都と喧嘩した」

　簡単に事情を話すと、絢音がやれやれと首を振った。

「だから言ったのに」

「そんなイベントがあったなんて、全然知らなかった。どうしてそれを、私も絢音も知らないのか。正妻イベントだから内緒にしてた？」

　涼夏がおどけるように訴える。その声に嫉妬の色はない。二人を誘っていなかったのは、なんとなく恥ずかしかったからだ。奈都が自分で誘うならともかく、私から声をかけるのも変な気がした。

　いや、それも言い訳かもしれない。私は奈都が可愛い衣装を着て人前で踊るところを、人に見られたくない。それは友達であってもだ。もし奈都が、先程の会話からそういう私の差別意識や嫌悪感を感じ取ったのなら、ますます事態は深刻だ。

「私の方はいいから、今からでもナツに謝って、そっちに行った方がいいと思う」

　絢音が冷静にそう言ったが、私は否定するように首を振った。

「私がそっちに行きたいの。絢音のためじゃない。それに、もう宣言した今、意見を変えたって、奈都は喜ばないと思う」

「それはそうかもだけど。私、ナツに恨まれたくないよ？」

「奈都はそういう子じゃないよ」

　そんな話をしていたらチャイムが鳴った。また後でと言って、涼夏が席に戻って行く。

　結局のところ、どうすればいいのだろう。私は奈都に人前で踊って欲しくないし、絢音の方に行きたいという気持ちも変えられない。謝る以外に出来ることはないが、奈都は許してくれそうにない。

　一日中考えたが、結論は出なかった。心配する絢音と別れて、涼夏と二人で帰路につく。「それにしても」と前置きしてから、涼夏が言った。

「千紗都、意外と平気そうだよね。ナッちゃんはわかってくれるっていう、正妻ビリーブ？」

「んー、わかんない。やれることがないから、天運に任せるしか……」

　平気ではない。奈都に嫌われたら、本当に悲しい。

　だが、奈都に好かれるために自分の大事な信念を変えるつもりはない。この件で奈都が私を許せないのなら、私もそんな奈都のことが好きなのかよくわからない。涼夏のいう正妻ビリーブとは、そういうことだろうか。訥々とつとつとそう語ると、涼夏は困ったように苦笑いを浮かべた。

「それは、私は変わる気がないから、そっちが合わせないならおしまいだねって脅してるだけ。信頼でも何でもない」

　目から鱗な意見だった。突き放しているだけと言われたらそうかもしれない。そんなつもりはなかったが、今まで奈都と大きな喧嘩をしたことがないから、落とし所がわからない。

　バイトに行くからと、涼夏が手を振って帰って行く。

「終業式までに仲直りしなきゃダメだよ」

　涼夏が心配そうにそう言ったが、いくら考えても何も浮かんでこなかった。




　時薬というものに期待したが、ひと晩経っても奈都からは何の連絡もなかった。朝、少し早めに駅に行って待っていたが、奈都とは会えなかった。急な用事でもなければ、意図的に私を避けていることになる。

　絶望的な気持ちで学校に行くと、絢音が心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「進展なし？」

「うん。もうダメかも……」

　弱気な発言をすると、絢音が私の頬を両手で挟んで、優しい瞳で微笑んだ。

「諦めずに仲直りしてね？」

「絢音は、私と奈都が仲良しの方がいいんだね？」

　少し意地悪な質問をしてみる。奈都は私が絢音や涼夏と仲良くしていることを、一〇〇％喜んでいるわけではない。ましてやこんなことがあった後だ。奈都はそんな子ではないとは言ったが、もしかしたら心のどこかで、絢音がいなければと思っているかもしれない。

　絢音はどうだろう。正面から真っ直ぐ瞳を見つめると、絢音は「んー」と可愛らしく指を立てた。

「もちろん、このコミュニティーにナツがいる方が嬉しいよ？　でも今は、千紗都がちゃんと仲直りできるかが心配なの」

「同じに聞こえる」

「違う。今回はナツだったけど、この先私や涼夏と喧嘩した時、千紗都がちゃんと仲直りしてくれるのか、それが心配ってこと」

　絢音が柔らかく私の心を抉えぐる。実際、私は少しだけ心が折れかけていた。もうこのまま奈都とは仲直りできないとさえ考え始めた。そしてそれを、心のどこかで、仕方がないと諦めている。

「泣いてすがりつくくらいの緊張感が欲しい。今回は千紗都が悪いよ？　ちゃんと謝った？　もしかしたらナツも、自分なんて千紗都にとってその程度の存在なんだって、ショックを受けてるかもしれないよ？」

　耳が痛い。まったくその通りだ。私がしょんぼりと項垂れると、絢音が私の髪を優しく撫でた。

「可愛い。ここが教室じゃなかったらキスしてる」

　うっとりと微笑む絢音に、私はほっと息を吐いた。奈都との件が、絢音や涼夏に波及することだけは避けたい。もしかしたら私は、もちろん友達に優劣をつけてはいないけれど、それでも敢えて選ぶとしたら、奈都より絢音と涼夏の方が大事なのかもしれない。

　そんなことを、私は望んでいない。二人が奈都を正妻だとからかうたびに、当然そうだと感じていた。奈都は私のすべてだった。中学の時、部活を辞めて一人ぼっちだった私を、奈都だけが構ってくれた。そばにいてくれた。

　でも、もしかしたら、私はそれだけの理由で奈都に固執しているのかもしれない。そして今、新しい友達が出来たから、私は奈都を捨てようとしているのだろうか。

　いや、いつだって離れて行くのは奈都の方だ。私を置いてバトン部に入った。今回だって、謝ったのに許してくれない。誕生日会の帰り道、号泣した感情は嘘ではない。私は奈都と離れたくない。

　結局お互い声をかけないまま、一日が終わった。放課後は涼夏と遊んだが、気が晴れなかった。

「早く仲直りしないと、色々やばいよ？」

　涼夏が心配そうにそう言ったが、具体策は何もなかった。やばいのはわかっているが、ひたすら謝る以外にできることがない。もう一度謝って、「でも来ないんだよね？」とでも言われたら、今度こそもうおしまいだ。そこで「じゃあ、行く」というのは、絢音に対しても申し訳ない。

　人も関係も変わっていく。そろそろ最悪の展開も考えなくてはいけないかもしれない。

　涼夏と別れた後、私は電車の中でグッと唇を噛みしめた。




　翌日、終業式前日。涼夏が何とかしろと忠告したタイムリミットまで残りわずかだが、打開策は何もなかった。もしこのまま夏休みに突入したら、本当に関係が終わってしまう。

　奈都と丸二日も言葉を交わさないのは、少なくとも高校に入ってからは記憶になかった。土日両方会わない時でも、メールの一通くらいは送っている。今はそのメールすらない。

　憂鬱な気持ちで駅に向かうと、いつもの出入口に奈都が立っていた。私を見て、明るい笑顔を浮かべる。

「おはよ」

「あ、うん……」

　動揺しながら頷くと、奈都は私の手をギュッと握って引っ張った。

「行こっ！」

「うん……。奈都？」

　手を繋いで歩きながら、恐る恐る呼びかける。奈都は視線を逸らすことなく、穏やかに私を見て首を傾げた。

「何？」

「怒ってないの？」

「んー、一昨日は私も言い過ぎたね。ごめんね」

「ううん。奈都は何も悪くない。ごめん」

「いいよ」

　拍子抜けするほど軽やかにそう言って、イエローラインのホームに降りる。ずっと手を握っていること以外は、すっかりいつも通りだ。やってきた電車に座ると、奈都が私の手に指を絡めながら恥ずかしそうに口を開いた。

「売り言葉に買い言葉っていうか、二度と誘わないとか言っちゃったけど、誘うから。暇な時は見に来てね」

「うん。本当にごめん」

「だから、いいってば」

　奈都が屈託くったくなく笑う。その笑顔に含むところはないが、私は強い違和感を覚えた。

　あれだけ怒っていた奈都が、どうして私を許してくれたのだろう。もちろん、奈都とてあのまま喧嘩別れするつもりはなかったのだろう。謝り方はともかく、私はすでに謝った。関係を維持するために奈都にできることは、許すことだけだったのかもしれない。涼夏の言う通り、私は奈都に、選択の余地のない脅しをしてしまったのかもしれない。

　まるで二日前の朝に戻ったかのように、奈都が夏休みに遊ぶ話をしている。上ノ水までずっとそれに相槌を打ち、駅を出てすぐに私は改めて聞いた。

「奈都は、どうして私を許してくれるの？」

「どうしてって、別にそんなに大したことでもなくない？」

「でも、すごく怒ってた」

「うん。だからそれはごめんって」

　奈都が苦笑いを浮かべる。私は慌てて首を振った。

「違うの。私が悪いの。私はもっと奈都にちゃんと謝らないといけない。本当にごめんなさい」

「だから、いいってば。そんなに罪悪感があるなら、今度また一時間あれしよ？」

　奈都がにんまりと笑って、背中をなぞるように私の腰に手を回した。ぴったりとくっつく肌が熱い。嫌いな人間にできる行動ではない。

「奈都、怒ってないの？」

「怒ってないよ。私が目下一番心配してるのは、チサが勝手に罪悪感を覚えて、私から離れていくことなんだけど」

「あー、うん。そっか」

　もう一度手を握る。何度も謝りたかったが、何度謝っても奈都は「いいよ」と繰り返すだけだろう。

　まだ胸にしこりはあるが、今回の件で奈都は一〇〇％悪くない。奈都がいいのなら、私もまた今までのように振る舞おう。

　学校に着くと、笑顔で手を振って別れた。教室に入ってすぐに、涼夏の襟首を掴んで自席に座る。帰宅部の二人に今朝の話をすると、案の定二人はなんとも言えない顔で私を見つめた。

「だよね」

　私はあははと乾いた笑いを浮かべて頭を掻いた。展開が不自然すぎる。それは私もわかっているが、何がおかしいのか上手く言葉にできない。

「私は、ナッちゃんは貸し一つで手を打ったんだと思う。絢音はどう思う？」

　涼夏がそう言って見下ろすと、絢音は机に片肘をついて頬を乗せた。

「涼夏の言った脅しの話は私も聞いたけど、結局ナツにはそれしか選択肢がなかったんじゃないかな。許すか捨てるか、究極の二択を迫られたら、その状況なら私もナツと同じ選択をする」

「もっとちゃんと謝りたいけど、謝らせてくれない」

「私には、それがナツのささやかな抵抗って気もするけど。千紗都に謝らせないっていう」

「私は、あの子はもうちょっとさっぱりした子だと思うよ？」

　涼夏が奈都を擁護する。単に千紗都と一緒にいたいから、自分が折れることで丸く収めただけだと、涼夏はわかったふうに言った。

「私はどうしたらいい？」

　怯えながら意見を求めると、二人が可笑しそうに頬を緩めた。

「千紗都のそういうしょぼいとこ、すごく好き」

「しょぼいとか言うな」

「千紗都の方からいっぱい声かけて、いっぱい遊ぶのがいいんじゃない？　ナッちゃんの根底にあるのは、千紗都の中で自分の存在が小さいっていう不安だから、ナッちゃんのことを必要としてるって、態度や行動で示すしかないよ」

　涼夏の言葉に、絢音も同意するように頷いた。今のアドバイスに付け加えることは何もない。表情がそう語っている。

　私は胸が熱くなって、思わず立ち上がった。

「涼夏、抱きしめていい？」

「いや、ほんとにやめて。教室だから」

「我慢できない」

「我慢せい！」

　一歩近付いた私に、涼夏が慌てたように両手を伸ばした。その手が胸に当たって、涼夏が顔を赤くする。絢音は可笑しそうに微笑んでいる。本当にいい友達を持った。

　二日間、結局私は連絡をしなかった。奈都から声をかけてもらった。何も悪くない奈都に謝らせてしまった。

　この夏休みは、どんどん私から声をかけて、たくさん遊ぼう。それくらいなら、しょぼい私にもできそうだ。





　第十一話　ステージ




　七月は随分前に祝日が新設されて、真ん中より少し後ろに三連休がある。学生の自分にはどうせ夏休みだから関係ないが、大人には嬉しい休みだろう。そしてその三連休に、毎年サマセミが開催される。

　サマセミとはもちろんサマーセミナーの略だが、地域市民一体型のイベントで、誰もが先生、誰もが生徒をコンセプトに、三日間で二千を超える講座が開設される。講座の内容は本当に多岐に渡り、理科の実験から、ペットの飼育、詩の書き方、戦争を知る、将棋道場、アイドルについて、手芸、写真展、国際交流など、何でもありだ。有名な先生や芸能人の講座もあるし、グラウンドや体育館では運動系の講座も行われる。

　ステージ企画はこの巨大なイベントの一環として、生徒たちの発表と交流、活性化を目的に行われ、初日はバンド企画、二日目はダンス企画、最終日は部活企画が組まれている。絢音が参加するのは初日のバンド企画で、出番は大体十四時くらいからとのこと。外は暑いし、私はのんびり昼集合のつもりだったが、終業式の日に、涼夏が当然のようにこう言った。

「千紗都は午前中に行きたい講座はある？」

　どうやら普通に講座に参加するつもりだったらしい。サマセミの講座は一コマ一時間二十分。一限が九時半からで、二限が終わるのが十二時半。丁度いいと言えば丁度いい。私はまったく調べていなかったので、涼夏に委ねることにした。

「涼夏の好きなのでいいよ」

　何にも興味がないが、逆に苦手なものも少ない。涼夏とて昆虫の生態とか空手の基礎とか、そういうものには手を出さないだろうから、任せておけば大丈夫だろう。涼夏が楽しめるものを、涼夏と一緒になら、私も楽しめる。

　涼夏は「わかった」と言いながら、結局その日の遊びは、ファミレスでジュースを飲みながら講座探しになった。

　何にも興味がないとは言ったが、さすがに講座が二千もあれば、中には興味を惹かれるものもある。

「その興味を惹かれたものが、きっと千紗都のやりたいことだね。これだけ色んな選択肢があると、趣味探しにもいいね」

　涼夏がポテトにフォークを突き刺しながら、スマホをピッと指でスクロールした。一日約七百講座。四限まであるので一限だけで百五十を超える。タイトルを読んでいるだけで頭がクラクラする。

「私はアクセサリー作りとか小物作りとか楽しそうって思うけど、千紗都は憲法の講座とか受けたいよね？」

「いや、まったく」

　冷静に突っ込むと、涼夏がくくっと笑ってポテトを指でつまんだ。そして、にこにこしながら私の顔に近付ける。有り難く頂戴すると、涼夏がそのままポテトを持っていた指を私に伸ばした。相変わらずこういうことが好きな子だ。

　私は周囲を確認してから、涼夏の手を取って指を口に含んだ。舌で丁寧に舐めると、しょっぱくて美味しかった。

「私、この石垣を知ろうとか惹かれる」

　冷静にそう告げると、涼夏は私が舐めた指をペロリと舐めてから、困ったように眉尻を下げた。

「趣味探しをした結果、石垣に行き着いたの？　マジで言ってる？」

「うん。あと、水についてとか、ワクワクする」

「ごめん、千紗都。私の選ぶものを千紗都は楽しめるけど、千紗都の選ぶものを、私は楽しめる自信がない」

　涼夏がテーブルに両手をついて、大仰おおぎょうに頭を下げた。元より涼夏の選ぶものでいい。そう告げると、涼夏は嬉しそうに微笑みながらスマホに視線を落とした。

「このエコバッグ作りとかも可愛いよね」

「涼夏って、本当に女子力高いよね。チャラそうなのに」

　私が真顔でそう言うと、涼夏がゆっくりと顔を上げて、大きく手を振った。

「いや、チャラくないし！」

「話し方雑だし、着崩してるし、メイクしてるし、髪の毛茶色いし」

「地毛だから！　メイクは千紗都もするじゃん！」

「私は女子力低い」

　きっぱりそう告げると、涼夏は「つまりメイクと女子力は関係ない」と満足げに頷いた。確かに関係ない。

「その顔で女子力まで高いとか、反則だよね。モテてモテて困るよね」

「千紗都様の足下にも及びません」

「私、地味だから。高校に入ってから、告白とかされたことないし」

　私が何気なくそう言うと、涼夏が驚いたように眉を上げた。

「えっ、いいな」

「待って。涼夏、コクられたことあるの？」

　思わず身を乗り出すと、ジュースが倒れそうになって慌てて座り直した。涼夏が告白されること自体は何も不思議ではない。私は少なくともユナ高の一年生では、涼夏が一番可愛いと思っている。ただ、四月も早い内からずっと一緒にいるのに、私がそれを知らないとはどういうことか。説明を求めるように見つめると、涼夏は不思議そうに首を傾げた。

「別に、付き合う気はないし、わざわざ話すようなことでもないでしょ。いちいち報告した方がいい？」

「そう言われると別に……。誰にっていうのも、聞かない方がいい？」

「興味があるなら、また絢音がいる時にでも話すよ。秘密にする義理もないし」

　そう言って、再びスマホに指を滑らせた。涼夏は、大事そうなことは三人揃っている時に話したがる。それは絢音もそうだし、私もなるべくそうしている。取り決めをしたわけではないが、誰に何を話したかわからなくなるのも面倒だし、残りの一人にだけ秘密にしたいこともない。私と涼夏が一時間ベッドでキスしたことですら、絢音にはすぐに話したし、絢音も「楽しそう」と笑っていた。

　結局講座は一限、二限ともに三つほどに絞り込み、後は当日の教室の人の入り具合を見て決めることにした。涼夏に任せたら、アクセサリー作りにカラーセラピー、占い、メイク、手相、アロマと、実に女子力の高いラインナップになった。絢音にもメールをすると、もし面白かったら二日目に一緒に行きたいと返ってきた。それもいいかもしれない。遊ぶ約束はしているが、何をするかはまったく決めていない。

　ちなみに私のチョイスした、石垣を知ろう、水について、樹は語る、神社の格式はどうかと送ったら、涼夏のよりはそっちの方が面白そうだと返事が来て、涼夏が呆れたように手を広げた。

「学年六位と三十三位の考えることは、私にはわからん」

　まあ、幅広く趣味や嗜好を網羅してくれるのがサマセミの最大の魅力であり、夏の風物詩として長年続いている所以なのだろう。




　ステージ企画はメイン会場となる私立高校の附属中学のグラウンドで行われる。私の家からはイエローラインで一本。上ノ水よりさらに向こうで、最寄り駅から四十分くらいだろうか。

　いよいよ夏休み。早起きしてメイクをして、制服を着て外に出た。せっかく夏休みだし、私は私服を推したが、制服は青春の香りがするという涼夏のよくわからない理由に押し切られた。

　朝から暑い。絢音にメールをしながら電車に乗って、途中の駅で涼夏と合流すると、いつもよりさらに着崩した涼夏が、固く目を閉じて悲鳴を上げた。

「朝から暑い。無理」

「制服だし」

　シャツの襟に触れながら言うと、涼夏は非難げに私を睨んだ。

「昨日言ってよ。私は見た目だけで制服を選んだ」

「まあまあ。ほとんど屋内だし、電車の中は涼しいじゃん？」

「ずっとこうしてる」

　そう言って、涼夏は私の手を握って少しだけ私に体重を預けた。こうとは何だろう。涼しいから電車の中にいたいという意味で捉えたが、私と手を繋いで座っていたいという意味だろうか。

　探るように涼夏を見ると、涼夏は目を細めて私の顎を指先で撫でた。

「環状線だったら良かったのに」

「仕草と台詞が合ってないから！」

　どうやら前者だったらしい。私の抗議に、涼夏はくすっと笑った。

　サマセミは朝から盛況だった。やはり学生が多いが、子供連れの家族や、お年寄りの姿もある。受付でパンフレットをもらい、早速目星をつけた講座の教室を覗きに行くと、人の入りはバラバラだった。少ない方がじっくり教えてもらえそうだが、少ないということは講座の内容が大したことないのかもしれない。もちろん、単に講師の知名度と人脈のせいかもしれないが、なんとなく恥ずかしい女子高生心理が働いて、人が入っている講座を選ぶことにした。

　一限はパーソナルカラーを知ろう的な講座を受け、二限はＪＫによるＪＫのためのメイク的な講座を受けた。どちらも絢音は興味がなさそうだが、内容は良かったので、全体の評価としてサマセミは面白いと結論付けていいだろう。明日も来るかは、また夜にでも三人で通話して決めたい。

「意外と収穫があった」

　昼休み。涼夏が笑顔でそう言いながらホットドッグを頬張った。うなじに浮かんだ汗の滴がとてもエッチだ。私がじっと見つめていると、涼夏が「食べる？」と言いながら、食べかけのホットドッグを私の方に向けた。この子は私に何かを食べさせるのが好きだ。

　そのままひと口かぶりつくと、涼夏は満足そうに微笑んだ。

「今は情報が溢れてるから、YouTubeで動画見てるだけでわかった気になってたけど、やっぱり直接誰かに教えてもらうと、新しい発見があるね」

「うん。メイクの落とし方とか、私は適当だった」

「わかる。なんか、落ちてりゃ何でもいっかみたいな」

　二コマ分の内容を振り返りながら、ステージ企画の会場に移動する。音がしなかったので不思議に思いながら足を踏み入れると、講座の時間割に合わせて休憩を挟んでいるらしい。炎天下でタオルをかぶってステージ横のタイムテーブルを見ていると、背中から声をかけられた。

「二人ともお疲れさん」

　振り返ると、絢音が可愛らしく手を振っていた。派手な柄の薄手のパーカーに、可愛らしいチェックのスカート。腰には太いベルトを巻き付け、剥き出しの腕にはハートのシールが貼ってある。なかなか攻めた格好だ。

「絢音。久しぶり」

「いや、昨日会ったから」

　冷静に突っ込まれる。

「調子はどう？　緊張してない？」

　涼夏が絢音の腕のシールを指でなぞると、絢音も意味もなく涼夏の手の甲に指を這わせた。

「大丈夫。センターだけど喋らないし、気楽なもんだよ」

「絢音のＭＣ、聞けないの？」

「振られたら喋る」

「じゃあ、振るように言っておこう」

　ステージ前はあまりにも暑いので、日陰に移動した。午後の部が始まって、司会の男子生徒と女子生徒がステージでマイクを握る。ステージ前には三十人くらいだろうか。私たちのように日陰から見ている人も含めたら、五十人くらいはいるかもしれない。

　司会の紹介で制服を着た男子四人がステージに上がった。空回りした内輪ノリのＭＣに私は思わず眉をひそめたが、涼夏は「元気だねー」と笑っていた。寛大な心をお持ちである。

　よく知ったポップスのカバーを三曲。レベルは思ったより高く、絢音は大丈夫かと心配になったが、当の本人はいつも通りにこにこしながら、「そろそろ行くね」と言ってステージ裏に駆けていった。

「いやー、絢音があんなふうに歌うのかと思って見てたらドキドキしたよ」

　涼夏が胸に手を当てて、長い息を吐いた。ふんにょりと押し潰された胸がとても柔らかそうだ。

「結構、レベル高いんだね」

「だね。高校生だったらプロになってもおかしくないし、絢音たちはどんな感じなんだろ」

　恥をかくようなことがなければいいと願うのは、失礼だろうか。それとも、友達として正しい心配だろうか。

　ＭＣや準備も入れて一組十五分。もう三組見たらいよいよ絢音たちの出番だ。入れ替えのタイミングでステージ前に移動すると、強い日差しに肌が焦げそうだった。日焼け止めには十五分だけ頑張ってほしい。

　一組前のバンド目当ての子たちがゾロゾロと帰っていく。それは悲しいが、代わりに何人かがステージに集まってきた。中には同じ制服の見知った顔もあり、目が合うとヒラヒラと手を振ってくれた。

「では次は、結波と一岡の混合バンド。中学が一緒だったのかな？　LemonPoundです！」

　司会の紹介で、絢音たちがステージに上がる。センターにギターを提げて絢音。セカンドギターとドラムは女子だったが、意外にもベースとキーボードは男子だった。そういえば人数も構成も聞いたことがなかった。隣を見て「男子もいるんだね」と耳元で囁くと、涼夏は知っていたようで、呆れた目で私を見た。

　ベースの男子が話し始めたので、ステージに視線を戻す。

「LemonPoundです。ちょっとこのバンド名、声に出すと恥ずかしい年頃なんだけど、リーダーが若かりし頃につけた名前なので許してください」

　内輪な雰囲気の挨拶だ。やや苦手寄りだが、絢音の友達なので我慢しよう。絢音がボーカル用のマイクを取って、目だけで隣を見た。

「レモンケーキが食べたかったからつけた名前が、こんなにも長く使われるとは思わなかった」

「じゃあ、もしその時パンナコッタが食べたかったら、パンナコッタになってた可能性？」

「十分有り得るね。じゃあ、一曲目」

　スパッとトークを打ち切って、曲をコールする。女性アーティストのアップテンポなナンバー。わかりやすいバンドサウンドに、キャッチーなメロディー。曲名が出て来ずに頭をひねっていたら涼夏が教えてくれた。

　ステージ前も盛り上がっている。涼夏も楽しそうに手を叩いている。前四組より明らかにグルーヴ感が高い。楽器が多いせいもあるだろうが、何よりも絢音の歌が上手い。

　一曲終わると、明らかに観客の人数が増えていた。日陰から引きずり出すことに成功したようだ。

　ＭＣを挟んで二曲目は、人数の多い有名なアイドルグループの底抜けに明るいサウンド。キーボードのおかげでピアノ曲が映える。こういう曲は観客が勝手に踊ってくれるから盛り上がる。

　それにしても、絢音が上手い。あの日、私の背中でドラムの子が言った。自分たちのセンターに絢音がいることの、どこに違和感があるのかと。

　私はあの時、そもそも何を言っているのかと思って聞いていたが、今目の前で五人のパフォーマンスを見たら、ここに絢音がいない想像ができない。LemonPoundは、紛れもなく絢音のバンドだ。

「じゃあ、次で最後です。告知とかあるといいんだけど、私はゲストなので」

「いや、リーダーがゲストっておかしいだろ！」

「若い世代に引き継がないと」

「同い年だから！」

　ベースの男子と内輪寄りのトークをしてから、絢音がピックを弾き下ろす。もはや若者なら誰でも知っている、YouTubeで二億回再生されているアコースティックなナンバー。

　しっとりと聴かせるには歌唱力が極めて大事になるが、何も問題ない。いきなり手を握られたので隣を見ると、涼夏が瞳を潤ませてステージを見つめていた。子供の学芸会を見守る母親かと突っ込みたくなるが、実際に絢音を見ていたら、私も胸が熱くなってきた。

　ただそれは、涼夏のように歌に感動しているわけではない。まだ自分でも感情の整理がつかないが、たぶん、絢音がとても遠いところに行ってしまったような、そんな寂しさかもしれない。

　曲が終わる。司会が「LemonPoundの演奏でした！」と声を上げ、絢音たちが一礼してからステージを降りるまで、私はただ拍手を贈り続けた。




　絢音のライブの後、日差しから逃げるように駅に戻ると、そのままイエローラインに乗り込んだ。当初、十四時五十分からの四限にも行くとか、せっかくだから他のバンドのライブも見て行く話もしていたが、絢音のライブで胸がいっぱいになり、もう今日という日に十分満足してしまった。

　カフェにでも入って感想戦をしようということになったが、会場の近くはどこも混んでいる。どうせ定期券の区間内だからと、恵坂まで戻ってカフェに入ると、アイスカフェオレとケーキを注文した。絢音の演奏からすでに三十分以上経っているが、まだ少し胸がドキドキする。

「すごかったね」

　涼夏がシンプルに感想を述べ、疲れたように息を吐いた。私は暑さのあまり水を飲みほしてから、テーブルにスマホを置いて、ライブ中に撮った写真を開いた。

「別人みたいだった。絢音、あんなに歌えるのに、どうしてバンド辞めたんだろ」

「やれることとやりたいことは違うって言ってたじゃん」

「そうだけど……。もったいない気がする」

　私は感情が上手く言葉にできずに、頬を膨らませた。私には何もない。絢音にはある。出来ることがあるのにそれをしないのは、もったいないと感じるし、出来ることを持つ者の責務を果たしていないようにも思う。言葉に詰まりながらそう伝えると、涼夏は不思議そうに首を傾げた。

「じゃあ千紗都は、絢音が帰宅部を辞めちゃってもいいの？」

「それは嫌」

　きっぱりと答える。ほんの二、三週間一緒に帰れないだけでも、耐え難い寂しさだった。なんとか我慢できたのは、終わりがわかっていたからだ。

「あんなすごい子を独占できるなんて、私たち、ラッキーじゃん。鼻を高くしていいと思うけど」

　涼夏がミーハーなことを言って、運ばれてきたケーキを美味しそうに頬張った。私も同じようにケーキを口に入れると、程よい甘さに舌が幸せになった。

「バンドの子たち、絶対に絢音を引き留めるよね。元々リーダーが抜けても続けてたくらいだし」

「欲しいだろうね。でも、絢音はこっちに戻って来るよ」

　涼夏が疑うことなくそう言って、フォークに差したケーキを私の顔に近付けた。口に含むと、涼夏が自分が食べた時以上に嬉しそうに微笑んだ。変な子だ。

　同じように自分のケーキを涼夏に食べさせながら、私は懸念を訴えた。

「絢音も、改めてやってみたら面白かったって思うかも」

「その可能性はあるね。時々手伝うくらいはするかも」

「それくらいならいっか……」

　私が眉根を寄せて難しい顔をすると、涼夏が「どっちだよ」と笑った。今日の演奏に感動した私としては、この先も絢音にライブを続けてほしいが、帰宅部の部長としては、絢音には部の活動に専念してほしい。その二つの気持ちのせめぎ合いを熱弁すると、涼夏はストローをくわえて頷いた。

「わからんでもない」

　テーブルに置いたスマホが震えたので見てみると、丁度同時に二通来ていた。片方は絢音からで、「来てくれてありがとう」と書かれている。元々終わった後は打ち上げをすると聞いているので、今日は会えないだろう。

　もう一通は奈都からで、イベントが無事に終了した報告だった。恵坂で涼夏と二人でくだを巻いているのでどうかと誘ったら、こちらもこれから学校に戻って、反省会と打ち上げがあるらしい。

「二人とも明日からだな」

　私が小さく息を吐くと、涼夏が身を乗り出していたずらっぽく囁いた。

「私と千紗都の二人きりの時間も、今日までだね」

「いや、この先死ぬほどたくさん二人でいると思う」

「今、死ぬまで二人でいようって言った？」

「言ってない。耳鼻科に行って」

　そっけなくそう言うと、涼夏は「つれないなぁ」と唇を尖らせた。

　まだ夏休み初日。このペースで遊んでいたら二度と社会復帰できなくなりそうだが、部員各位には暇な私にとことん付き合ってもらう所存である。





　第十二話　恋愛




　夏休み二日目。朝から強い日差しの降り注ぐ快晴で、日中は三十五度を超えるとのこと。外にいたら死んでしまいそうだが、今日は絢音の意向により、サマセミは回避して私の部屋でのんびりすることになった。さすがに少し疲れたのと、久しぶりに三人だけで過ごしたいという。

　交通費がそこそこかかるので、三人とも定期で集まれる古沼で遊ぶ提案もしたが、遊ぶお金より電車代の方が安いというもっともな意見で説得され、部屋を片付けた。共働きの両親が仕事に行き、時間があったので家の掃除をしてから駅まで二人を迎えに行く。昨日は制服だった涼夏はＴシャツにショートパンツ、ステージ用に攻めた格好をしていた絢音も、夏っぽいブラウスにスカートというラフな格好だ。

「二人とも久しぶり」

　昨日と同じネタを使うと、絢音が悲しそうに表情を曇らせた。

「千紗都、二十四時間で記憶が消えちゃう人みたいだよ？」

「冗談だから、そんな目で私を見ないで！」

　大きく首を振ると、二人はますます憐れむような眼差しを向けた。ゾクゾクする。

　暑いからハグはお預けだという二人を自宅に招き入れる。絢音は初めてなので、部屋に入るや否や興味深そうに部屋の中を見回した。勉強机と本棚、少しぬいぐるみが置いてあって、ボードに帰宅部員や奈都の写真が貼ってるだけの、至ってシンプルな部屋だ。この部屋の主は、大して趣味がないのだろう。自分でもそう思う。

「テレビも無いんだね」

　絢音がクマのぬいぐるみを胸に抱えながら言った。

「タブレットで動画観てる。テレビって、言うほど観なくない？」

「そうかも。この子はオス？　メス？」

「考えてない」

「じゃあ、この子の名前はメテオラ」

　絢音が満足そうにそう言って、ぬいぐるみを棚に戻した。涼夏が笑い転げる横で、私は抗議の声を上げた。

「人の家に来て、最初にやることがぬいぐるみに名前をつけることなの？　っていうか、メテオラって何？」

「ギリシアの、岩の上に修道院があるとこ。人生で一回行ってみたい場所の一つ」

　まるで悪びれることなくそう言って、思わず腰を上げた私の体をふわっと抱きしめた。最近学校でしか会っていなかったので、なんだかとても久しぶりの感触だ。しかも薄着なので、肌の感触や熱がダイレクトに伝わってくる。私の髪に頬を擦り付けながら、絢音がうっとりと微笑んだ。

「気持ちいい。私もこのまま一時間チャレンジしたい」

「いや、その間私はどうすればいいの？」

　涼夏が驚いたように声を上げて手を振った。絢音が「眺めてて」と冷静に告げて、私は思わず噴いた。絢音が抱き付いたままなので、仕方なくそのまま座ってグラスにジュースを注いだ。買っておいたお菓子を開けてからグラスを取る。

「じゃあ、とりあえず絢音の快気祝いをしよう」

「元気だから！　ずっと元気だったから！」

　絢音が遺憾の声を上げて、片腕を私の腰に巻き付けたままグラスを取った。まるで保育園に迎えに来た母親に抱き付く幼児のようだ。

　乾杯をしてから改めて昨日の感動を伝えると、絢音はどうもと言いながら私の後ろに座り直した。両膝で私の体を挟みながら、ギュッとしがみつく。背中に押し付けられる感触が柔らかくて気持ちいい。

「あんなにたくさん拍手もらったら、クセにならない？　私は人生で、知らない人から拍手された経験がないからわからんけど」

　涼夏がワクワクした眼差しを向けると、絢音は「どうかなー」と相槌を打ってから、意味もなく私のお腹の肉をつまんだ。抱き付くのは構わないが、それはやめていただきたい。

「中学の時よりは刺激的だったかな。みんな上手になってたし、中学の文化祭より拍手も大きかったし」

「続けるの？」

　何気なく聞くと、絢音は何でもないように私のシャツの裾から手を入れて、お腹を撫でた。肌が汗ばんでいるのがわかる。「恥ずかしいんだけど」と訴えたが、無視された。それよりも、次に絢音の言った一言の方が重大だった。

「ちょっとあの後色々あって、あのバンドに参加することはないかな。まだちょっと、わかんないけど」

　何やら歯切れが悪い。ただ、話したくないのではなく、絢音の中でまとまっていないだけだった。涼夏が気楽に「何があった？」と聞くと、絢音は私のお腹を無造作に撫でながら言った。

「ベースの子に告白された。これにはさすがの絢音さんも予想外で混乱してる」

　テーブルの向かいで涼夏が目を丸くする。私も驚いて振り返ると、すぐそこに絢音の顔があって、いきなりキスされた。無理矢理私の体をテーブルの方に向けさせて、絢音が私の肩に顎を乗せる。

「ゲスト参加だったからね。学校も違うし、これでまた会えなくなると思ったらつい言ってしまったと、彼は供述していました」

「絢音的には？」

　涼夏が核心に触れるが、絢音は可笑しそうに笑い声を零した。

「ないない。一秒で断ったし、私が悩んでるのは、今後メンバーとどう付き合おうかなって。まあ、元々縁が切れてたようなものだから、また帰宅部でのんびり遊んでればいいんだけど、莉絵りえはまたバンドを一緒にやりたそうだったし、私もそういう思いがないでもないし、困ってる」

　莉絵とは、あの日絢音に声をかけに来たドラムの女の子だ。フルネームは豊山莉絵で、絢音以外でユナ高の生徒はあの子だけだった。後のメンバーは全員一岡である。絢音がごく自然に私のブラジャーに手を這わせながら続けた。突っ込みたいが突っ込みづらい空気だ。

「莉絵も、LemonPoundで自分だけ学校が違うのがちょっと面倒になってたみたいで、しかも朱未のボーカルはいまいち。だったら、私と新しくバンドを組んで一からやりたいって、これもライブの後にこっそり言われた」

　絢音が真面目な口調でそう言いながら、私の胸にリズミカルに指をうずめた。さすがにそろそろやめさせようと、服の中から冷静に絢音の手を取り出すと、向かいで涼夏がくすくす笑った。

「絢音は、莉絵ちゃんとバンドを始めたい気持ちは？」

「なくはないけど、天秤にかけたら圧倒的にこっち。たまにLemonPoundのゲストに出るくらいなら良かったけど、ベースの子に告白されて微妙になった」

　絢音がため息をつきながら、私の体をギュッと引き寄せた。ちゃっかり胸を触られているが、先に服の中に手を入れられたせいか、服の上からならまあいいかと思った。完全に絢音の手の平で転がされている。

「コクられたことは、他のメンバーは知ってるの？」

　私が聞くと、絢音が首を傾げる気配がした。

「どうかなぁ。いないところで言われたけど、伝わってる気はする。莉絵に聞いてみてもいいけど、聞いてなかったら余計にややこしくなりそうだし」

　クッキーが食べたいと言うので、一枚取って絢音の口に放り込んだ。耳元でボリボリと頬張る音がする。ＡＳＭＲというやつだろうか。ゾワゾワするが、不快ではない。

「告白されたっていうと、私高校に入ってから、奥永君と河口君と笹部君に告白されてる」

　涼夏が唐突にそう切り出して、絢音が「ん？」と声を漏らした。顔は見えないが、驚いているようだ。それは、涼夏が告白されたことがあるという事実に対してではなく、突然そんな話を始めたことに対してだろう。超絶に可愛い涼夏が男子に告白されるのは、極めて自然なことだ。

「一昨日、そんな話をしてたんだよ。私が聞いたら、涼夏がどうせ話すなら絢音もいるところでって」

　終業式の後、私が高校に入ってからは告白されたことがないと言ったら、涼夏が驚いていた。その前振りを説明すると、絢音がなるほどと頷いた。

「私も高校に入ってからはないや」

「中学ではモテモテだった？」

「告白されたことがあるっていうだけだよ。お二人の足下にも及びません」

　絢音がそう言いながら、手を伸ばしてクッキーを取る。動くたびに背中にむにむに当たる感触がとても気持ちいい。

　それにしても、涼夏が今挙げた三人は、いずれも違うタイプだ。特に笹部君は少しオタク気質の子で、同じクラスなのによくぞ告白したと思う。こう言っては何だが、接点も少なく、可能性はゼロだったはずだ。悪く言うつもりはないが冷静にそう告げると、涼夏は相変わらず天使のように微笑んだ。

「好きになってくれるのは嬉しいよ」

「私は、好きでもない相手の好意はちょっと迷惑に感じる」

「千紗都は全身からそういうオーラが出てるから、誰も近寄って来ないんだろうね。圧倒的に可愛いのに」

　涼夏の言葉に、絢音がふふっと笑った。圧倒的に可愛いかは知らないが、意図的に壁を作っているのは確かだ。それは涼夏にも何度か指摘されている。

「それで、別に自慢がしたかったわけじゃなくて、告白されても断った後も、結構普通に喋ってるよって話」

「それは涼夏の人間レベルが高いだけで、私みたいなコミュ障の一般人には難しいんだよ。しかも、三年も異性を意識せずに、ただの友達だって思ってた相手に告白されて、ちょっと難しい」

　絢音が弱気にため息をつく。何もかも完璧に計算して動いている絢音が、ここまで動揺するのは本当に珍しい。

「絢音は男の子と付き合ったことはないの？　私はないけど」

　涼夏がふんわりと微笑む。初めて聞くが、答えはわかっているという顔だ。案の定、絢音は「ないよ」と答えてから、まるで意味もなく私の胸を揉んだ。

「涼夏ほどじゃないけど、私も男の子ってちょっと苦手」

「私は別に苦手じゃないよ？　恋愛する気がないだけで」

　涼夏が笑いながら訂正する。両親が離婚して、それを間近で見てきた涼夏は、異性とは恋愛しないと決めている。実際に、男子に対して恋愛感情を抱いたこともないらしい。ただ、別に男子を毛嫌いしているわけではなく、友達もたくさんいる。だから四ヶ月で三回も告白されるのだ。

「そうだったね。私は苦手。ほら、お兄ちゃんと弟がいて、なんていうか、がさつだし、品がないし、物理的に汚いし、デリカシーもないし。お風呂上りに全裸で闊歩かっぽして、私は何回見たくもないものを見せられたか」

　絢音がそう言って、うんざりしたようにため息をついた。涼夏は母親と妹と三人暮らしだし、私は一人っ子の上、父親はさすがに多少は娘に気を遣っている。身内とはいえ、同世代の男子の裸を見せつけられる絢音には同情を禁じ得ない。

「私、綺麗なものとか、可愛いものが好きなの」

　不意に絢音がそう言って、柔らかく微笑んだ。涼夏がいたずらな笑みを浮かべる。

「イケメン好きってこと？」

「男女は問わないけど、たぶんもう無理だよ。完璧に私の好きな顔立ちをしてる二人が、私と一緒にいてくれて、私を必要としてくれてる。私はこれ以上多くを求めないし、少なくともこの空間が壊れる動きはしたくない」

　きっぱりとそう言い切って、まるで猫でも可愛がるように私の顎と首筋に指を這わせた。つまりそれが、絢音が私たちにだけハグをして、何よりも帰宅部を大事にしている理由だった。もちろん、はっきりとそう言われたのは初めてだが、驚きはなかった。絢音が私と涼夏を好きなことは、見ていればわかる。

　そろそろ背中が暑くなってきたので、一度絢音を引き剥がすと、今度は横から抱き付いてきた。どうしても私の部屋で一時間チャレンジをしたいらしい。仕方がないのでそっと胸に抱き入れると、絢音が満足そうに笑った。

「千紗都は？　バドミントン部で何があったの？」

　涼夏が静かにそう切り出して、私はゆっくりと顔を上げた。何かがあったことは二人とも薄々勘づいているが、私がそれを自分の口から話したことはない。自分の話をする気がなかったから、二人の過去にもあまり触れて来なかった。この二人が、私が今まで意図的に過去の話を避けていたことに、気が付いていないはずがない。

　そろそろ話してもいいだろう。涼夏の目がそう訴えている。私は肩の力を抜いて、ぬいぐるみでも抱くように絢音を抱き寄せながら口を開いた。

「中二の時に、同じ部活の男子に告白されて、フッたの。その子にはもちろん、そもそも恋愛に興味がなかったから」

「それで？　それは千紗都のトラウマのきっかけだよね？」

「その子、部活どころか、学年で一番人気の男子だったの。私は知らなかったんだけど、その子を好きだった子も多くて」

「あー、泥沼が見えたわ」

　涼夏がわざとらしく両手で目を塞ぐ。絢音も先の展開を読めたと言わんばかりに、深く重たい息を吐いた。

　その頃の私は、今よりずっと社交的だった。異性に壁も作っていなかったし、男女を問わず友達も多かった。バドミントンの才能はまったくなかったが、部活内のヒエラルキーでは、間違いなく上の方にいた。

　ただ、学年一のイケメン男子が私に告白し、私がそれを断ったことで、部活内に妙な空気が流れ出した。嫉妬が渦巻き、派閥が生まれ、色々な関係がゆっくりと壊れていった。

「何で断ったんだとか、何様のつもりだとか、よくわからないことも言われたし、どんどんギスギスしていって、気が付いたら友達とも距離ができてた。ずっと守ってくれた子にも迷惑をかけそうだったから、私は部活を辞めた」

「ナツ？」

「そう。奈都だけが私の味方をしてくれて、結局奈都しか友達がいなくなって、修学旅行もずっと奈都と一緒にいたし、三年の時なんて、割とリアルに奈都としか喋った記憶がない」

「完全に正妻じゃん。勝てっこないって、それ」

　涼夏が両手を広げて首を振った。私は苦笑しながら絢音の髪を撫でた。

「どうだろう。奈都は部活を辞めなかったし、三年の時は部長になった。私は奈都としかいなかったけど、奈都は他の子とも一緒にいたし、私は一人でいることの方が多かった。だって、放課後は奈都は部活だったから」

「それでそんな寂しがりに……。千紗都、私がずっと一緒にいてあげるからね？」

　涼夏がそう言って、涙を拭う真似をした。私は「是非そうして」と軽い口調で答えてから、長い息を吐いた。

「高校でも、奈都はバトン部に入った。もし私が涼夏と絢音に出会えてなくても、奈都は部活をやってたと思う。そしたら、私はまた一人ぼっちだった。奈都はたぶん、私が奈都を好きなほど、私のことが好きじゃない」

　私と奈都は対等ではない。ため息混じりにそう言うと、少しだけ沈黙が落ちた。絢音は私の胸に顔を埋めていて何を考えているのかわからないが、涼夏は折り曲げた指を唇に当てて、何か考えるように虚空を見つめていた。それから私を見てにっこりと笑った。

「ナッちゃんのことはわからんけど、私はずっと千紗都といるから。何もかも受け止めるから、全部私に委ねていいよ」

「そうする。夏休み、毎日私と遊んで」

「それは無理かな。バイトもあるし」

　涼夏がしれっと手を振ると、絢音が可笑しそうに肩を震わせた。私の体を抱きしめたまま顔を上げて、綺麗な黒い瞳で私を見つめる。

「みんな色々抱えてるんだなって、ちょっと安心した」

　そう言って、斜めに顔を押し付けて私の唇をペロリと舐めた。キスしてくれるのは嬉しいが、涼夏の目の前で恥ずかしくないのだろうか。

「私、昨日結構凹んでたの。せっかくライブ楽しかったのに、告白はされるわ、莉絵にもLemonPound以外で活動したいって言われるわ」

　絢音が私の唇に舌を入れながら、怒った口調でそう言った。涼夏が「台無し感あるよね」と笑う。その前にこの状況に対して言うことはないのかと突っ込みたかったが、今は絢音の話が先だ。

「元々捨てたバンドだし、元に戻っただけって気もする。ステージは楽しかったけど、さっきも言った通り、私はここが一番大事なんだって、それを見誤らなかったら大丈夫な気がした」

　求められるまましばらく絢音と舌を絡め合って、やがて絢音が顔を離してとろんだ目で私を見た。

「メスの顔してる」

　冷静にそう指摘すると、絢音は「千紗都のせいだよ？」と言いながら体を離した。何も私のせいではないと思う。

「なんか二人とも私とばっかりキスしてるけど、二人はしなくていいの？」

　なんとなくそう言うと、涼夏が目をパチクリさせて絢音を見た。絢音もうっとりした顔で涼夏を見上げる。

「別にいいけど」

「うん」

　涼夏が年寄りのように重苦しく腰を上げて絢音の前に座った。そのままふわりと絢音の体を抱きしめて、二人で唇を重ねる。

　一体私は何を見せつけられているのだろう。そう思わないでもないが、これもきっと絢音のボディータッチ計画の一環なのだろう。私がはばにならない範囲で、二人の仲も深まって欲しい。二人が舌を絡める音を聴きながら、私は一人で納得するように頷いた。




　結局その日は一日中外に出ることなく過ごした。昼は涼夏が手際よくチャーハンを作って、絢音が感動していた。

　今後の夏休みの話をすると、涼夏は週に三日はバイトを入れると告げた。絢音は夏期講習はないが、週に二回行っている塾を週三回にするらしい。

「結局、学校がある時とそんなに変わらないか」

　私が独り言ごちると、二人が困ったように微笑んだ。私を一人ぼっちにしないとは言ったものの、現実それはなかなか難しい。

　宿題は一緒にしよう。頻繁に遊ぼう。それから、夏の思い出を作ろうと言うと、涼夏が「プールだな」としたり顔で頷いた。

「私も千紗都の水着姿が見たい」

「わかる！」

　二人が両手を取り合って、女の子っぽい仕草でにこにこと頷き合った。

「だから、涼夏の方が可愛いから。圧倒的に！」

　冷静に突っ込むと、涼夏がゆっくりと首を振った。

「顔は好みがあるとして、千紗都の方が胸が大きいのは紛れもない事実。体型が、私はちょっと幼い。千紗都は大人」

　そう言って、涼夏がじっと私の胸を見つめた。微差だと思うが、確かに私の方が胸は大きい。大きいと言っても生活の邪魔になるほどではないが、そこを指摘されると反論できない。涼夏はＣくらいだろうか。絢音はそれよりもう少し小さい。

「私もバイトしようかなぁ」

　何気なく呟いて、自分で自分の発言に驚いた。そんなこと考えたこともなかったが、実際暇しているし、お金も欲しい。ユナ高は元々バイトに寛容だし、特に夏休みの短期バイトは親の許可だけですることができる。悪い選択ではない。

「するならうちにおいで。今、バイト募集してないけど」

「ダメじゃん！」

「同じショッピングセンターの中で、色んな募集があるよ」

　涼夏があっけらかんと笑う。絢音は「いいなぁ」と目を輝かせたが、他人事のような口調だった。塾との両立は難しいのか、親の許可が下りそうにないのか。もし私がバイトを始めて、絢音と経済格差がついてしまったら、涼夏がそうしたように私も上手にカバーしてあげたい。

　高校最初の夏休み。せっかくだから、色々なことに挑戦しよう。暑いのは苦手だけれど、ワクワクは一日ごとに強まっている。





　番外編　帰宅部活動




　　一　ホームドア




　涼夏と二人でホームのベンチに座って、何本目かの電車を見送った。

　帰宅部の活動は、放課後一緒に楽しく過ごせたら、何をするかは問題ではない。例えばこれが野球部だと、当然野球をしなくてはいけないだろうし、吹奏楽部なら楽器を演奏しなくてはいけないだろう。

　その点、帰宅部は自由度が高い。こうしてホームに留まってだらだら喋っているだけでも、立派な活動なのだ。

　今は、何の話をしていただろうか。三つくらい途切れなく話が変化して、もはや数分前に喋っていた内容すら覚えていない。確かおたまじゃくしと出世魚についてだった気がするが、くだらなかったということ以外、覚えていない。

　次の電車がやってきて、駆け込もうとしたサラリーマン風の男性が、ホームドアに阻まれてがっくりと膝をつき、頭を抱えて天を仰いだ。もしかしたら、今あの男性が電車に乗り遅れたことで、大国同士が戦争を始める可能性もある。

　それについて涼夏の意見を聞こうと思ったら、先に涼夏が穏やかに微笑んで口を開いた。

「ホームドアに挟まれた千紗都を助けたい」

「そっか。私、挟まれたか……」

　そういえば、ホームドアのない駅で、電車のドアに挟まれている人は時々見るが、ホームドアに挟まれている人は見たことがない。ドアは挟まれた後、開いてもらえたら電車に乗れるが、ホームドアは手前の関門である。開けてもらったところで電車には乗れないから、そもそも頑張らないのかもしれない。

　そう考えると、ホームドアに挟まれた私は、あの人生が終わってしまったようなサラリーマン同様、何か重大な事情を抱えていたのかもしれない。

「私は、どうしてホームドアに挟まれたの？」

　大きく頭を振っている男性を眺めながら聞くと、涼夏は「ウミガメのスープみたいだな」と笑った。てっきり「そんなの知らん」と言われるかと思ったが、この話を続ける意思があるらしい。

　ちなみに『ウミガメのスープ』とは、イエスかノーで答えられる質問をしていって真相に辿り着く思考ゲームだ。帰宅部でも何度か遊んでいる。

「私は急いでいましたか？」

　とりあえず固いところを押さえに行くと、涼夏は小さく首を横に振った。

「いいえ」

「えっ？　急いでなかったの？」

　私が思わず驚いて聞き返すと、涼夏は大きく頷いて「はい」と答えた。それから小さく首を傾げて、「英語的にはノーか？」と自問した。否定疑問文には「ノー」で返すと習ったが、ややこしくなるからやめてほしい。

　それにしても、急いでいなかったのに挟まれたのは随分と間抜けだ。前が見えていなかったとしか思えない。一応そこは押さえに行く。

「私は目は見えますか？」

「はい」

「その時、前を見ていましたか？」

「はい」

「見てたんだ……」

　腕を組んで考えを巡らせる。次の電車がやってきたが、サラリーマンはがっくりと項垂れたまま、電車には乗らなかった。きっと、さっきの電車じゃなければダメだったのだ。私は、一つの人生が終わる瞬間を見た。

「私は、何かに挟まれる趣味がありますか？」

　真剣にそう聞くと、涼夏がぷっと噴いてから、お腹を抱えて笑い出した。

「挟まれる趣味！　それは面白い！　挟まれたい千紗都、可愛い！」

「いや、私には無い」

「発想がもう面白い！　答えよりそっちの方が面白いから、この話はここで終わろう」

「いや、気になるから！　終わらないで！」

「じゃあ、いいえ」

　涼夏が涙を拭う仕草をしてから、ふらふらと歩き出したサラリーマンを目で追うように顔を動かした。一応涼夏も気になってはいたようだが、私がホームドアに挟まれた理由の方が大事らしい。

　それにしても、前が見えていて、急いでもおらず、挟まれる趣味もないのに挟まれたとなると、考え事でもしていたのだろうか。ホームドアに挟まれるレベルで考え事をする人間は、きっと長くは生きられないだろう。そう尋ねると、涼夏はあっさり「いいえ」と答えた。

　ますます難解になってきた。そもそも突然言い出したことだし、涼夏は本当に答えを用意しているのだろうか。それについては、涼夏は「はい」と答えた後、困ったように眉を曲げた。

「ただ、挟まれる趣味よりは面白くない。大きなプレス機に、動けなくなる程度に挟まれて気持ち良さそうにしてる千紗都、本当に可愛い」

「この世界線にそんな私はいないから」

　そう否定して、はたと思い付く。もしかしたら、答えはそっち系かもしれない。

「えっと、私だけが、ホームドアがあるかないか以外、あらゆるものが同じ世界線を生きていて、私は白線の内側で足を止めたのに、突然何もない空間で挟まれた」

　言っていてよくわからなくなってきたが、涼夏はうーんとわざとらしく首をひねってから、難しそうな顔をした。

「いいえ。でも、まあ、非現実的な方面」

「わかった！　ワープに失敗した！」

「それだ！」

　涼夏がパッと明るい顔をして、二人で思わず歓喜のハグをした。ギュッと手を取り合ってから、私は「ん？」と眉をひそめた。

「ワープできるなら、助けられる必要なくない？」

「まあ、そうだね」

　涼夏が急に素に戻って腰を上げた。手を引かれて私も立ち上がる。

　そろそろ場所を移動しよう。野球だけしていればいい野球部と違って、帰宅部は大変なのだ。




　　二　マック




　帰宅部は、活動の内容によって活動する場所も様々だ。プールに縛られている水泳部や、ゴールに縛られているサッカー部とは違い、私たちは自ら活動の内容を考え、それにふさわしい場所を選ばなくてはならない。

　常に自主性と想像力が問われている。その点では、被写体を探し求める写真部に近いかもしれないが、撮影という行為すら、帰宅部の活動は網羅してしまう。実に自由度の高い部活なのだ。

　そんなわけで、今日は絢音と二人で、マックでポテトをつまんでいる。先程まで一緒に宿題をやっていたのだが、丁度今終わって片付けたところだ。

　店内は九割方席が埋まっていて、とても騒々しい。右隣では私の倍くらい生きてそうな私服の男性が、イヤホンを耳につけてスマホをいじっている。反対側では高校生のカップルが、至近距離で見つめ合っている。完全に二人の世界だ。

　私も微笑みながらじっと絢音を見つめると、絢音がくすっと笑ってつまんだポテトを私の口に近付けた。大人しく頂戴してシェイクで流し込む。「そういえば」と絢音が静かに切り出した。

「マックで隣の女子高生が言ってた話、知ってる？」

「いつの？」

　突然何を言い出したのだろう。今右隣は高校生ではないし、左隣の女子高生は何も喋っていない。過去形だったが、少し前のことだろうか。それとも、もっとずっと前の話だろうか。

　首を傾げると、絢音は「概念だよ」と笑った。

「ネットスラングっていうの？　ネット上に自分の意見を書くと叩かれるから、最後に『～って、マックで隣の女子高生が言ってた』ってつけるの」

「へー」

　それは初耳だ。そもそも私はＳＮＳをやらないし、インターネットもYouTubeや通販サイトを見るくらいだ。あまりそういう個人のやり取りや、誰かの主張を目にしたことがない。

　続きを促すと、絢音は満足そうに頷いた。

「つまり、きっとその人の隣には女子高生なんていなかったし、そもそもマックにすら行ってなかったかもしれない」

「まあ、そうだろうね」

「じゃあ、例えば、今私たちが話してることを、隣の男の人が聞いていたとして、それをそのままネットに書いたらどうなるだろう」

　絢音が静かにそう問いかける。もし本当にマックで隣の女子高生が話していたとしても、もはや誰もそれを信用しないだろう。

「私たちは実在するけど、隣の人から見たら、もはや概念なんだよ」

　絢音が嬉しそうにそう言って笑った。なるほどと思う。もう少し深くその意味を考えると、つまり、私たちが今ここで何を言ったところで、それは私たちが言ったことにはならないのだ。

「むしゃくしゃするから、私、明日の朝一番に線路に置き石する」

「やばいね。隣の人は大慌てだよ。『明日の朝一番に線路に置き石するって、マックで隣の女子高生が言ってた』って、隣の人はネットに書きました」

「私は許された」

「おめでとう」

　絢音がうっとりと目を細めて拍手する。どうも釈然としないが、その言葉は発信者のものとなるだろう。これは逆に、私が世紀の大発見をしても同じだろうか。

「ここだけの話だけど、動いてる電車の中でジャンプしても、同じ場所に着地するって知ってた？」

「それはびっくりだね。『動いてる電車の中でジャンプしても、同じ場所に着地するって、マックで隣の女子高生が言ってた』って、隣の人がネットに書きました。やがてこの偉大な発見をした発信者のもとに、マスコミが殺到」

「ちゃんと言ってくれるかなぁ。本当にマックで隣の女子高生が言ってたんだって。調べればわかりそう」

「信用金庫の時代ならともかく、今は無理だね。マックにいる隣の女子高生を、人々は見つけることができない。なぜなら、概念だから」

　それは、嬉しくもあり、寂しくもある。今隣の人はイヤホンをしているから、私たちの話など聞いていないだろう。しかしもし、実は何もかけていなくて、私たちの話を聞いて、それを逐一スマホでネットに流しているとしたらどうか。かなり変態的な行為ではあるが、その内容は概念的存在の言動に過ぎない。

「何か書かれて面白いことを言おう」

　そう提案すると、絢音が口元に手を寄せて肩を震わせた。

「千紗都って面白いよね」

「そんなことはない。でも、マックで隣の女子高生が、マックにいる隣の女子高生の話をしてるっていうのも、十分面白い気もする」

「マックにいる隣の女子高生は存在しないって、マックで隣の女子高生が言ってた」

「クレタ人みたいになってきたなぁ」

　ポテトを頬張りながらそう言うと、絢音が少しだけ驚いたように眉を上げてから、柔らかく微笑んだ。

「突然のクレタ人。私は嘘しかつきません」

「痺れる十三文字だね。しかも、絢音が言うと、なんかすごい知的な発言に聞こえるよ」

「それはどうも。もっと短い語数の、キレのある言葉を探そう」

　絢音がそう言って、頭をひねらせる。私は静かに首を振った。

「その十三文字は美しすぎるよ。ハイパーロボットで、いきなり『五手』って言われた時と同じくらいの、もういいや感がある。四手を探す気にもならない」

「じゃあ、『私は嘘しかつきません』が優勝ってことで」

　絢音がやったねとガッツポーズをする。なんだかとても可愛らしい。

　隣の男性はずっとスマホをいじっている。もし良かったら、「私は嘘しかつきませんって、マックで隣の女子高生が言ってた」と投稿してほしい。そうしたら、このくだらない会話も価値が得られるだろう。




　　三　転生




　帰宅部というのは、一年生から三年生まで、かなりたくさんの人数で構成された、一つの大きな部活と捉えることもできる。ただ、それではあまりにも無秩序すぎるので、ある程度同じ目的意識を持ったメンバーで構成された小さなグループに分けるのが妥当だろう。

　それに、放課後真っ直ぐ家に帰る生徒を、帰宅部の部員と呼ぶのはいささか乱暴だ。帰宅部というのは、放課後の時間を何かしら有意義に、活動的に過ごす集まりでなくてはならない。

　そういういくつかの定義を勝手に決めて、私は親愛なる仲間とともに帰宅部を結成した。便宜的に私が部長になっているが、部員に序列があるわけではない。

　メンバーは、部長である私の他に、同じクラスの涼夏と絢音、そして私の中学からの友達である奈都を、勝手に帰宅部の幽霊部員ということにしている。本当はバトントワリング部に所属しており、日頃は熱心にバトンを回している。

　バトン部はユナ高の多くの運動部と同じように、基本的には平日は毎日部活がある。ただ、奈都が毎日部活に行っているかというとそうでもなく、月に何日かは体調不良やその他の理由で休んでいる。

　ただ、バトン部を休んだ日は私たちと一緒に帰宅部の活動に励むかというと、そうでもない。まず第一に、私たちはクラスが違う。それに、奈都には私たちの他にも友達がいる。私たちとは土日に遊んでいるので、たまにはクラスの帰宅部員と帰りたいらしい。そして何より、私と奈都は毎日一緒に登校している。それだけで十分と言えば十分だ。

　その日、帰宅部の生きているメンバーと夕方まで遊んだ後、イエローラインでぐったりしていると、隣の車両に奈都が座っているのを発見した。部活は違えど、帰る時間は大体同じで、最寄り駅も同じなので電車で一緒になることも多い。

　せっかくなので車両を移動して声をかけると、奈都がバトンケースを胸に抱いて鮮やかに笑った。

「今まで遊んでたの？」

「帰宅部の活動をしてた。今日はカラオケ」

「カラオケで遊んでたんだ」

「電車の音がうるさくて、よく聞こえなかったのかな？」

　真顔で首を傾げると、奈都が可笑しそうに頬を緩めた。

　駅で降りて、しばらく同じ道を歩く。特に会話はなかったが、ふと奈都が足を止めて、日が沈んだばかりの空を見つめながら言った。

「私、実は異世界から転生してきたんだ」

　私は眉も動かさずに奈都を見つめた。奈都との付き合いも四年目になる。これくらいでは驚かない。オタクの性さがなのか、この子が時々よくわからないことを言うのは、もはや日常の一部だ。

　心の奥まで見透かすように、じっと瞳を見つめると、奈都は恥ずかしそうに俯いた。

「その目、やめて」

「奈都、異世界から転生してきたんだ」

　復唱すると、奈都は照れ臭そうに頷いた。くだらない冗談は大歓迎だが、出来れば自分で笑ったり恥ずかしがったりせず、大真面目に続けて欲しい。

「異世界はどんな感じなの？」

　話を膨らませるように聞くと、奈都は小さく笑って首を振った。

「私にはこっちが異世界だから」

「…………」

　様子を窺うようにじっと見つめ続ける。奈都は片手で顔を覆ってそっぽを向いた。

「その目、やめてって」

「いつ転生してきたの？」

「中学の入学前。だから、チサとは小学校が一緒じゃなかった」

　それは学区が違うせいだと思う。そんな身も蓋もない言葉は胸の奥に封印して、続きを促した。

「だから、チサはこの世界で出来た、私の最初の友達なの」

「東京から引っ越してきた、みたいな感じだね」

「転生だから！」

　奈都が両手を広げて訴えた。ちなみに、奈都は生まれも育ちもこの街だ。確か幼い頃に一度、アパートから今の一軒家に引っ越したと言っていた。

「どうして転生したの？　車に撥ねられたとか？」

「えっと……」

「設定が甘くない？」

「設定とか言わないで！」

　奈都が顔を赤くして唾を飛ばす。だんだん言っていて恥ずかしくなってきたのだろう。とてつもなく可愛いので、もう少しこのくだらない話に付き合おう。

「選ばれたの。この世界を救う【力】を持ってるからって」

「この世界はどんな危機に見舞われてるの？　私の知らないところで、何かと戦ってるの？」

「えっと……地球温暖化？」

「暑くなる地球を、この寒い話で冷やそうってこと？」

「チサ、私をいじめて楽しい？」

　奈都が冷たい眼差しで私を睨んだ。これには地球もひんやりだ。

　私は大きく首を横に振って否定した。

「奈都は三年前、地球を温暖化から救うために、転生してきました。それは【力】を持っていたからです」

「事情聴取みたいになってきたね」

「奈都の元いたところは、地球と同じ感じの世界なの？」

「うん」

　秒で頷かれて、私は大きくため息をついた。奈都が心外そうに目を丸くする。だって、それではあまりにもつまらないではないか。

「何かもっとこう、物語を考えてから言ってよ」

　呆れたように注文をつけると、奈都はふてくされたように唇を尖らせた。

「私はもっと気軽に発言したい」

「奈都。帰宅は遊びじゃないの。もっと真面目に取り組んで」

　そっと肩に手を置いて真顔でそう言うと、奈都は「えー」とげんなりした様子で呟いた。私はやれやれと首を振った。

「まあ、奈都はバトン部と二足のわらじだからしょうがないけどね。帰宅部も確実に帰宅のレベルが上がってるから、油断してると帰宅できなくなるよ？」

　部長として、友達として、心配しながらそう忠告すると、奈都は乾いた笑いを浮かべた。

「帰宅できなくなるの？」

「そう。でも、私たちは奈都を見捨てないから。明日また、ちゃんと転生し直して」

　励ますようにそう告げると、奈都は困ったように「ありがとう」と言った。

　奈都にはバトンだけではなく、帰宅も上手になって欲しい。【力】の秘密が、今から楽しみだ。





　番外編　結成




　私立結波高校は、イエローライン上ノ水駅から徒歩十五分から二十分くらい。最寄り駅と呼ぶにはいささか遠いが、バスを使うほどでもなく、ほとんどの生徒が駅から歩いて登校している。

　受験も含めてすでに何度か校門をくぐっているが、この制服を着て通学路を歩くのは初めてだ。

「部活楽しみだね。同じクラスになれるといいね」

　隣で同じ制服を着た奈都が声を弾ませる。中学からずっと一緒で、高校も同じユナ高に進学した。

　より正確に言えば、奈都も受けるというから、私が受験する学校のレベルを少し落とした。ユナ高は部活動が盛んで、運動部や吹奏楽部が全国的に有名だが、勉強のレベルは私学の中では平均的だ。ずっと昔、男子校だった時代はヤンチャな学校で有名だったそうだが、共学になり、校舎も綺麗になって、今ではすっかりそんな噂はなくなった。

　私は曖昧に返事をして、通学路の先に視線を戻した。学校が近付いてくると、管楽器の演奏が聴こえてきた。吹奏楽部が歓迎の演奏をしてくれているのだろう。評判通りの音圧だ。素人の私でも、上手なのがわかる。中学時代の吹部は、正直お遊びのレベルだった。

　部活をするかはずっと迷っている。中学時代、バドミントン部に所属していたが、恋愛絡みの面倒事に巻き込まれて、奈都以外の友達をすべて失う事態になった。もう部活は懲り懲りだが、奈都はまた一緒にやろうと言ってくれている。奈都は部活が大好きなので、恐らく私が入らなくても、部活をやるだろう。

　ユナ高は、生徒のほとんどが何かしらの部活に入っている。私は何にも興味がないが、入ったらそれを好きになるかもしれない。今の段階では気持ちを保留している。

　緊張しながら校門をくぐると、すぐにクラス発表のボードが私たちを出迎えた。これから一年間の仲間を決める重大な発表だが、受験の合否のようにあっさりと現実を突き付けてくる。

　中二、中三と奈都と同じクラスになり、高校も同じになれた。私はきっと奈都とずっと一緒にいられると、心のどこかでそう思っていたのだろう。

　果たして別々のクラスに二人の名前を見つけた時、私は軽く眩暈がした。奈都が残念そうにため息をつく。

「一緒じゃないね」

「私、奈都がいないと生きられない」

「毎朝一緒に登校しようね」

「ぼっち確定？」

「チサは友達がいなかったんじゃなくて、いなくなっただけ。またできるよ」

　いとも簡単にそう言って、奈都が私の手を引いた。励ましてくれているのだろうが、私はもう一年半くらい、奈都以外の同級生とまともに喋っていない。果たして大丈夫だろうか。

　目の前で奈都の髪が揺れる。去年の夏から伸ばしている髪は肩に達して、随分女の子っぽくなった。

　奈都はあまりショックを受けていない。奈都は私がいなくても大丈夫。私も一人で友達を作れるようにならなくてはいけない。依存しすぎて奈都まで失うわけにはいかない。

　手を振って別れると、意を決して教室に足を踏み入れた。教室はすでにうるさいくらい賑わっている。みんな初めましてのはずだが、私と奈都のように、中学から同じという子もいるのだろう。あるいはもう、すっかりグループが出来上がっているのだろうか。

　黒板に貼られた座席表で席を確認する。なんとなく教室を見渡すと、すぐ近くにいた女の子と目が合った。染めてはいないようだが明るい髪に、初日からメイクをした、完璧に可愛い女の子。思わず見惚みとれて立ち尽くすと、向こうも驚いたように私を見つめて、にっこりと笑顔を浮かべた。

「おはよ。私は猪谷涼夏。あなたは？」

「あっ、野阪千紗都」

「千紗都ね。よろしく」

「うん。涼夏は、席は？」

　オドオドと話しかけると、涼夏は窓側の席を指差した。

「あの辺かな」

「そっか。よろしくね」

　軽く会釈をして横を通り過ぎる。胸がドキドキしているのは、あまりにも可愛かったからか、それとも久しぶりに奈都以外の同級生と喋ったからか。

　席についてカバンをかけると、それとなく涼夏の様子を窺った。すでに私の方は見ておらず、何人かの女子と楽しそうに喋っている。聞こえてくる会話から察すると、古くからの友達ではなく、たった今知り合ったばかりのようだ。可愛いし社交的だし、きっとクラスの中心人物になるだろう。性格も良いことを願いたい。

　そんなことを考えながらぼんやりと黒板を眺めていたら、背中をトンと叩かれた。振り返ると、後ろの席の子が大きな瞳で私を見つめていた。頭の後ろで髪を縛り、スポーティーな印象だが、目元は優しくて笑顔も柔らかい。それに、とても整った顔立ちをしている。

「席、前後だし、仲良くしようと思って」

「うん。こちらこそ！」

　思わず声が大きくなって、自分の声に恥ずかしくなった。完全にコミュ障のムーブだ。

　女の子はくすっと笑ってから、スッと手を差し出した。

「私は西畑絢音。よろしくね」

「野阪千紗都です。こちらこそ」

　自然と手を握る。奈都以外の子とは、喋ったこともないくらいなので、当然握手を交わしたこともない。その手の温もりに思わず涙が出そうになったが、グッと堪えた。せっかく友達になれそうなのに、ここで変な人だと思われるわけにはいかない。

「えっと、西畑さん」

「絢音でいいよ。千紗都って呼んでもいい？」

「もちろん」

　とても女の子っぽい会話だ。まさか誰かとこんな会話をする日が再び訪れるなんて、考えもしなかった。

　結局この日は、絢音以外の子とはほとんど喋ることはなかったが、私は大いに満足だった。ぼっちを覚悟していたのだ。ゼロは何倍しても一にはならない。

　帰り道、奈都にそう報告すると、奈都は明るい瞳で「良かったね」と笑った。本当に良かった。




　入学式から数日が過ぎた。行きも帰りも部活の勧誘が賑やかで、毎朝奈都が目を輝かせていたが、とうとう決めたらしく嬉しそうに私に言った。

「私、バトン部に入ることにした」

　相談ではなく、報告だった。中学の時、奈都は私が辞めた後も、ずっとバドミントンを続けていた。この子は青春の中心に部活があり、私の存在が奈都の決定を左右することはない。

　そのことが寂しくはあるが、私と奈都は対等ではないので仕方ない。せめて奈都の物語の端の方に、私が存在していることを願うばかりである。

　それにしても、奈都は何を始めるだろうと思ってはいたが、バトン部は考えなかった。ただ、運動は好きだが日焼けはしたくないと言ってバドミントンを選んだ子だ。その点だけを考えたら、バトンを選ぶのも不思議ではない。

「部活紹介の演技見て、なんかカッコイイって思ったんだよね。バトンクルクル回すの楽しそうだし」

　奈都が嬉々として語る。確かに綺麗だったが、チアのような可愛らしい衣装を着ていた。奈都があれを着て踊るのはイメージが湧かないし、想像するとなんだか心がザラついた。

「衣装、可愛過ぎないかな」

　あまり批判的にならないようにそう言うと、奈都は意にも介さず手を振った。

「別に衣装に憧れて入るわけじゃないし」

　そんなことは聞いていない。意図的に話を逸らせたわけではなさそうだし、そもそも奈都はそんな器用な子ではない。単に、私が懸念していることをまったく不安に思っていないのだろう。

　ぶっちゃけて言えば、性的な目で見られがちなスポーツであり、私は奈都がそういう目で見られるのが嫌だということだ。しかし、はっきりとそう伝えたら、私たちの関係に何か影響が出そうな気がしたからやめておいた。

「チサも一緒にどう？　チサは私と違って可愛いから、衣装も似合うよ！」

　奈都がキラキラした瞳で言った。別に奈都にはあの衣装は似合わないなどと言ったつもりはないが、もしかしたら奈都は、さっきの私の台詞をそう解釈したのかもしれない。

「考えておくよ」

　ひとまずそう言って回答を保留すると、奈都は「わかった」と頷いた。私がバトンをする気はないとわかったのか、それとも文字通りに受け止めたのか。

　奈都とはいい関係を築けていると思うが、深いところではわかり合えない。もしかしたらそれは、奈都が鈍感なせいではなく、私が踏み込むのを恐れているせいかもしれない。

　奈都に嫌われない。それは、私の人生で一番大事なことなのだ。




　クラスのグループは少しずつ固まり始めた。最初の頃に出会った子と次第に疎遠になるというのはよくあることだが、今のところ絢音とは毎日楽しく喋っている。絢音以外の子とはほとんど話せていないが、私は自分から声をかけるのも話題を提供するのも苦手だ。

「奈都が、バトン部に決めたって」

　今朝のことを話すと、絢音は目をパチクリさせて私を見つめた。

「私はまだ今澤さんのこと、あまりよく知らないけど、バトン部ってイメージはなかった」

「屋内スポーツ大好きっ子なの」

「完璧に理解した」

「さすが絢音。理解力が違う」

「腑に落ちるのが特技だから」

　得意気にガッツポーズをする。わざとらしさも可愛い。我らが一年三組には猪谷涼夏という圧倒的に可愛い子がいるせいで、男子の意識も女子のヒエラルキーもすべてそちらを向いているが、絢音も十二分に可愛い。前にそんなことを言ったら、「あの子が盾になってくれて助かった」と戯おどけていた。自慢するでも否定するでもない、完璧に美しい切り返しだった。

「絢音は部活は何か考えてる？」

　今日まで特に部活の話はして来なかったが、いい機会なので聞いてみた。ユナ高は部活に入るのが当たり前みたいな空気があり、奈都のようにすでに部活を決めた子も多い。

　絢音は少しだけ考えるように唸ってから、笑顔で口を開いた。

「考えてなかったけど、千紗都が何かやるなら一緒にやってもいいかな。でも、塾も行きたいから、やるなら週二日くらいの緩いのかな」

「塾か……」

「学年二十位くらいを目標にしてる。千紗都は入りたい部活はある？」

　当然そう聞かれるとは思ったが、特に何もなかった。今となっては、どうして三年前、バドミントン部に入ったのかも不思議なくらい、やりたいことが何もない。部活を辞めてからは、毎日勉強して、時々奈都が遊んでくれたらそれで満足という生活を送っていた。私は何にも興味がない。

　考えても浮かばなかったので、緊張しながら特にないと答えた。自分から言い出しておいて、呆れられたらどうしようと思ったが、絢音は「じゃあ一緒に回ろう」と楽しそうに言った。いい子だし、一緒にいると何だかとても落ち着く。

　早速その日から、放課後絢音と部活巡りを始めた。奈都とはすでに一緒に帰っておらず、ここ数日は放課後もずっと絢音と一緒にいる。

　文芸部、手芸部、茶道部などの文化系の部を見て回る。運動部はユナ高はどこも緩くない。奈都が卓球やアーチェリーも考えたと言っていたが、どちらも全国クラスだ。比較的歴史の浅いバトン部だけ、ユナ高らしくない緩さだったと笑っていた。もっとも、そんな緩いバトン部ですら、平日は毎日練習がある。

　帰り道、今日見てきた部活の感想を話しながら歩いていたら、絢音が興味深そうに私に言った。

「千紗都は、今澤さんと一緒にバトンを回そうとは考えなかったの？」

　もっともな疑問だ。考えなかったわけではないが、そもそもあまりいい印象を持っていなかった上、動機がバトンではなく奈都というのも後ろめたさがあった。それに、やはり中学時代のトラウマがあり、部活動は少し怖い。

　それは絢音には言わずに、ただ衣装が可愛すぎたと言うと、絢音は「わかった」と頷いた。高位のわかり手だ。

「要するに、千紗都は可愛いから、目立っちゃうってことだね？」

「わかってなかった」

「わかってるわかってる。腑に落ちた」

　最寄り駅の上ノ水ではなく、次の古沼までだらだら歩いて、さらにしばらく立ち話をしてから握手をして別れた。

　今日も部活は決まらなかったが、楽しかった。薄々感じているが、私は気の合う誰かと一緒にいるのが好きだ。別に部活に仲間や楽しみを求めなくても、こうして毎日絢音と過ごせたら、私はそれで満足かもしれない。




　結局、だんだん見学から足が遠ざかり、部活には入らなかった。男子はよく知らないが、三組の女子で部活に入らなかったのは私と絢音、そして涼夏の三人だけだった。

「生き残ったのは、選ばれしこの三人だけか」

　涼夏がやれやれと首を振る。絢音が可笑しそうに頬を緩めた。

「誰に選ばれたの？」

「絢音」

「そっか。すごいぞ、私」

　絢音が得意気に微笑んだ。変な子だ。

　実際、ここにこうして涼夏がいるのは、絢音が声をかけたからだった。もちろん、部活に入らなかったのは三人しかいないので、いずれは合流したかもしれないが、少なくとも私は、このずば抜けて可愛い、クラスのムードメーカーに声をかける勇気はなかった。

「クラス一可愛い千紗都と、十馬身くらい離された二位のこの私に声をかけるとは、絢音もナンパだね！」

　涼夏が快活に笑う。いつも明るいし、笑顔にも嫌味がなくて本当にいい子だ。

　それにしても、私が一番というのはどういう趣向の冗談だろう。

「涼夏が断トツで可愛いと思うけど」

「メイクしてるからね」

　涼夏が即答して、絢音がくすっと笑った。メイクをしていなくても、涼夏が可愛いのは見ればわかる。まあ、互いに可愛いと言い合うのも、女の子っぽいやり取りだろう。

　何にしろ、涼夏に声をかけてくれたのは本当に有り難い。絢音同様、少し話しただけでこの子は合うと感じた。

　絢音の積極性に謝辞を述べると、絢音は「二人にだけね」と笑った。

　実際に、絢音が自分から声をかけたのは私と涼夏だけで、しかも最初から名前呼びだった。クラスの他の子を、絢音は全員苗字で呼んでいるし、交流もほとんどしていない。

　私と違って、絢音は自分から友達を作ることができる。にもかかわらずそうしない理由を聞くと、絢音はうっとりと目を細めて私と涼夏の手に触れた。

「野阪千紗都と猪谷涼夏を手に入れて、それ以上何が必要だって言うの？」

「間違いない！」

　涼夏が声を上げて笑った。中学時代、ぼっちを極めた私には何の価値もないと思うが、確かに私も絢音と涼夏の二人がいたら、それでもう十分満足だった。他の人とはほとんど話していないが、まったく寂しさは覚えない。

「じゃあまあ、この三人で帰宅部を結成しよう」

　涼夏が力強くそう言って、私も同調するように頷いた。関係に名前をつけるのは良いことだ。それは絆になる。

「部長は千紗都かな。一番暇そうだし」

　絢音がからかうようにそう言った。どう考えても私は部長という柄ではないが、一番暇な人が部長になるというのなら間違いなく私だ。絢音は塾があり、涼夏は春休みからバイトをしているらしい。そもそも、バイトのために部活にも入らなかったそうだ。

　決起集会と称して、ファミレスでポテトをつまみながら、楽しい高校生活について語り合った。いかに真っ直ぐ帰らないか。帰宅部はそこにこだわりたいと涼夏が訴えて、絢音が可笑しそうに声を弾ませた。

「帰宅しない帰宅部」

「学校を出てから帰るまでが帰宅時間だから」

「色んな遊びにチャレンジしたいね。お金がかかるのは厳しいけど」

「隠れんぼとか？」

「童心に帰るのは大事だね」

　楽しそうに二人が喋っている。何だか不思議な気分だ。奈都とクラスが別々になってしまった時は、もうおしまいかと思ったが、こんなにも素敵な友達ができた。世界はまだまだ捨てたものじゃない。

　うっとりと見つめていると、涼夏に怪訝な顔をされた。

「どうした？　視線が熱っぽいぞ？」

「ううん。二人とも、ありがとう」

「今、何一つお礼を言われるような会話はしてなかった」

　涼夏が冷静にそう指摘して、絢音が声を上げて笑った。

　私の高校生活は大丈夫そうだ。まだ始まって一週間ちょっとしか経っていないが、この二人となら上手くやれそうな気がする。

　青春を取り戻そう。帰宅部の部長として、親愛なる部員たちと全力で楽しむことをここに宣言する。
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